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神奈川県で採集された日本新産を含む4種の帰化植物

勝山輝男

Teruo Katsuyama: Four Naturalized Plants Collected from Kanagawa Prefecture, 

Include Two New Recoeds in Japan 

神奈川県植物誌調査会の平川恵美子氏が川崎市麻

生区でカヤツリグサ科（Cyperaceae）スゲ属 （Carex

L.)とムラサキ科 （Boraginaceae）のこれまでに報告

れていない帰化植物を採集された。海外の植物誌

などを調べたとところ，それぞれCαrexbre1ノior

(Dewey) Mack., Anchusa arvensis (L.) M. Bi巴b.と

判明した。それぞれ和名をヒレミヤガミスゲ，アレ

チウシノシタグサと新称し報告する。また，アメリ

カキュウ リグサ Plagiobothrysstipitatu』（Greene)I. M. 

Johnst. （ムラサキ科Boraginaceae）については田中

ほか（1997）で，ミナミハマアカザAtriplex suberecta 

I. v巴rd.（アカザ科Chenopodiaceae）については勝山

( 1999）で学名と和名のみを報告したが，詳細につい

ては触れていない。そこでこの機会にあわせて報告

したい。いずれも， 一時的に発生したものであるが，

日本での最初の野生化の記録である。

l. ヒレミヤガミスゲ（新称）（図 I)

Carex brevior (D巴W巴y)Mack.,Am巴r.Midi. Nat., 4：・235

( 1915); Carex straminea Willd. var. brevior Dewey, 

Am巴r.J. Sci., 11: 158 ( 1826) 

川崎市麻生区白山の市街地の草地でカヤツリグサ

科スゲ属ヤガミスゲ節（Sect.Ovales Kunth）に属

す植物が採集された。Mackenzie ( 1931 1935), 

Cronquist et al. (I 977) , Gleason & Cronquist ( 1991), 

Ho I mgr巴n(1998), Kukenthal (1909), Abrams (1940) 

などの記述や図から北アメリカ原産のCbreviorと

判明した（図1）。念のために国立科学博物館に収め

られている北アメリ カ産のC.breviorの標本とも比

較したが，果胞の性質などの細部も一致した。c.
breviorは北アメ リカの大西洋岸から太平洋岸まで

広く分布するスゲ属植物である。新興住宅地の路傍

の草地で採集されたことから考えると，緑化用の種

子に混入して持ち込まれたものと推定される。以下

に採集された標本に基づくヒレミヤガミスゲの特徴

を記す。

多年草。根茎は太く 短い。高さ約SOcm。葉は花

茎よりも短く ，rri2～3mm。小穂は雌雄性（上部に

雌花部，基部に雄花部がある）で長さ5～lOmm，柄

はなく， 3～5個がやや密集してつく。直は小穂よ

りも短く，最下のものにはときに小穂よりもやや長

い葉状の直がある。鱗片は狭卵形～披針形で鋭頭，

果胞と同長またはやや長く ，幅は明らかに果胞より

も狭く ，褐色を帯び，中肋は緑色。果胞は卵形～広

卵形】長さ約3.Smm,111高約2.5111111，偏エ｜工で，縁は幅

D E 

図1 ヒレミヤガミスゲCarexbrevior A 全草 スケーノレ

はIOcm,B：小穂スケールはJcm,C：雌花の鱗片，

D：果胞（背面）, E 果胞（腹面）， C, D, Eのスケー

／レは Imm.



広い翼となり，翼の縁はざらつき，噛はやや長く，

先は2歯となり，背面は数脈が見え，腹面は無脈。

住頭は2。そう果はレンズ状で，長さ l.8mm，幅

1.3mm。
標本 川11崎市麻生区白山5丁目 May, 15, 1999平

川恵美子KPMNAOl 15698. 

2.アレチウシノシタグサ（新称）（図2)

Anchusa arvensis (L.) M. Bieb., Fl. Taur. Cauc., 

I: 123 (1808); Lycopsis arvensis L., Sp. Pl. 139 

(1753) 

川崎市麻生区黒川の畑地で不明のムラサキ科植物

が採集された。全体の形はワノレタビラコ Amsinchia

lycopsoides Lehrn.に似ているが，花冠が青色で，分

果の形が異なっている。帰化によるものと考え，

ヨーロッパや北アメリカの植物誌にあたってみたと

ころ， Tutin et al. ( 1972) , Gleason & Cronquist ( 1991) , 

Holmoren (1998), Abrams (1951), Britton&Brown 

(1970), Clapham eta/. (1987), Pignatti (1982）の記

述からヨーロッパ原産で、北アメリカに帰化している

Anchusa arvensisと判明した。念、のために国立科学

博物館に収められているヨーロッパ産のA.arvensis 

の標本との比較も行ったが，同じものであると判断

した。ウシノシタグサ属 （AnchusaL.）はユーラシ

B 

図2 アレチウシノシタグサAnchusaarvensis A 植物体

スケーノレは!Ocm,B 花，C：果時の琴，B,Cのスケー

ルはSnun,D ・分果スケールは lmm. 
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ア大陸に約so種があり，日本ではウシノシタグサA.
azurea Mill.が古くから栽培されている。A.arvensis 

は花が小さいので，栽培目的で持ち込まれたことは

ないようである。以下に採集された標本に基づくア

レチウシノシタグサの特徴を記す。

i年草。全体に基苦llが膨れた粗い毛を密生する。茎

は直立し，高さ約40cm。葉は互生し，柄はなく ，基

部はやや茎を抱き，広線形または披針形で波状縁，

長さ 5～lOcm，幅 l～2cm。花序は茎頂および上部
の葉肢に数個つけ，菅葉がある。花柄は花時には短

く，果時には長さ ！Omm近くなる。専は基部近くま

で深く 5裂し，花時には長さ約Smm，果時には7～

8mmになり，粗毛を密生する。等歯は5個，線状披

針形で鋭頭。花冠は青色，筒状で先は5裂し， 長さ

4～7mrn，筒部の半ばで屈曲する。雄しべや雌しべ

は花冠内部にあり，突き出さない。分果は歪んだ卵

形で，高さ 1.5～2mm，長さ約3111111，背面は円く，不

規則なしわがある。

標本ー 川崎市麻生区黒川 May,8, 1999平川恵美子

KPM-NA0115697. 

3.アメ リカキュウリグサ（図3)

Plagiobothrys stipitatus (Greene) I. M. Johnst., Contr. 

Gray Herb., 68: 77 (1923); Allocarya stipitata Greene, 

Pittonia, 1: 19 (1887) 

神奈川県立生命の星・地球博物館のムラサキ科植

物の標本を整理していたところ，ワルタビラコ

~~ I 

A外 1lfB I 
図3 アメリカキュワリグサ Plagiobothrysstipitatus 

A：全草スケーノレはScm,B 果時の等， C 分果（背

面），D：分果｛綾面），B, C, Dのスケールは lmm. 



Amsinchia lycopsoides Lehm.の標木の束の中から，小

崎昭則氏が川崎市川崎区東扇島で1988年に採集した

未知のムラサキ科植物を見出した。Cronquistet al. 

( 1984）やAbrams(1951)の記述や図より，北アメ リ

カの太平洋岸に分布するP.stipitatusと判断した。 一

見するとキュウリグサに似ており，和名はアメリカ

キュウリグサとされた（田中ほか， I9 9 7）。

PlagiobothヴSFischer & C. M巴y巴rは南北アメ リカに約

50種があり，北アメ リカでは太平洋側に多くの種類

がある。以下に標本に基づいたアメリカキュウリ グ

サの特徴を記す。

茎は直立または斜上し，高さ lOcrn程度。茎の上部

には粗毛を密生するが3基部に近づくにつれてほと

んど無毛となる。葉は対生し，柄はなく，線形で，基

部で、やや，，，高が広くなり，長さ l～3crn,1j1高l～2mrn,

縁にのみ粗毛がある。巻散花序は，下部で、は一つお

きに直葉があり，上部では直葉がない。花はほとん

ど柄がなく ，長さ2～3rnm。専は基部近くまで5裂

し，花時に長さ約2.5mrn，果時に長さ4～5mrn，外

面には粗毛があり 3 裂片は花時に長さ約l.5nun，果

時には3rnmほどになる。標本からは花冠の色は不明

であるが，長さ約2.5rnm。分果は長卵形で，長さ2mrn,

l幅0.8nu11，基部やや腹面よりに着点があり，背面の

上部から腹面の着点まで竜骨状に肥厚し，表面には

はっきりとした雛状の模様がある。

標本・川崎市川崎区東扇島 May,9, 1988小崎昭則

KPM-NAl !03978. 

4. ミナミハマアカザ （図4)

Atritフlexsubenxta I. Verd., in Britt巴netαl.,Bothaiia, 6: 

418(1954) 

神奈川県座間市小池東原の畑地で、不明のアカザ科

植物が採集された。花が単性で果実は2枚の喧葉に

つつまれているので、ハマアカザ属 （AtriplexL.）と知

れた。花は葉服に束生し，日本には該当するものが

ない。採集地付近は牛の肥育を行なっている畜産農

家が多く ，輸入牧草に随伴して侵入したと思われる

帰化植物が多い。そこでヨーロッパや北アメリカの

植物誌を調べたが，果実を包む直の形や大きさが一

致するものがなかった。国立科学博物館のアカザ科

の来同定植物の束を調べたところ，ハワイで採集さ

れた同じ植物の標本を見出した。そこで、ハワイの植

物誌（Wagneret al., 1990）にあたったところ南ア

フリカやオーストラリア原産のA.suberectaと判明

した。原記載（Brittenet al., 1954）やそこに書かれ

ている図と座間市産の標本の形態はよく一致した。

和名は勝山（1999）によりミナミハマアカザとされ

た。採集された標本をもとにミナミハマアカザの特

徴を記す。
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むi

図4ミナミハマアカザAt1’な:plex

部スケ一ル5cm,B 果実， C：果実を包む直，B,C 

のスケ一／レは lmm. 

茎は基部で枝を分け，ほぼ直立し，高さ40～80crn,

上部にふけ状の毛がある他はほとんど無毛。葉は長

楕円形または卵形，長さ l～5cm,1j届0.5～2.5crn，先

は鈍く，基部はしだいに狭くなって柄に流れ，縁に

は3～5対の不整歯牙があり，上面は無毛，下面に
はふけ状の毛がある。花は葉服に東生し，雄花と雌

花を多数つける。雄花には5個の花被片があり，雄

しべは5本で，荊は黄色。雌花は2枚の喧葉に包ま

れ，花後肥大して果実を包む。果実を包む直葉は長

さ2.5～3.5mrn，幅2.0～2.5mmで，基部は短い柄に
なり，側面には突起がなく ，先は不揃いに3～5裂

し，裂片は先が尖り，緑色の網状脈が目立つ。果被

は薄膜質。種子は直径l～l.5mmの円盤状で＼黒褐

色で光沢がある。

標本 神奈川県座間市小池東原Jun.21, 1998松本

雅人KPM-NAOl13412；相模原市磯辺峰山Jul.11,1998 

松本雅人相模原市博物館no.llOOO. 

これら4種の帰化植物は，いずれも「神奈川県植

物誌1988」（神奈川県植物誌調査会編，1988）の補充

調査及び刊行予定の 「神奈川県植物誌2001Jの調査

で採集されたものである。標本を採集された，平川

恵美子氏，小崎昭則氏，松本雅人氏に感謝申し上げ

る。また，同定に際しては国立科学｜専物館の標本を

閲覧させていただいた。閲覧に際しては研究官の秋

山忍氏にお世話になった。感謝申し上げる。
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日本新産の帰化植物クシパツメクサ（マメ科）

勝山輝男 ・松本雅人・秋山幸也

Teruo Katsuyama, Masato Matsumoto and Koya Akiyama: 

Trifolium angulatum Waldst. & Kit. (Fabaceae), Newly Naturalized in Japan 

横浜市瀬谷区の畑地で、マメ科シヤジクソウ属

(Trifolium L.）の見慣れない植物 （図 I）が採集さ

れた。帰化によるものと考え，海外の文献にあたっ

てみた。その結果，Coomb巴（1968）やZohary& 

H巴II巴r(1984）の記述により ，東ヨーロッパに分布

し，中部ヨーロッパに帰化している Trifolium

angulatum Waldst. & Kit., Pl. Rar. Hung., J ・ 26 (1800) 

と判明した。葉の縁に櫛の歯状に鋭し、鋸歯がある

ので，和名をクシパツメクサと新称し，日本新産

の帰化植物として報告する。l個体のみの一時的

な記録であるが，日本への最初の侵入として記録

にとどめたい。

日本在来種のシヤジクソウ属はシヤジクソウ T.

l』仰nasterL. l種のみであるが，太刀掛（1998）によ

ると種ランクで18種の帰化が記録されている。なか

にはシロツメクサ3ムラサキツ

メクサ， タチオランダゲンゲの

ように牧草として用いられ，日

本国内に広く帰化しているもの

もある。今回，クシパツメクサ

が採集された一帯には，カミ ツ

レ，イヌカミツレ3 オロシャギ

ク，カ ミツレモ ドキ，キゾメカ

ミツレ，ナタ不タビラコ，アレ

チキンギョソウ，セイヨワオオ

バコなどヨーロッパ大陸原産の

帰化植物が多く見られる。製粉

かすが撒かれた畑もあり，輸入

小麦に種子が混入して梢ち込ま

れた可能性が高い。以下に採集

された標本に基づくクシパツメ

クサの特徴を記す。

A 

形または披針形で＼先は長く尖り， 全縁。小葉は3個

で，倒卵形，長さ5～8mm, 1!1~ 3 ～ 6mm，縁には櫛

の歯状の鋭い鋸歯があり，仮lj脈は先の方が太くなり，

鋸歯に入る。花序は葉服または枝先につき，l～2cm

の柄があり，直径約 lcm，多数の花をつける。各花

には長さ lmm以下の小さな置がある。小花柄は花時

には尊と同長またはやや短く，花後には長さ4～5mm

に伸長して，下向きに反り返る（図1-B），専は筒部

の長さが約 l.5mrn,I O脈があり，尊歯は5個で，針

状に尖り，長さ約3mm。花冠は淡紅色で，専よりも

長く，長さ7～8mrn。豆果は長楕円形で無毛， 3種子

を入れる。

標本 横浜市瀬谷区上瀬谷 Sep.20, 1999松本雅人

KPM NAOl 16633. 

l年草。高さ約lOcm。全体に

無毛。下方の葉は長さ2～3cm

の柄があり，上部のものではし

だいに柄が短くなる。托葉は卵

図ト クシパツメクサ Trifoliumangulatum A 植物体， B 果序（最小目盛りは

Imm) 
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神奈川県平塚市における雑種性帰化タンポポの分布

浜口哲一・渡遁幹男・山口奈穂・芹沢俊介

Tetsuichi H但naguchi,M氷ioWatanabe, Naho Yamaguchi and Shunsuke Se1izawa: 

Distribution of Hybridized Alien Dandelions in Hiratsuka City, Kanagawa Prefecture 

はじめに

在来種である低地性の2倍体タンポポ（広義の

Taraxacum platycαrpum，以下ニホンタンポポとす

る）と，ヨーロッパからの帰化種である倍数体タン

ポポ（セイヨウタンポポT.ojjicinaleおよびアカミタ

ンポポ Tlαevigatum）の分布状況を調べるタンポポ

調査は，1970年代から各地で広く行われてきた（堀

田， 1977; Ogawa & Mototani, 1985；芹沢， 1986な

ど）。それらの調査によって，在来種と帰化種の勢力

比を図示したタンポポ地図が作成され，伝統的な土

地利用が継続している地域には在来種，都市化が進

行した地域には帰化種が分布し，両者の分布が開発

などによる土地の撹乱の程度をよく反映しているこ

とが示されてきた。神奈川県においても，平塚市，川

11崎市などで広域的なタンポポ調査が行われ，在来種

神奈川県

て：；計4:地

N
i
A
－
1－
 

市街地

口畑
口水田

．樹林地

図1 調査地とその土地利用の概況．

と帰化種について同様な分布傾向が明らかにされた

（浜口， 1989)

こうした調査においては，倍数体の帰化種は無融

合生殖を行うので，在来種と交雑して雑種を生じる

ことはないという認識が前提となっていた。ところ

が， 1985年に静岡県富士市から雑種性のタンポポが

報告され（森田， 1988），その前提がくずれることに

なった。さらに，愛知県では1995年時点で雑種性の

タンポポが広範囲に広がっており，セイヨ ウタンポ

ポの場合，見かけの個体の9割以上が雑種によって

占められているという実態が明らかにされた（渡過

ほか，l997a）。

この事実は，在来種と帰化種の分布が3 生理生態

的な特性の違いによる土地の撹乱の程度に応じた棲

み分けによって決まっており，直接的な競争を伴う

1 km 
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ものではないという従来の考え方が不十分であるこ

とを示すことになった。帰化種は，強奪一種として在

来種の遺伝子を取り込みながら勢力を広げており，

その結果生じた雑種性個体は，在来種に対して，ま

た純粋な帰化種に対しても，競争によってその生育

場所を奪い取って広がっている可能性が示唆された

のである。

こうした意味で，雑種性帰化タンポポの分布状況

を把握することは重要な意味を持っているが， 今ま

での研究は愛知県 （波法ほか， l997a），大阪府（渡過

ほか， l997c）などの西南日本で行われたものであり，

関東地方での実態把握が必要と考えられた。そこで＼

過去に著者の一人浜口が中心となって2回のタンポ

ポ調査が行われ，分布状況の変遷が詳細に把握され

ている平塚市で，調査を行う こととした。

調査地域

調査地としては，神奈川県平塚市内において，正

陵地， 古くからの市街地，近年市街化の進んだ住宅

地という異なる土地利用が隣接した場所として，旭

地区を中心とした3キロメートノレ四方の地域を選ん

だ（図l）。調査地の西端は小田原厚木道路が走り，東

海道新幹線が北東から南西に調査l也を横切っている。

また，調査地の東側には， 金目川水系の3河川が南

北方向に流れている。

金目川水系よ りも東は，かつての砂丘地帯で、あり，

40～50年前から市街地化が進み，現在はほぼ全域が

住宅地となっているが，一部に畑も残されている。調

査地の西端部及び南西部には， 大磯丘陵の東端にあ

たる標高約lOOrnの台地があり， 台地上の平坦面はお

もに畑として利用されてきた。その一部は近年造成

されて，日向岡の住宅地となっている。台地仁金

目J11にはさまれた地域は，標高約！Ornの沖積低地で＼

かつては広い水田地荷：が続き， 集落が点在する環境

で、あった。新幹線よ り南側は近年市街地化が進み，現

在ではそのほとんどが住宅地となっていて，畑や水

田が点在している。新幹線より北側には3 現在でも

広い水田地帯が残っている。

調査の方法

1. 材料の採集

材料は，調査地域を250rnのメ ッ、ンュによって144

の区画に分け，各区画毎にニホンタンポポ， セイ ヨ

ウタンポポ，アカ ミタンポポをそれぞれ1～2ヶ所で
採集した。セイヨウタンポポとアカミタンポポにつ

いては，原則として痩果の色で区別したが，痩果を

つけた個体が見つからない時には，葉の切れ込みな

ど外見的な判断で採集し， アロザイム分析により確

定させた。同一種の採集地点は互いにJSOrn以上離す

8 

ようにした。

採集は浜口があたり，1999年4月21日＇ 22日，26日

の3日間に行い， 合計382点の材料を採集した。各地

点で＼同一種が多数生育している場合には，平均的な

形態の個体を選び，それぞれの個体から頭花をl個と，

葉をl枚採集した。葉は展開してからしばらくたった

縁色の濃いものを選んだ。採集した頭花と葉はただち

にチャック付きのポリ袋に入れ，空気を追い出して密

封し， 翌日まで、に愛知教育大学に冷蔵ii輪一透した。

採集地点については，その位置をl万分のl地形図

上に記入するとともに，環境や生育量の記録を行っ

た。位置座標は，地図上で!Orn単位で読みとった。

2. アロザイム酵素多型解析

アロザイム酵素多型解析は，材料として葉を用い，

渡遷ほか（1997a）と同様な方法で、行った。雑種の判

定については， アスパラギン酸アミ ノ転移酵素

(GOT）染色で得られたゲ、ノレ板上で、dバン ドのみが現

れたものを非雑種性の帰化タンポポ，dバン ドとニ

ホンタンポポを特徴づける a,b, cバン ドのうち一

つを合わせ持つものを雑種 （外見上は帰化タンポポ

なので，以下雑種性帰化タンポポと呼ぶ）とみなした

（渡遺ほか， 1997a；渡濯ほか，l997b）。このほか，セ

イヨ ウタンポポとアカミタンポポの識別を確認する

ため，6－フオスフォグノレコン酸脱水素酵素 （6PG）染

色も行った。この識別法については，月lj途報告する。

酵素多型解析については，渡i豊が中心となって行っ

た。

3. タンポポ地図の作成

在来タンポポと帰化タンポポの勢力比を示すタン

ポポ地図は，加重平均法（渡遺ほか，1998）によって

作成した。具体的には，200rnおきに設定した計算地

点について，それぞれ半径500111以内にある生育地点

を抜き出し，（a／計算地点から生育地点の距離） の

総和／ (l ／計算地点から生育地点の距離）の総和を

求め，その計算地点の値と した。aはタンポポの種

類による係数で，比較したい2群のタンポポについ

て3 前者のみO，後者のみ！とした。同一地点に複数

種があった場合には，それぞれを独立情報として入

力した。作図は山口が担当した。

タンポポ地図の名称としては，渡過ほか（1997c）に

従い，比較の対象が，在来種と見かけの帰化種のも

のを「見かけのタンポポ地図」，在来種と真の帰化種

のものを「真のタンポポ地図」，雑種性帰化種と非雑

種性帰化種のものを「雑種性タンポポ地図J，在来種

と見かけのアカミタンポポのものを「アカ ミタンポ

ポ地図Jとした。また3 雑種性タンポポ地図では，計

算対象の調査地点がすべて雑種性帰化種になる場合



表1 神奈川県平塚市における各種タンポポの出現頻度．

個体数

ニホンタンポポ 6 8 

見かけのセイ ヨウタンポポ 2 6 1 

真のセイ ヨウタンポポ 5 

雑種性セイ ヨウタンポポ 2 5 6 

見かけのアカミタンポポ 5 3 

真のアカミタンポポ

雑種性アカミタンポポ

計 3 8 2 

に計算値が0になるので，その部分の色調は見かけ

のタンポポ地図などの計算値Oの部分（すべてニホ

ンタンポポ）の色調とは一致させず， 0.5の部分の色

調と一致させるようにした。

結果

l 各種タンポポの出現頻度

今回の調査で得られた各種タンポポの出現頻度を

表lに示した。 本調査では，GOTのdバンドに加え

てabcの内，複数のバンドが出現した個体はなく，現

時点で戻し交雑が行われているとしづ確証は得られ

なかった。

見かけのセイ ヨウタンポポ261個体の内， 非雑種

性のセイヨウタンポポは5個体にすぎなかった。こ

れは，愛知県（渡濯ほか， l997a），大阪府（渡遺ほ

か， l997c）での調査結果とよく一致していた。雑種

性のセイヨウタンポポは，関東地方においても広範

に分布を広げていると判断してよいであろう。

一方，見かけのアカミタンポポについては， 53個

体の内，非雑種性の個体が半数近くを占めていた。

しかし雑種性のアカミタンポポの割合は，愛知県

では3ヶ所の合計が4.3%，大阪府では2ヶ所の合計

で、34.6%で、あったので，これらに比べれば雑種性の

割合が高かった。

なお，形態については定性的観察を行っただけで

あるが，

①総直片のそり返りが少ない，総直片の辺縁の毛が

多いなどの点でし、かにも雑種性と思われるものは，

アロザイム分析の結果からも雑種性と判断される。

②しかし，総芭片のそり返りが著しく，辺縁の毛が

少ないものの中にも，アロザイム分析の結果から

は雑種性と判断されるものが多数存在する。

とし、う結果が得られ， 渡遺ほか（1997a,b）が述

べたように，形態のみでの雑種性個体の識別は困難

で、あった。

2 4 

2 9 

9 

2. 各種タンポポの分布

頻度（%）
調査地域におけるニホンタ

ンポポ，非雑種性セイヨ ウタ

ンポポ，非雑種性アカミタン

ポポ，雑種性セイヨウタンポ
2 ポ，雑種性アカミタンポポの

9 8 生育確認地点を，図2に示し

た。Aは見かけのタンポポ地

4 5 図，Bは真のタンポポ地図， C

5 5 は雑種性タンポポ地図，Dはア

カミタンポポ地図である。

本調査地域では，ニホンタ

ンポポの分布は，西側3分のl

に集中していた。ここは，大磯丘陵東端の丘陵地で

あり，そこに立地する畑の周辺や土手が，その生育

場所になっていた。その他の地域で、は稀だったが，

発見されたわずかな分布地点、は，金目川水系の土手

と，東海道新幹線の土堤にほぼ限られていた。

非雑種性帰化タンポポの生育地点は，東側半分に

限られており，ニホンタンポポの分布とはほとんど

重なりがなかった。その分布域の多くは古くから市

街地化が進んだ、住宅地にあたっていた。非雑種性セ

イヨワタンポポと非雑種性アカミタンポポでは，後

者の方が数が多いことを除いては，分布域には大き

な違いは見られなかった。ただ，非雑種性アカミタ

ンポポは西部の小田原厚木道路沿いでも記録された。

雑種性帰化タンポポは，調査地域全域に広く分布

していた。特に雑種性セイヨウタンポポはほぼ全域

にくまなく分布しており，その分布は非雑種性のセ

イヨワタンポポの分布域とは無関係に広がっている

とみることができた。西北部の広川付近には，雑種

性のセイヨウタンポポのみが分布している地域が

あった。また，ニホンタンポポの分布域で見られた

帰化タンポポのほぼ全てが雑種性で、あった。

雑種性アカミタンポポは，雑種性セイヨウタンポ

ポに比べると分布域が狭く，東海道新幹線よりも南

側にほぼ限られていた。また，雑種性アカミタンポ

ポの場合も非雑種性アカミタンポポの分布と比較す

ると，特に西南部ではそれを大きく越えて広がって

いた。

3.各種タンポポの勢力比

図2-A～DIこ示した各種のタンポポ地図によって，

各種問の勢力比について述べる。見かけのタンポポ

地図によると，調査地域の東側3分の2は見かけの

帰化種が圧倒的に優占していた。また，西倶lj3分の

lにおいても，ニホンタンポポの割合は多くても半

分で、あうた。ただし，この結果は，分析に要する労

力の関係で個体数に応じたサンプリングができない



としづ方法上の問題に依存しており，調査時の印象

としてはニホンタンポポの方が個体数が多い地域が

存在していた。

真のタンポポ地図は，非雑種性の帰化種が古く か

らの市街地に限られていることを反映して，見かけ

のタンポポ地図とは大きく異なる結果になった。正

陵地だけではなく，新幹線付近の水田地帯も潜在的

にはニホンタンポポの分布域であることが示されて

いた。

雑種性タンポポ地図によると，古くからの市街地

で、非雑種性の個体の勢力比が高かった。新幹線に

沿った水団地帯と，それに続くE陵地帯では雑種性

帰化種のみが認められる地域が帯状に広くつながっ

て存在していた。

アカミタンポポ地図は，全体的に見れば真のタン

ポポ地図とよく似た結果を示していた。ただし新

幹線南側の近年市街地化が進んだ地域では雑種性ア

カミタンポポが比較的多いため両者の聞にはかなり

のずれがあり，そのためアロザイム分析なしでも作

成できるアカミタンポポ地図を真のタンポポ地図の

代用とすることはできなかった。

考察

1. 過去のタンポポ調査の結果との比較

平塚市においては，1978年から1979年（平塚市タン

ポポ調査会， 1980）にかけてと，1983年（平塚市｜専物

館「みんなで調べようJ,1984）に全域のタンポポ調査

が行われた。これらの調査結果を，今回と同様の方法

で作図し，見かけのタンポポ地図を作成して，図3に

示した。なお，1979年および1983年の調査では，本調

査の調査範囲でSOOmおきの定点と任意の群生地で，

それぞれ合計112地点で記録が取られているので，本

調査と比較した場合，調査地点の密度は約3分のlで

ある。1983年の調査では，原則として1979年の同じ調

査地点で記録をとっている。

図3および図2-Aで示した， 1979年，1983年，1999年

の3枚の見かけのタンポポ地図を比較すると，西端部

と南西部にニホンタンポポの分布地域があり，他のほ

とんどは帰化種が優勢だとしづ配置には変化がないが，

1979年には西端と南端にニホンタンポポのみが分布し

ている島が存在していた。しかし，その島は1983年に

はほぼ消滅しており，この間の土地利用に変化があっ

たことを推定させる。

1979年にニホンタンポポの島の一つで、あった日向

岡では，1983年には一転して空白域になっている。こ

れはこの間に大規模な宅地造成工事が行われたため

である。現在は，その造成地は市街地になっている

が， 1999年の地図では1983年の空白域の中に，ニホ

ンタンポポの生育が認められた。ここは市街地に新

しく作られた小規模の都市公園の植え込みで、発見さ

れたもので，低木などの植栽に伴って持ち込まれた

可能性を感じるケースで、あった。ニホンタンポポの

生育も，必ずしも土地の撹乱のないことの証拠とは

言えない事例であろう。

また，1979年には広川の東に大きな空白域が見ら

れるが，これは1979年の調査で， SOOmおきの定点で

2ヶ所，タンポポの生育がまったく見られなかった地

点があったことを反映している。この2ヶ所は， 1983

年にはセイ ヨウタンポポが記録され，この空白地域

は埋まってしまった。

ニホンタンポポの生育地点を比較してみると 3

1979年から 1983年にかけてその地点が減少してい

る。1983年の調査では， 原則的に1979年の調査地点

を再調査する形をとっているので，この間の減少は

サンプリングの方法による差ではなく ，実際的な分

布の変化を反映したものとみることができる。特に

河内から徳延にかけての平地と金目川沿いの分布地

点の減少が目立っている。1999年を， 1979年および

1983年と比較すると，全体的に生育地点数が増加し

ており，特に金目川沿い及び東海道新幹線沿いにニ

ホンタンポポの確認された地点が増えている。全体

的な増加についてはサンプリング地点の密度が高い

ことによる影響が大きいが，新幹線の土手について

は， 1979年当時から生育可能な環境として注意を

払っていたので，少なくともこの地点では，実際に

ニホンタンポポの分布拡大が見られた可能性が大きし、

2雑種性帰化タンポポの分布拡大について

以上の結果をまとめると，本調査地においては，西

部から西南部にかけての丘陵地には現在でもニホン

タンポポが広く生育していたが，その分布域に雑種

性セイヨウタンポポが広範に侵入していた。また，調

査地の中央を占める沖積低地は， 一部に非雑種性ア

カミタンポポが見られた他は，ほとんどすべての個

体が雑種性帰化種であり，特に北半の水団地帯では

雑種性セイ ヨウタンポポのみが見られた。また，金

田川水系と新幹線沿いには若干のニホンタンポポが

見られた。 調査地の東側の旧砂丘地域では，雑種性

帰化種が広く見られるのと同時に，非雑種性帰化種

も生育していた。

調査地全体では，雑種性帰化タンポポ，特に雑種

性セイヨウタンポポが，全域に分布しており優勢で

あった。雑種性セイヨウタンポポの分布拡大がし、つ

頃から始まったかを証明することは困難だが，いく

つかの状況証拠をあげることができる。広川周辺の

水田地帯は，雑種性セイヨワタンポポのみの分布域

であるが，先に述べたように，この地域は，1979年

には空白域であり， SOOmおきに設けた定点2ヶ所で、

ハ
υ
咽－－
A
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タンポポの生育が認められなかった。ところが， 1983年

にはセイヨウタンポポが記録されるようになり，現在

では，水田の聞を走る農道の路傍にベノレト状にタンポ

ポの群生が見られる。本調査の結果からみると，それ

はすべて雑種性セイヨウタンポポと考えられる。従っ

て，雑種性セイヨウタンポポの分布拡大は1979年から

1983年の聞に急速に進んだ可能性が高い。 1979年の調

査では，ニホンタンポポのみの分布域があったにも関

わらず， 1983年にはそうした場所がほとんどなくなっ

たことも，そのことの傍証となろう。このように，本

調査地では雑種性セイヨウタンポポの分布拡大は1980

年代前半に進んだと推定される。

また，雑種性セイヨウタンポポは，ニホンタンポ

ポの分布域にも広がっているが，畑の土手のよ うな

草深い環境では，特に多くなっている様子は見られ

ておらず，現在のところ，ニホンタンポポを駆逐し

て急速に広がっている可能性は少ない。しかし，雑

種性セイヨウタンポポが，在来種の遺伝子の取り込

みによって，草地での生息に更に適した性質を得て

いく可能性も十分あるので，今後の推移に注目して

いく必要がある。在来種の保護という観点からは，

この点が特に重要な調査課題となるであろう。

また，雑種性セイヨウタンポポは，古くからの市

街地にも多く見られており，一方で真のセイヨウタ

ンポポにも置き換わって勢力を広げて来た可能性が

強し、。

雑種性のアカミタンポポについては，先述したよ

うに，今まで調査が行われた地域と比較して雑種個

体の割合が高かった。また，非雑種性アカミタンポ

ポの分布域を越えて広がっているので，今後，雑種

性セイヨウタンポポと同様に分布をさらに拡大して

くる可能性がある。その動向にも注目していく必要

があろう。

要約

神奈川県平塚市において1999年4月に採集した材

料に基づいて， GOTの分析を行い，雑種性帰化タン

ポポの分布状況を明らかにした。

その結果，見かけのセイヨワタンポポでは，98%

を雑種性個体が占めていた。またその分布は調査地

全域に広がり，雑種性セイヨウタンポポのみが分布

している地域もあった。一方，非雑種性セイヨウタ

ンポポの分布は古くからの市街地に限られていた。

見かけのアカミタンポポでは雑種性個体の割合は

12 

55%に過ぎず，セイヨウタンポポに比較して雑種化

の程度は低かった。しかし，今までに調査が行われ

た愛知県，大阪府と比べるとその割合は高かった。

過去に行われたタンポポ調査の結果と比較すると，

1980年代初めに雑種性セイヨウタンポポの分布が拡

大したことが推定された。
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足柄上郡中井町のデンジソウ群落

田中徳久

Tanaka Norihisa: Marsilea quαdrifolia Community in Nakai-machi, 

Ashigarakami-gun, Kanagawa Prefecture 

はじめに

神奈川県内のレッドデータ植物を含む植物群落の

現状に関しては，ハコネコメツツジ（田中， 1994）や

カワラノギク（田中， 1996），サツキ（田中，1999）な

どの報告がある。本報では，それらの報告に続き，足

柄上郡中井町で現存が確認されたデンジソウ群落に

ついて，その現状と種組成， 生育立地を報告する。

デンジソウMarsileaquadrifoliαLは，本州以南

の低地の水田や池沼に広く生育していたシダ植物で

あるが，近年，水質汚濁や除草剤の使用，耕地整理

等により急速にその生育地が失われつつある。我が

国における保護上重要な植物種の現状検討委員会種

分科会編（1989）では危険種として，日本植物分類

学会絶滅危慎植物問題専門第一委員会編（1998）で

は絶滅危慎II類（VU）として報告されている。

神奈川県内でも，多摩，三浦，湘南などの低地部の

各地に広く見られたが，秦野市や中井町以外ではほ

13 

ぼ消滅したとされ，絶滅危倶種として扱われている

（神奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995）。また，

現在，神奈川県植物誌調査会により進められている

調査によっても，近年の産地として，平塚市北金目

(1996年9月16日浜口哲－HCM72330, 72331），秦野

市峠（1997年6月1日佐々木あや子HCM72332），小

田原市桑原（1997年8月14日松岡輝宏 ・工藤晴子 ・

和田美乃 ・奥村和子 KPM-NA109464），中井町松本

(1997年10月26日梅木俊子・金井和子KPM-NA109299;

本報の調査地）があるに過ぎない（HCMは平塚市博

物館， KPMは神奈川県立生命の星 ・地球博物館を示

す；図1-A）。

調査地概況および調査方法

調査地は，神奈川県足柄上郡中井町松本（国土

基本メ ッシュ5239-71-97）および隣接する久所

(5239-71-87）の水田である （図1-B）。松本の水田



デンジソウ群落群落表．

a：イヌタデ下位単位 Underunit wi出 Persi叩 riαlo時 isetα
b；コオニタビラコ下位単位 Underunit with Lapsana叩(9Dnoides
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調査年月日 Relev岳date1998.10.20. 

＋ 

畦畔にそれぞれ成立する植物群落の構成要素が混在

しており，調査対象としては不適切な面も多い。し

かし，今回の調査では，デンジソウの生育する植物

群落の組成を記録することが目的であるため，敢え

てデンジソウの生育場所を中心lこ調査区を設置した。

調査結果および考察

今回の調査の結果得られた8個の植生調査資料よ

り作成した群落表を表lに示した。

中井町のデンジソウを含む植物群落は，デンジソ

ウを区分種にデンジソワ群落にまとめられた。今回

の調査で得られた資料では，植生高は10～30cm，植

被率は10～70%で，優占種はデ、ンジソウも含め各調
査区により異なるが，区分種群のほかアメリカタカ
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畦畔は伝統的な手法によるもので，久所の畦畔はコ

ンクリートで塗り固められており，対照的である。

野外における植生調査は，Braun-Blanquet(1964) 

ほかによる植物社会学的手法に基づいて1998年10月

20日に行い， 調査区内に出現した全植物について，

全推定法による総合優占度，群度を測定，記録した。

また，各調査区の海抜高，斜面方位，斜面傾斜など

の立地条件についても測定，記録した。こうして野

外で得られた植生調査資料を，パーソナルコン

ピュータによる表操作フ。ログラム（鈴木ほか，1985

を改変）を用い，素表，常在度表等に組替え，群落

表を作成した。

なお，調査地のデンジソウは，水田縁辺部および

畦畔に生育している。本来，水因縁辺音I）は，水田と



サブロウの常在度が高かった。

デンジソウ群落は，イヌタデやノチドメなどを区

分種とするイヌタデ下位単位と，コオニタビラコと

コナギを区分種とするコオニタビラコ下位単位に下

位区分された。イヌタデ下位単位は，松本で得られ

た植生調査資料がまとめられたもので，伝統的な手

法により，田の土を盛り上げるなどして形成された

畦畔およびその水田の縁辺部のデンジソウ群落であ

る（図2）。なお，デンジソウが生育している畦畔は，

過湿で，踏み固められていない畦畔で、あった。コオ

ニタビラコ下位単位は，久所で得られた植生調査資

料がまとめられたもので，コンクリートで塗り固め

られた畦畔を持つ水田の縁辺部のデンジソウ群落で

ある（図3）。水田縁辺部およびl庄｜伴は，それぞれの

立地に成立する植物群落の構成要素が混在すること

が多い。山口ほか（1998）による畦畔の平坦部の調査

では，基盤整備された畦畔（整備後5年経過）には，

ノチドメやスイバなどは出現せず，撹乱後の回復能

力が低いことが指摘されている。本報で区分したイ

ヌタデ下位単位は，これらの安定した畦畔に生じる

ノチドメやスイバなどと，水田に生育するセリやノ

ミノフスマなどの異なる植物群落の構成要素が混在

することで特徴づけられる。 一方，コオニタビラコ

下位単位は，水田に成立する植物群落の構成要素で

あるコオニタビラコやコナギなどの種群により特徴

づけられるが，畦Ill半がコンクリー卜で塗り固められ

たことにより，木来畦畔に生育する植物はその生育

地を失い，畦畔に成立する植物群落の構成要素をほ

とんど欠く。

さらに，調査区数が少なく十分な検討が行えない

面もあるが，イヌタデ下位単位は，調査を行った立

地，すなわち，まえあぜ（水田に面した畦Ill半の塗り

面；山口・梅本， 1996）や平坦音11（畦畔上の歩行路 ；

山口・梅本， 1996），水因縁辺部により種組成が異な

る。表lにおいて，通し番号lおよび2は平坦部で得

られた資料，通し番号3および4はまえあぜで得られ

た資料，通し番号5および6は水田縁辺部で、得られた

資料であり，平坦音13およびまえあぜで得られた資料

は，ヘビイチゴやヒメクグ，スイバなどにより特徴

づけられ，平坦部の資料は，これらの種に加え，カ

ントウヨメナやトウパナ，スギナなどで特徴づけら

れる。水因縁辺部の資料は，イヌタデ下位単位の区

分種がわずかに生育するのみで，相観的にはコオニ

タビラコ下位単位に類似する。また，立地別の平均

出現種数も，平坦部が18.0種，まえあぜが12.0種，縁

辺音13が6.8種（イヌタデ下位単位が6.0種，コオニタ

ビラコ下位単位が7.5種）と，各立地で異なる。

これまで田中（1994,1996ほか）が報告したカワ

ラノギクやノ＼コネコメツツジは，それぞれの立地に
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図2 中井町松本のデンジソワ群落

図3 中井町久所のデンジソウ群落

成立する植物群落の主体をなし，群集等の植物社会

学的な植生単位の標徴種として扱われうる種で、あっ

た。しかし，今回の調査により記録されたデンジソ

ウを含む群落は，デンジソウを区分種としてデンジ

ソウ群落にまとめたが，各植分の種組成は生育立地

ごとに異なる。また，Miyawaki(1960）のウリカワ←

コナギ群集の原記載となる群集表にもデンジソウが

随伴種として出現しており，他の既発表のII庄畔や水

田の植物群落と比較し，本報のデンジソウ群落は，デ

ンジソウ以外の種組成に差異はなく，デンジソウを

標徴種とした群集として位置づけることはできない。

今回の調査で記録された植分のうち，コオニタビラ

コ下位単位とイヌタデ下位単位の一部（表lの通し



番号5および6）は，水田雑草群落のノミノフスマ

ケキツネノボタン群集あるいはウリカワーコナギ群

集に含まれるか，その断片的な植分であり，残るイ

ヌタデ下位単位の一部はミゾカクシーオオ、ジ、ンバリ

群集の断片的な植分であると考えられる。

デンジソウは，岩槻編（1992）などにも記載され

ているように，水田や池沼に生育するが，神奈川県

内の現存する産地はすべて水田であり，池沼の資料

を得ることは出来ない。本報では，デンジソウは水

田および畦畔に生育し，既発表の植生単位に含める

ことが可能であることを指摘した。しかし，前述の

ようにデンジソウの生育している畦畔は過湿で，踏

み固められていない畦畔であり，本質的には水田が

その生活の本拠であると思われる。レッドデータ植

物の出現が，その植分の評価にどのような意味を持

っかは今後，検討すべき課題である。今回の調査に

おいては，デンジソウの生育する畦畔の平坦部 ・ま

えあぜ・水因縁辺部という立地ごとの種組成を報告

したが，今後，デンジソウが出現する植分と出現し

ない植分について，さらに多面的に比較・検討する

必要がある。
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神奈川県におけるアオウミガメ，タイマイ，オサガメの記録

丸山一子・中村一恵

Kazuko Maruyama and Kazue Nakamura: 

Records of the Green Turtle, Hawksbill Turtle and Leatherback Turtle Observed 

in Kanagawa Prefecture 

はじめに

日本近海に来遊するウミガメと して，ウミガメ科

のアカウ ミガメ（Cαrettacaretta），アオウ ミガメ

(Chelonia mydas），タイマイ （Eret1叩 chelysimbricata), 

ヒメウミガメ （Lepl出chelysolivacea），オサガメ科の

オサガメ （Dermochelyscoriacea）の2科5種が確認

されており，神奈川県では，このうちヒメウミガメを

除く4種の記録がある（柴田，1968,1972；中村， 1973,

l977；中村ー・川瀬， 1976ほか）。

主な来遊種であるアカウミガメについては，丸

山・中村（1998）が記録をまとめ， 生息状況を報告

した。他のワミガメ類は確認数も少なく ，これまで

来遊状況が明らかにされていなかった。本報告では

アオウ ミガメ，タイマイ，オサガメに関する記録を

収集し，来遊状況の分析を試みた。

調査地域および調査方法

調査対象域は，相模湾（湯河原町～三浦市城ヶ島）

および東京湾 （）11崎市～三浦市城ヶ島）に至る神奈

川県沿岸全域と した。

ウミガメ 3種について，既報の記録，沿岸の自治

体および県の機関が所蔵する記録，博物館・水族館

の所蔵する標本と記録，および新聞記事を1999年の

記録まで収集した。 また，これら3種とアカウミガ

メを比較するために，丸山 ・中村（1998）への収載

以後に得られたアカウミガメのデータを追加収録し

た。

今回の記録の中で大きな割合を占める神奈川県水

産課による定置網の調査は，1989年に始められ，

1998年までの記録がまとめられている。本報告に

は，定置網での確認記録を，ウ ミガメ 3種について

は1989年～1998年の範囲で，アカウミガメについ

ては1996～1998年の範囲で収載した。定置網には，

水深が27mより深い沖合に設置される大型定置網

と，水深27mより浅いj毎域に設置される小型定置網
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があり，ウ ミガメ類が確認されるのは主に大型定置

網であるとしづ。大型定置網は5年毎に免許が更新

され，設置数が変動する。 神奈川県水産課の資料に

基づいて， 1989年の夏期から1998年の夏期の聞の大

型定置網設置数の年平均値を自治体別に求め，参考

として表6に示した。

今回収集した資料を用いて， 3種の確認数を年目j

および自治体別に整理し，来遊状況について分析を

試みた。

結果

収録したウミガメ 3種の確認場所，確認日時，確

認状況， 情報源を表 l～3に示す。個体数が記され

ていないものはl個体の記録である。今回，収録さ

れた3種のウミガメは，総数で51件84個体だった。

内訳はアオウミガメ 30件60個体（表 I），タイマイ

12件 14個体（表2），オサガメ 9件 10個体（表3）で

ある。アカウミガメの追加データは17件72個体で，

表4にまとめた。

大部分の個体は沖合で確認されており，そのうち

定置網で記録されたのはアオウミガメ54個体，タイ

マイ 8個体，オサガメ 3個体だった。定置網におけ

る観察個体の多く は神奈川県水産課による調査に

よって得られたものである。定置網以外での確認は，

アオウミガメ 2個体，タイマイ4個体，オサガメ 3個

体で、あった。

海岸で確認されたのは，死体漂着がアオウミガメ

2個体， タイマイ l個体，オサガメ 4個体，生体漂着

がアオウミガメl個体で，3種のいずれにおいても上

陸は確認されなかった。

年別確認数を，神奈川県水産課による定置網調査

が始まった1989年以後1999年までについてはl年毎

に，それ以前の期間についてはIO年毎にまとめて表

5に示す。アオウミガメは，1989年以降10年間の確

認個体が全60個体中57個体と大部分を占めていた。



表1 アオウミガメの記録

日時 場所 状況
1972. 04. 11 横須賀市久里浜湾 捕獲，生体
1976.03.08 三浦市城ヶ島大矯下 漂着，生体

1976. 06. 06 

1985.i火ワ
1989 
1990 
1991 
1991 
1991 
1992 
1992 
1992 

1992 
1992. 06. 

1993 
1993 
1993 
1995 
1995 
1995 
1995 
1995. 05. 
1997 
1997 

1998 
1998 
1998 
1998 
1998. 09. 16 

不明

茎盤－
柴田(1972），中村
中村（1977)

中村(1977)葉山町森戸海岸沖名島定置網

横須賀市長井沖
神奈川県沖
小田原市許，，
三浦市上宮田沖
真鶴町沖
鎌倉市沖
三浦市上富田沖
三浦市諸磯沖
横須賀市長井沖

鎌倉市沖
横須賀市長井沖

横須賀市長井沖
三浦市金田沖
三浦市諸磯沖
三浦市諸磯沖
藤沢市片瀬沖
鎌倉市海岸
横須賀市長井沖
横須賀市荒崎沖
三浦市下宮田沖
不明

三浦市諸磯沖
鎌倉市沖
真鶴町岩沖
真鶴町真鶴岬沖
鎌倉市七里ケ浜

横須賀市久里浜湾

定置網 池田氏情報（未発表）
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，5個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，4個体 神奈川県水産課資料

定置網J個体神奈川県水産課資料
定置網 池田氏情報（未発表）

定置網， 7個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，4個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，2個体神奈川県水産課資料
漂着，死体 神奈川県水産課資料
定置網，4個体神奈川県水産課資料
定置網（小型）池田氏情報（未発表）
定置網， 7個体神奈川県水産課資料
捕獲，生体 神奈川県水産課資料

不明

備考

甲長40cm，野毛山動物園〉油壷マ
リンパーク
甲長4lcm，アオリイカ定置網にか
かり油壷マリンパークに収容
甲羅のみ池田氏所有
放流
江ノ島水族館に寄贈
放流
放流
放流
放流
放流
うち死亡2個体，下記の池田（未発
表）とは別のデータと思われる
放流
全長SOcm，葉山しおさい博物館所
蔵標本
うち死亡l個体
放流
放流
放流
放流

表2 タイマイの記録．

日時 場所 状況 文献 備考

196108 湯ケ原（湯河原7）沖 漂着，死体 中村・川瀬(1976) 甲長推定35cm，村岡健作氏の情報

1970 08 22 横須賀市走水沖の東捕獲，生体 中村(1973），中村・川瀬 甲長26. 8cm，甲 q1~2J.2cm，体重
京湾第2海墨付近 (1976) 2160g 

針にかかり水深35～40mの所から
引き上げられた

1970.J 1.05 葉山町真名瀬沖 捕獲，死亡 中村・川瀬(1976) 葉山しおさい博物館標本月長

28.0cm，甲幅22Jcm，体重2600g
197206 真鶴町岩沖 捕獲，生体 中村・）｜｜瀬（1976) 甲長約35cm，ダイパーによる捕獲3

鈴木博氏の情報
1977.12.24 葉山町名島沖 定置網 中村（1980) 甲長37cm，体重6kg

島水族館に収容
1979.12.21 横須賀市泊町沖200m 捕獲，生体 中村（1980) 甲長45cm，｛本重25kgjJレイ刺し網

による捕獲，収容後放流
1985春 横須賀市長井沖 定置網（小型）池田氏情報（未発表） 甲長65cm ，~在認のみラ池田氏確認の

i:~J では最大個体
1990 大磯町沖 定置網 神奈川県水産課資料 江ノ島水族館に寄贈
1990 平塚市沖 定置網，2個体神奈川県水産課資料 放流
1992 横須賀市長井沖 定置網，2個体神奈川県水産課資料 うち死亡1個体
1998 二浦市下宮田沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流
1999 0114 葉山町沖 捕獲ヨ生体 江ノ島水族館記録 曲甲長49cm，曲甲幅44cm，正次丸

（船）が捕獲，江ノ島水族館で飼育
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表3 オサガメの記録

日時

1955 5（ワ）

場所

一浦市諸磯海岸

状況 文献
捕獲，生体 読売新聞神奈川版

1955. 05. 26付＼柴田
(1968），中村・川瀬
(1976) 

定置網， 2個体中村・川瀬(1976)1958.05.03 横須賀市芦名海岸

1959頃1火
1963.08.26 

葉山町海岸

三浦市南下浦海岸

漂着，死体

漂着，死体

1972.08.22 横須賀市長井沖

真鶴町大ケ窪海岸

定置網

漂着，死体1977.07.15 

1985.08.06 三浦市城ヶ島西方沖捕獲，生体

1995.08.05 横須賀市長井沖約lkm目撃

明不 藤沢市片瀬東浜 漂着，死体

表4 アカウ ミガメ の記録（追補）．

備考

東大油壷臨海実験所に入る，捕獲
日，個体数の記録なし

2個体とも甲長約150c凧大謀網に
かかり江ノ島水族館に入る，死後
に標木とする，広l崎氏の情報（西
村(1964）の1958.06，柴田 (1968)
の横須賀市佐島の個体と同一）
全長3m級

全長2.3m，甲幅1.Om，体重380kg

池田氏情報（未発表）

産経新聞横浜版
1963. 08. 28付，中村・川
瀬(1976)

中村（1973），中村・川瀬甲長103.Ocrn，最大甲幅59.5cm, 
(1976) 雌，網にかかり死亡
神奈川新聞1977.07.17記事ではクサガメと書かれてい
付 るが，ウミガメであって，子供が

背中に乗ったとの記載あり
機沢氏情報（未発表） 甲長109cm，甲幅68cm，体重

116kg。神奈川県水産試験場調査

船「江ノ島丸」が浮き延縄漁中
に釣り上げる。油壷マリンパーク
で飼育したが，約1ヶ月後死亡

工藤氏情報（未発表） 推定甲長約2m，水面浮遊し休息中
の個体を目撃

志村氏情報（未発表） 古い目撃例

日時 場所 状況 文献 備考

1996 二浦市諸磯沖 定置網， 3個体神奈川県水産課資料 放流

1996 横須賀市津久井沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流

1996 横須賀市（？） 漂着，死体 神奈川県水産課資料 漂着埋葬

1997 三浦市諸磯沖 定置網， 7個体神奈川県水産課資料 放流

1997 三浦市下宮田沖 定置網， 8個体神奈川県水産課資料 放流

1997 横須賀市佐島沖 定置網， 20個 神奈川県水産課資料 放流

1997 真鶴町岩沖 定置網，10個 神奈川県水産課資料 死亡，埋葬

1997 真鶴町真鶴岬沖 定置網，6個体神奈川県水産課資料 一部飼育

1997 横須賀市津久井沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流

1997 横須賀市（？） 漂着，死体ユ個神奈川県水産課資料 埋葬

体 情報

1997 06.10 鎌倉市材木座海岸 上陸2産卵 江ノ島水族館記録 卵を発掘調査J~2個のみ残存

1997.07.05 葉山町一色海岸 上陸 江ノ島水古矢館吉己録 交番からの通報，発掘調査，卵発見

できず

1998 三浦市下宮田沖 定置網ユ個体神奈川県水産課資料 放流

1998 真鶴町真鶴岬沖 定置網，6個体神奈川県水産課資料 放流

1998.08.27 鎌倉市七里ケ浜 子力、メ 江ノ島水族館記録 子ガメ約50個体

1999.07.14 小田原市街！幸の浜 上陸 小田原市役所記録，神 通報により後日掘り返し調査を
奈川新聞1999.07. 16付 したが卵は確認できず

1999.09.1 I 藤沢市辻堂海岸 子ガメ 江ノ島水族館言己録 波打ら際で捕まえて水族館に持
込む，甲長4.20cm, I苧幅3.57cm，数
日後死亡。1999.09. 08にも5～6
個体が海に向かつて歩いていた
との通報あり

タイマイは 10年毎にまとめると， 3～4個体ずつが

記録されていた。オサガメは，近年は lO年につき l

～2個イ本のh雀言忍にとどまる。
定置網の記録が存在する 1989年から 1998年の10年

間に限ると，アオウミガメの年平均確認数は5.5個体

（定置網では5.2個体）である。確認数には年変動があ

り，全く確認されていない年もある。同時期のタイマ

イの年平均確認数は0.5個体で，すべて定置網におけ

る記録である。オサガメは年平均0.1個体で，定置網

調査には出現していなし＼。一方，同期間のアカウミガ

メの年平均確認個体数は23.9個体（定置網では18.6個

体）で，毎年来遊が確認されている（丸山・中村 1998,

表4）。

自治体別確認個体数（表6）は，アオウミガメでは

確認数の多い順に横須賀市20個体，三浦市18個体，

鎌倉市 12個体，真鶴町4個体，藤沢市2個体，葉山
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表5.年別確認数

年 アオウミガメ タイマイ オサガメ
～1960 4 (2) 

1961～1970 3 
1971～1980 3 ( 1) 3 (1) 2 (1) 

1981～1988 1 ( 1) 1 (1) 1 
1989 1 ( 1) 

1990 1 ( 1) 3 (3) 

1991 7 ( 7) 

1992 11 (11) 2 (2) 

1993 12 (12) 

1994 
1995 9 ( 8) 

1996 
1997 8 ( 7) 

1998 6 ( 5) 1 (1) 

1999 1 ( ) 

不明 1 

合計 60 (54) 14 (8) 10 (3) 

II可，小田原市各l個体で，県東南部の自治体が上位に

並ぶ。相模川以東（川崎市～茅ヶ崎市）の53個体に

対し，相模川以西（平塚市～湯河原町）は5個体で

あった。タイマイ，オサガメでも，横須賀市， 三浦

市，葉山町等の県東南部の自治体での確認数が多

かった。また，三浦半島先端の城ヶ島から西側を相

模湾偵lj，東側を東京湾側と分けた場合，東京湾似lj（三

浦市東側沿岸，横須賀市東側沿岸）で発見されたの

は，アオウミガメ 3個体，タイマイ2個体，オサガメ

l個体のみで、あった。川崎市，横浜市では上記の3種

はいずれも記録されなかった。

今回のデータの中で確認時期が明らかなものにつ

いてみると，アオウミガメは3月から9月に， タイマ

イは春および8月から 1月に，オサガメは5月から8

月にかけて出現していた。

考 察

今回の記録においては，神奈川県水産課がまとめ

た定置網における確認情報（神奈川県水産課資料）

が大きな割合を占めている。この情報は，水産課が

漁業者その他に依頼して集めたものである。漁業者

に対しては，甲羅の形状，前方から見た図などのウ

ミガメの判別点についての説明がなされており，種

の判別が難しい場合に漁業者から水産試験場への問

い合わせが行われた例もあるとのことであるが，特

にアオワミガメとアカウミガメについては混同がな

いとは言い切れない。しかしこれについての検証

は不可能であるので，ここでは，種の同定が正しい

ものとして考察を行う。定置網での記録は，月別の

情報が含まれていないため季節的な変動に関する分

析が難しいこと，漁業者ごとの調査精度に差がある

のではなし、かと考えられること等の問題点はあるも

のの，これまでわずかな情報しかなかったウミガメ

20 

アカウミガメ 合計
5 ( 2) 

5 9 
6 14 ( 3) 
16 19 ( 2) 
28 ( 24) 29 ( 25) 
13 ( 9) 17( 13) 
37 ( 34) 44 ( 41) 
12 ( 8) 25 ( 21) 
24 ( 18) 36 ( 30) 
37( 21) 37 ( 21) 
10 ( 8) 20( 16) （）内は定置網にお
15 ( 4) 15 ( 4) 
56 ( 52) 64 ( 59) ける確認、数．（ ）は

9 ( 8) 16 ( 14) データがないことを
2 ( ) 3 （ー） 示す．アカ ウミガメ
4 6 は，丸山・中村（1998)
275 (186) 359 (251) との合計数

類の来遊状況について貴重なデータを提供している

ことは間違いない。

3種の確認数の自治体別順位，県東部の自治体で

多く確認されていること，東京湾側の確認数が少な

いことなどは，アカウミガメ（表6，丸山・中村， 1998)

とよく似た結果であった。アオウミガメ，アカウミ

ガメとも相模湾中部（藤沢市～大磯町）の定置網で

の確認数が少ないことも共通していた。これらの地

域差を生じさせる要因と しては，海流，海底地形に

よる索餌条件の違い，定置網の設置数，定置網の種

類の違いなどが考えられる。

次に3種それぞれについて考察する。

1)アオウミガメについて

アオウミガメの確認総数は60個体で、あった（表1）。

一方，アカウミガメは，丸山 ・中村（1998）によって

報告された203個体に今回1996年から 1999年のデー

タを加えたことで，確認総数が275個体になった（表

5，表6）。神奈川県では産卵しないアオウミガメは，上

陸・産卵時における確認がないことによって，アカウ

ミガメに比べ発見される確率が低くなっているので

はないかと考えられる。そこで，同種が発見される条

件の差が小さいと考えられる1989～1998年の定置網

の記録のみについて確認数を比較した。アカウミガ

メ186個体に対しアオウミガメは52個体で，アカウ

ミガ．メに対するアオウミガ、メの比率は0.28で、あつた。

アオワミガ、メは北海道室蘭以南の日本列島各地の海

岸で

1994），小笠原，屋久島，南西諸島などの産卵地を除

けば確認個体数は少なく，水産庁の希少水生生物検

討委員会で希少種と判定されている（菅沼， 1994）。神

奈川県におけるアオウミガメも， これまでごく少数の

個体の記録しかなかったことから偶来種（浜口，



表6 自治体別確認数．

自治体 アオウミガメ タイマイ オサガメ アカウミガメ 合計 主呈盟主i 2）タイマイに
ついて川崎市

横浜市
三浦市 18 (17) 1 ( 1) 3 
横須賀市 20 (18) 5 (3) 4(3) 
葉山町 1 ( 1) 3 (1) 
逗子市
鎌倉市 12(10) 
藤沢市 2 ( 2) 
茅ヶ崎市
平塚市 2 (2) 
大磯町 1 (1) 
二宮町
小田原市 1 ( 1) 
真鶴町 4 ( 4) 1 (0) 
湯河原町 1 (0) 

不明 2 ( 1) 

ii-吾pι I 60 (54) 14 (8) 10 (3) 

1995）とされていたが，今回の結果により，従来考

えられていたよりは多くの個体が継続的に来遊して

いることが分かつた。

アオウミガメ，アカウ ミガメとも年毎の確認数は

かなり変動する（表5）。 両種の定置網における年毎

の確認数を1989～1998年の記録について比較したと

ころ，有意な相関は見られず（t-test,p>0.05; r=0.124, 

n=IO），アオウミガメの出現の年変動に関わっている

要因が，アカウミガメと異なる可能性が示された。

体長または甲長の記録があるのは5個体のみであ

るが，うち3個体は甲長40cm位までの若令個体で，

残る2個体も， 神奈川県海岸に最も近い産卵地であ

る小笠原における成熟個体の直甲長がメスで82.1～

107.0cm （平均95.6cm），オスで79.4～100.4cm（平均

90.Scm）であること（菅沼，1994）および曲甲長は直

甲長より大きいことからみて，成熟に達する時期前

後の小型個体で、あると思われる。

立川 ・佐々木（1990）は，小笠原で標識放流した

498個体のアオウミガメのうちso個体が九州から千
葉県沿岸まで（他に秋田， 台湾）の海域で再捕され，

そのうちl個体は神奈川県で発見されたことを示し，

小笠原諸島で産卵するアオウミガメが南日本の太平

洋岸を中心とした日本沿岸を索餌海域としていると

考えられると述べている。神奈川県沿岸を産卵域と

して利用しているアカウミガメでは，成熟個体が長

期間にわたって沖合に滞留し，また，同じ個体が複

数年に渡って来遊しているのではなし、かと考えられ

るのに対し3索餌域としてのみ利用しているアオウ

ミガメが，どのくらいの期間にわたって滞留してい

るのか，来遊は未成熟期～成熟開始期に限られてい

るのか，同じ個体が何回も来遊しているのか，また，

年毎の出現数の増減がどのような条件の影響を受け

ているのかなど， 今後解明すべき問題は多い。

。
3 3 
42 ( 37) 64 ( 55) 7 

5 
2 

タイマイの甲

長については，

老成個体で90～

lOOcmで，世界各

地の産卵メ スの

平均が78.lcm（内

田1982a,b），ま

た， 世界各地の

産卵メスの直甲

長が最；J、53.3cm,

最大93.Scm，各産

卵地の平均値は

73 ( 66) 102 ( 90) 
10( 5) 15 ( 7) 
5 ( 2) 5 ( 2) 1. 5 

3 45 ( 22) 57 ( 32) 
8 ( 0) 11 ( 2) 3. 5 
6 ( 0) 6 ( O) 4. 5 

2 3 ( O) 5 ( 2) 
9( 0) 10 ( 1) 0. 5 

2. 5 
4 

8 ( 4) 8 ( 4) 
12 ( 4) 13 ( 5) 
39 ( 37) 45 ( 41) 2 
7 ( 6) 8 ( 6) 

5 ( 3) 7 ( 4) 

275 (186) 359 (251) 38.5 
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66.0～83.3cmで，

日本近海の個体群では直甲長70cm以上で成熟の可

能性がある（亀11碕，l994a）などのデータが示されて

いる。神奈川県で確認された個体は，甲長が最大で

も65cmにとどまり，ほとんどが26～SOcmの範囲に

収まることからみて若令期の個体と考えられる。

月別の情報が含まれた記録についてみると，出

現季節は春季から冬季に及んでおり（表2),3種の

中で、は出現季節の幅が広かった。亀崎（l 994a）は，

タイマイの産卵域，生息域がすべてのウミガメの

中で最も熱帯域に偏っているこ とを述べ，（附化が

可能な期間が長いため）産卵期が他のウ ミガメよ

り長く，季節的にも分散して産卵する傾向がある

という報告（Carr& Stancyk, 1975）を紹介してい

る。他種に比べ産卵期の幅が大きいことが，出現季

節の幅に関係している可能性が考えられる。

日本での恒常的な生息域は南西諸島に限られてお

り，時折北海道から九州｜の沿岸にも来遊する （亀崎，

1994a）とされている。今回の記録でも確認数が少な

く，偶発的な来遊と考えられる。

3）オサガメについて

オサガメは国際自然保護連合のレッドデータブッ

クおよび水産庁の希少水生生物検討委員会において

絶滅危慎種とされている （亀崎，1994b）。今回の記

録でも 10個体が確認されたにすぎない。

本種は特徴のある姿をしているため他の種との混

同はまずないと考えられるが，これまでのところ神

奈川県水産課の定置網調査の記録には出現していな

い。オサガメは外洋性の種とされており（亀崎，

l 994b）， 定置網での確認が少ないのは，定置網が張

られる水域よりも外洋側に来遊しているためではな

し、かと考えられる。

内田（1982b）によれば，オサガメの産卵個体の甲



長は平均 150cm，最小 120cm，最大l81cmである。亀

崎（l 994b）も世界各地の産卵個体群の直甲長をまと

め，ほぼ類似の数値を示している。今回の記録の中

では，正確な測定値ではないが全長2.3mと3m級お

よび2m級の個体は成熟個体で、あろうと考えられる。

真鶴町で発見された死体は，子供達が背中に乗った

との記載があることからみて小型の個体で、はなかっ

たと思われる。志村不l:J子氏の観察した個体も大型

だったといい，また，今回の記録には載せていない

が，江ノ島水族館職員の記憶によれば，数年前に体

長約 2mのウ ミガメが藤沢市鵠沼海岸に腐敗死体と

して上がったとのことで，体長から考えると，この

個体もオサガメ成体であった可能性が高い。一方，

甲長103cmと109cmの個体は未成熟個体と考えられ

る。 今回の記録を見る限り ，オサガメでは成熟個体

が多く観察されているが，アオワミガメ，タイマイ

で主として若令個体が観察されているのに対し，オ

サガメで成体の比率が高いことは興味深い。

オサガメが発見された時期は，5月から8月にかけ

てである。西村 （1964）は，本州太平洋岸においては，

オサガメは南東季節風卓越期（5～9月）に観察され

るとしているが，今回の結果もこれに当てはまる。一

方，八丈島では，3～4月に3例の捕獲記録がある（三

木，1989）。太平洋および大西洋の熱帯部を主な生息

地とし稀に温帯域に出現する（内田，I982a）オサガ

メは，日本近海で、は黒潮に乗って移動すると考えら

れているが（Nishimura1964，亀崎 1982),2つの地域

の出現時期の差が何に起因するのか，例えば八丈島

から神奈川県に移動する経路があって移動の時期に

よって出現時期のずれが生じているのか，あるいは，

別の経路による移動で、あって時期がずれているのか

など，検討すべき課題であろう。

おわりに

3種のウミガメ類の記録を収録した結果，これま

で少数の個体が不定期に確認されていたのみで偶来

種と考えられてきたアオウミガメが，継続的に来遊

していることが分かつた等，ウ ミガメ類の生息状況

を把握する上で，定置網等による調査の重要性が示

された。

今後3 調査を進めていく には，他種のウ ミガメと

の識別が正確になされるための，種の同定の精度を

高める体制作りが必要であり，また，甲長等の計測

についても同様に統一されたマニュアノレに基づく精

度の高いデータを得る必要がある。放流に際しては，

個体標識するなど、の処置が必要であろう。
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［訂正］丸山 ・中村（1999）「神奈川県におけるアカウミ

ガメの記録Jにおける 「湘南なぎさ事務所記録」を「か

ながわ梅岸美化財団記録」に，小田原市岩沖を真鶴町岩

沖に，小田原市福浦沖を湯河原町福浦沖にそれぞれお詫

ひ、して訂J:Eします。

（丸山 神奈川県藤沢市辻堂43-22, 

中村 ：神奈川県立生命の星・地球博物館）
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神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類・ IX

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing Fishes ofMisaki Fisheries Market, from Sagami Bay, IX 

はじめに

筆者らは，相模湾の魚類相を明らかにするために，

1984年から三崎魚市場で、の調査を継続的に行ってい

る。 前報までに498種を報告した（山田・工藤，1999)

が，その後新たに漁獲された21種と，過去の記録を

整理中に確認された未報告の3種の合計24種が追加

されたので報告する。調査開始から15年目にして500

種類を越えることとなった。週l回の調査にも関わ

らず，毎年数多く の追加記録があることに相模湾の

奥深さを感じる。

調査方法

調査は，三崎魚市場に水揚げ、される魚類のうち，

相模湾で採集されたものについて種類，採集場所，

採集方法を記録した。調査期間は， 1998年10月から

1999年9月までの問で，合計55回，lヶ月平均5回

の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊豆半島

石廊崎と房総半島リイ、111碕を結んだ

観音崎一富津岬以北の東京i寄を除く海域である。魚

類の採集場所を図llこ示す。初記録種および現場で

千

図1 採集地及び周辺海域の水深ー
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の同定が困難なものは，標本と して採集し，横須賀

市自然博物館魚類資料何CM-P），国立科学博物館魚

類資料（NSMT-P）と して登録した。また，標本の入

手が不可能なものは，写真で記録した。魚種名，分

類学的配列および全般的な分布記録などは中坊編

( 1993）に従った。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概II路次

のとおりで、あった。

黒潮は， 1998年10月に遠州灘沖，l1, 12月に伊豆

諸島海域にあった冷水塊を迂回し， 概ね八丈島の南

を通過して房総半島沖合いを北上した。l月には一

時的に三宅島まで北上したものの，その後4月まで

八丈島～青ヶ島聞をほぼ東西に流れ，5～7月は三宅

島～八丈島聞を小蛇行を伴って流れた後，房総半島

に向かつて北上した。8～9月は三宅島を中心に北東

へ直進し，時折小蛇行を伴った。

相模湾周辺の水温は，咋調査年度に引き続いて

ほぼ全調査期間を通じて，黒潮系暖流の影響を受

けて平年並みから高めで推移した。特に，黒潮が接

近した8～9月の小蛇行が発生した時期には湾内に

暖水が波及し，平年より 2～3°C高い水温が記録さ

れた。

調査結果

以下に本目録に追加される各魚種の採集年月日，

採集場所および採集方法，全長 （TL)，登録番号，分

布記録等を述べる。

499. アカエソ Synodusulae （図2-1)

1999年9月15日，毘沙門定置網，TL:248mm, YCM 

P3160l 

南日本，ハワイ， インド洋に分布する。相模湾で

は佐島近海（林・伊藤，1974），熱海（瀬能ほか，1998),

田の浦湾（東ほか，1989）から記録がある。



500. アラハタ力 Myctophumαsperum (I孟12-2)

L998年10月25日， 三戸定置網，TL:75mrn, YCM 

P31602 

北海道以南の太平洋沖から世界の暖海に分布す

る。三浦半島沿岸の定置網で漁獲された記録はな

い。当日同じ網にはカタクチイワシとタチワオが

多く ，そのほかにフタスジナメハダカが漁獲され

た。

501 クサアジ Veliferhypselopterus （図2-3)

1999年9月8日， 毘沙門定置網TL:215111111, YCM-

P31603 

宮城県以南，朝鮮半島，南アフ リカに分布するc益

田ほか （1975）によると相模湾に分布すると されて

いるが，近年の確実な採集記録はない。

502. フウセンキンメ Beryxmollis （図2-5)

1999年3月4日，カド沖（三l崎港の西沖）水、深300111・

釣り，TL:237mm, YCM-P31604 

本種はl959年に小田原沖で漁獲された個体をも

とに新種記載された（Abe, 1959）。その後，相模

湾からの記録はなかったが， 三11府ではまれに治、獲

されていたようである。三｜｜崎市場では木種を「ひ

らきんめ」と呼び， ほかのキンメダイ類 （キンメ

ダイおよび「まんきん」と呼ばれるナンヨウキン

メ）と区別している。相模湾では，本種のみが釣

れる漁場があるが，キンメダイより価格が低いた

め漁獲する人がいなし、（青木氏私信）。し吋ミれにし

ても，相模湾での本種の個体数は，キンメダイに

比べかなり少ないと思われる。（その後9月に入り，

三崎港西沖からアカムツ釣りで3匹漁獲されてい

る。）

503. テンジクダツ乃losurusacus melanotus （図2-4)

1999年8月4日，三戸定置網， TL:770111111, YCM-

P3L622 

南日本以南，インド・西太平洋の熱帯から温帯海

域に分布する。相模湾では天神島（林・伊東， 1974),

米神（柴田，1970）から記録がある。本個体は，同

じ網で、t魚
ベ，偲蓋骨前部に暗青色帯がない（オキザヨリには

暗青色帯がある），眼が大きい（眼が小さし、），尾鰭

が深く湾入し赤みを帯びる（中央部が突出し暗青

色），智鰭の鰭端が黒い（無色）など、の点が異なって

いる。三崎ではオキザヨリは夏期，定置網で、普通に

漁獲されるが本種は極めて稀。

504. ク口ソイ Sebastesschlegeli （図2-6)

1999年5月30日，藤沢定置網， TL:307111111, YCM-

P31605 

日本各地から朝鮮半島，中国に分布する。 相模湾

では湾奥沿岸（木幡・亀井，1981）から記録がある。

本種は，東京湾側ではときどき見られるようである

26 

が，相模湾では極めて稀である。

505. ヒメコトヒキ Terapontheraps （図27) 

1999年9月19日， 三戸定置網，TL:52rnm, YCM-

P3!606 

両日本からインド・西太平洋に分布する。相模湾

では浮i旬、礁から記録があるが稀である（工藤，

1998）。本年は8月中旬より，城ケ島沿岸では多数

の流れ藻が漂着し，他の随伴魚とともに本種を採

集している。本個体もイシダイ若魚、と ともに漁獲

されており，流れ藻に伴って定置網に入網したと

思われる。

506. マルヒラアジ Callangoidescαe1 uleopinnαtus 

（図2-8)

1998年12月6日，佐島定置網， TL:124111111, YCM-

P31607 

南日本以南，イ ンド・西太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾からは初記録で，本種の北限となる。

本個体は，発見時すでに内臓を抜かれてしまって

いた。

507. ヒメシマガツオBramadussumieri （図2-9)

1999主三2月14日，毘沙門定置網，TL:274mm, YCM 

P3L608 

相模湾から世界の温暖海域に分布する。シマガツ

オ属魚類の査定には体各部の比率が用いられている

が，成長にともなって変化するため比較は困難で、あ

る。本個体は，鯉杷数が15でシマガツオより少なく，

側線鱗数が57でシマガツオより少なく，オナガシマ

ガツオやマルパラシマガツオより多いことで本種と

した。

508. フエダイ Lutjanusstellatus 

1998年10月20日，毘沙門定置網， TL:約600mm

南日本以南，南シナ海に分布する。相模湾では三

浦半島南西部（工藤・阿部， 1991），田の浦（東ほか，

1989）から幼魚、の記録があるが，成魚はきわめて稀。

残念ながら本個体は標本採集ができず，不鮮明な写

真しかない。

509. オオヒメ Pristipomoides戸lamentosus（図212) 

1999年9月23日，藤沢定置網， TL:・145mm,YCM 

P31609 

南日本以南，インド ・中部太平洋に分布する。相

模湾からは初記録。通常水深IOOm以深に生息すると

されるが，若魚は比較的浅い海域に生息するものと

考えられる。

510.ヒメタカサゴ Dipterygonotusbalteatus 

（図2-I I) 

1997年11月12日，三戸定置網，TL:67mm, YCM 

P316l0 

インド・西太平洋の温暖海域に広く分布するが，

Yoshinoetal. (1999）により本邦から初めて記録さ



れ和名が与えられた。体形，色彩などハチビキ類の

小型のものに似ているが，体側に明るいー縦帯があ

るので識別できる。相模湾初記録であり，本種の北

限を大l隔に更新した。1997年に採集していたが，そ

の当時日本からの報告がなく，査定に時間がかかっ

たため今回収録した。

511 ニセタカサゴ Pterocaesiomarri （図2-10)

1999年9月26日，毘沙門定置網，TL:182111111, YCM-

P31611 

高知県以南，インド・西太平洋に分布する。タカ

サゴに似るが，体側12番目の縦帯がほぼ測線に沿っ

ていることで区別される。相模湾からは初記録であ

り，本種の北隈となる。

512. オオニベNibeajaponica（図2-13)

1999年8月8日， 藤沢定置網， TL:760111111, YCM-

P31623 

南日本以南，東シナ権，黄海に分布する。相模湾

からは初記録。市場関係者によると，最近，長井や

城ケ島でも、漁獲されたとのことである。

513. テングチョウチョウウオ Chaetodonselene 

（図214) 

1999年9月8日，毘沙門定置網TL:1051111η，YCM-

P31612 

相模湾以南，フィリピン，インドネシアに分布す

る。相模湾では海洋公園から幼魚、の記録があるが

（益田ほか， 1975）極めて稀で，成魚は初記録と思わ

れる。

514. オキゴンベ Cirrhitichthysαureus（図31) 

1999年9月8日，毘沙門定置網TL:64111111, YCM 

P31613 

相模湾以南，中国，インドに分布する。相模湾で

は西湘定置網（林 ・西山， 1980），熱海（瀬能ほか，

1998）から記録がある。沿岸の岩礁に生息するため

定置網に入網することは稀。

515. ヒラ二ザAcanthurusmata （図3-2)

1998年12月20日，毘沙門定置網，TL:84111111, YCM-

P31614 

南日本以南，イン卜、・西太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾からは初記録。本個体のほかにl個体

が，1週間後に同じ網で漁獲された。

516. カマスの一種Sphyraenasp. （因子3)

1999年8月8日，毘沙門定置網，TL:246111111, YCM-

P31615 

本種は鱗が大きくアカカマスに似ているが，体色

はやや暗く，腎鰭は無色で鱗がはげやすい。8月上

旬にアカカマスに混ざってかなり漁獲されたが，そ

の後確認していなし＼。未記載種と思われ現在研究中

である。
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517. コシナガ Thunnustonggol （図3-4)

1999年9月5日，三戸定置網，TL:545111111, YCM 

P31624 

南日本南，インド・西太平洋の外洋表層に分布す

る。相模湾からは初記録。クロマグロに似るが，胸

骨、蓄が長いことで区別できる。当日， 同じ大きさの個

体が3匹i魚、獲された。相模j寄付近では，8月上旬から
黒潮が沿岸に接近し，海面水温が27°Cを上回る状況

が続いていた。

518. ミナミメダイ Ariommabrevimanus （因子5)

1999年9月23日，諸磯定置網，TL:l 57111111, YCM-

P316l6 

四匡｜， 九州以南，ハワイ諸島，紅海に分布する。相

模湾からは初記録であり，本種の北限となる。 直進

傾向にあった黒潮が，9月20日ころより八丈島付近

で大きく蛇行し，それに伴い相模湾内に暖水が波及

したためと考えられる。

519. テンジクガレイ Pseudorhombusarsius （図3-6)

1999年7月18日，三崎港東日中央付近・水深20111.

束U正司，TL:210111111, YCM P3l617 

愛知県以南，インド・西太平洋の温暖海域に分布

する。ヒラメ，ガンゾウビラメ，マコガレイ， クロ

ウシノシタなどとともに神、獲された。同時に採集さ

れたガンゾウビラメに比べ，体がやや丸みを帯び，

体色は暗く小黒点が散在する。相模湾からは初記録

で，本種の北限となる。

520.ヘラガンゾウビラメ Pseudorhombusoculocirris 

（区13-7)

1984年9月25日，三崎沿岸刺網，TL:約200111111

高知県，大分県に分布する。有眼側に小黒点が

散在するほか，頭部背縁がくぼまないことで他の

ガンゾウビラメと区別できる。相模湾初記録で，木

種の北限となるが，標本はなく写真記録のみであ

る。

521 ホシダルマガレイ Bothusmyriaster （図3-8)

1987年，藤沢定置網，TL:l 15mm 

南日本以南のイン ド・西太平洋に分布する。体が

丸く， 無眼側に多くの暗色持がある。木個体は，以

前に採集していたが，コウベダルマガレイに混ざっ

ていた。相模湾からは初記録。

522. アラレフゲAmthroncaeruleopunctatus （図3-9)

1999年8月8日，毘沙門定置網，TL:630mm, YCM 

P31625 

銚子以南，インド ・西太平洋に分布する

(Matsuura, 1994）。通常熱帯海域のサンゴ礁に生息

し，銚子で採集された個体は黒潮に運ばれたものと

考えられる（Matsuura,1994）。 相模湾からは初記録

で，本個体も黒潮の影響を受けているものと思われ

る。



補足

008.ハナザメ Carcharhinusbrebipinna （因子15)

1999年7月8日， 藤沢定置網，TL:2700mm 

本種は以前に報告したが（1_L1田，1990）， 標本も写

真も得られていなかった。本個体は雌で腹部が膨満

していたが， 妊娠のためか餌の飽食のためかは確認

できなかった。なお前回報告したものは三崎沖で釣

獲されたものである。

039. ゴテンアナゴつ Anagoαnago?（図 3-10)

1999年7月8日，藤沢定置網，TL:I 65mm, YCM-

P31619 

本個体は，レプトケパルスであるが体がやや厚み

があり，変態直前と思われる。頭部が丸い，大きな

歯がない，体が大きいなどからゴテンアナゴのレプ

トケパルスと思われる（沖山， 1988）。

053.スナエソ Synodususcu~ （因子lI) 

1999年9月12日，毘沙門定置網， TL:223mm, YCM-

P31620 

本種は以前に報告したが（山田， 1990），不鮮明な

写真しか得られていなかったので標本をもとに補足

した。本種の相模湾での分布記録はこれまでのとこ

ろ毘沙門だけである。

410. アカヒメジ Mulloidichthysvanicolensis 

（図3-12)

1998年12月8日，毘沙門定置網， TL:165mm, YCM-

P31618 

本種は以前に報告したが（1_L1田・工藤，1993），標

本も写真も得られていなかったので標本をもとに補

足した。本種の相模湾で、の分布記録は三崎に水揚げ

されたものだけである。

493. ミゾレチョウチョウウオ Chaetodonkleinii 

（図3-13)

1999年9月8日，毘沙門定置網，TL:44mm, YCM-

P31621 

山田・工藤 （1999）がミゾレチョウチョウウオとし

て報告した個体は，本種の特徴的な体色がまだ現れ

ていないものだ、ったが，今回採集されたものは体色

が明らかであるので記録した。

497. ウマヅラハギ属の一種 Thamnaconussp. 

（図314) 

1999年7月8日， 三浦市海外（かいと）沖，水深

20m, 束lj忠臣J,TL:約 l60mm, NSMT-P58582 

本個体は，体形などがウマヅラハギに極めて類似

するが，生時体側に暗色の斑紋があり，眼から前方

に青い線があり，尾鰭に暗色帯があることで区別で

きる。 しかし，体側の斑紋は死後急速に失われるた

め，定置網などで大漁のウマヅラハギが漁獲された

場合，識別は困難と恩われる。本個体は，体側の斑

紋から昨年採集されたウマヅラハギ属の未記載種
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（山田 ・工藤，1999）と同種と思われる。

おわりに

木報告を作成するに当たり ，標本登録の便をは

かつてくださ り，種々 ご教示いただいた横須賀市自

然陣物館の林公義氏，神奈川県立生命の星・地球博

物館の瀬能宏陣士3国立科学博物館の松浦啓一｜専士，

花11崎勝司氏，資料収集にご協力いただいた丸夕丸，共

栄丸，丸共丸，諸磯丸，丸吉丸， 青木丸，三崎沿岸

漁業協同組合ほかの方々に深く感謝する。
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森戸Jll （三浦半島）で採集されたヤマメと自然分布の可能性

斎藤和久・林 公義

Kazuhisa Saitou and Masayoshi Hayashi: 

Possibility on Distribution of Oncorhynchus masou masou (Breyoort) 

Collected from Mori to River, Miura Peninsula 

はじめに

著者らは，森戸川におけるヨシノボリ類の生態調

査を行っているが，今回，調査時に森戸川の上流域

でオイカワ と共にヤマメ （Oncorhynchusmasou 

mαsou）が採集された。ヤマメは冷水性の淡水魚で，

サクラマスが陸封されたものである。その太平洋側

での自然分布は神奈川県以北に限られている（中

坊， 1993）。食用や遊漁用として養殖され，一部は本

来，ヤマメが生息、していない水域まで放流されてい

る（松原，1982）。そこで，今回採集された個体の由

来や森戸川での自然分布の可能性について検討をし

たので報告する。

採集場所の概要及び採集方法

森戸川は3二子山（標高208m）及びその周辺の山々

に源を発し， 三浦半島の森戸海岸（相模湾）に注ぐ，

森戸川

1k町、

図1森戸川の位置と採集場所....印は， 1987年5月18

日の撮影場所を示す
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?Tit程8.25kmの小河川である（斎藤，1995）。採集場

所は，河口から約6km上流で（図1)，標高は約40111

であった。川幅5～！Om，流れl幅0.5～I.Sm，水深

0.2 （早瀬）～0.6（淵） rn，両岸は自然形態のまま

で，周辺は河Ill半林に覆われていた（図2）。採集場所

の河床は岩盤と牒で構成され，所々に流木や転石が

見られた（図3）。可児（1944）の河川形態区分では，

Aa-Bb型の上流一中流移行型であった。

採集はタモ網（目合い約3rnm）で行い，採集さ

れた個体は横須賀市自然博物館魚類資料（YCM

P35770）として登録，保管した。個体の外部計担IJ_

図2 採集場所周辺の状況ー

図3 採集場所．



図4 採集されたヤマメ YCM-P35770.

は，10%ホノレマリン液で固定したものを，デジタノレ

ノギスを用いて行った。また，種の同定，学名，測

定方法はに｜二I坊（l 993）に従った。

採集日は1999年6月21日で，当日の気象状況は曇

り一時晴れ，気温20.8°C，水温17.6°C，相対照度 I.I 

～1 1%であった。

結果および考察

採集されたヤマメの外部測定値は以下の通りで

あった。

YCM-P35770, J個体，全長99.41111羽， 体長85.8111111,

頭長22.7nun，体高22.2mm，尾柄高9.0rnm，眼径5.9mrn,

葉山町下沢 （森戸）I[), 1999年6月21日，タモ網，斎

藤和久採集（図4）。

採集個体の由来

神奈川県内におけるヤマメの分布域は，相模川，

金白川， 酒匂川，早川，相模湖， 丹沢湖，芦ノ湖等

が知られており，主に相模川以西の中流から上流の

河川と湖沼に分布しているのが特徴である（斎藤，

1984）。なお，浜口（1995）によれば，県内のヤマメ

は減少種Gに位置づけられている。森戸川の魚類に

ついては，これまで林（1973），斎藤 （1984）， 鈴木

(1987），萩原・斎藤 （1999）の報告がある。このうち，

鈴木（1987）は森戸川上流の魚類として，アフ、、ラハ

ヤ，ギンブナ及びヨシノボリの3種類を報告してい

るがヤマメの記録はない。森戸川周辺の横須賀市，

鎌倉市，逗子市等の河川においてもヤマメの記録は

見られず（林， 1973，林， 1994；斎藤， 1984；相模

湾海洋生物研究会，1995，勝呂ほか，1998），森戸川
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を含めた三浦半島河川で、のヤマメの自然分布はない

ものと考えられる。

著者の一人の林は，1987年5月18日に森戸川の中

流で、ヤマメ l個体を確認し，同時に写真撮影がなさ

れた（図5）。この時のヤマメの分布経路は不明であ

るが，釣人等の情報から放流によるものと推測され

た。その後も釣人等の情報では，森戸川のヤマメは

定住しているという（林， 1989）。

森戸川における種々の淡水魚の放流に関して，林

道通行人等からの様々な情報によれば，釣人の放流

によるもの（ニジマス，イヲナ，ウグイ等） 以外に

鳥類（カワセミ）の餌として淡水魚（種は不明）を

放流しているという話も収集できたが，今回採集さ

れたヤマメは，釣りを目的とした放流であると思わ

れる。

以上のことから，今回採集されたヤマメは，過去

の生息分布記録がないことや釣人等の情報などから，

図5森戸川｜において， 1987年5月 18日に撮影された
ヤマメ．



放流されたものと考えざるを得ない。な

お，森戸J11から採集されたヤマメの個体

は，今回の標本が初めてである。

森戸川でのヤマメ生息の可能性

30 

25 

。20
0 

魚類の生息分布を制限するものは，水 仲H15 

温，河川形態等の非生物的なものと種間 函 10
競争や個体の優劣関係等の生物的なもの ’、
がある（J11那部， 1985；前Jll,1999）。ヤマ 5 

メの生息環境は，阿川形態で、はAaからAa-
0 

Bb移行型，淵と早瀬あるいは落ち込みが

交互に連なるところである（真山 ・木村，
4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

（月）
1989）。今回の採集場所の河川形態も規模

は小さいながらもほぼ同様な形態である。

冷水性のサケ科魚類の生息を制限するも

図6 森戸川の水温及び気温の経月変化 測定は採集場所で， 1995£j三及

び1997年の2ヵ年度の平均値

ののうち，最も基本的な要因は水温で、あるといわれて

いる（前川｜ほか， 1999）。そこで，森戸川の実測水温

からヤマメの生息の可能性について検討した。

著者らが採集場所で測定した1995年及び1997年の

2ヵ年度の水温，気温の月別平均値を図6に示した。

水温はl～2月のS°Cを最低として上昇をはじめ，8

月の約24°Cをピークに下降する。気温も同様な傾向

を示し，水温とは春期から夏期にかけてその差が大

きくなる。8月でも気温は28°Cで， 30°Cを超えるこ

とはない。これは相対照度が0.7～25% (1995年及

び1997年2ヵ年度の実測値による）と低いことから

もうかがえる。

ヤマメの生息場所の水温は，年聞を通して20°Cを

超えることが少ない場所といわれている（本荘・原，

1973）。また，ヤマメの高水温への耐性について大木

( 1999）がl才魚で、行った実験によれば，水温が23°C

以上では5日以内に死亡し， 22°Cでは2週間異常は

見られなかったので，生息環境での水温限界は最高

でも 22℃までと報告している。今回の採集場所は

7～9月に水温が20°Cを超え， 最高で約24°Cfこ達し

ていることから，水温に関しては適した生息環境で

はないと思われるので，ヤマメの生息の可能性は低

いものと考えられる。

今回は少ない水温データで検討せざるを得なかっ

たが，厳密に，水温からヤマメ生息の可能性を検討

するには， 産卵や仔魚・稚魚期など生活史の中で，適

1J'(r毘や致死水温はそれぞれ異なるので（本荘・原，

1973），その場所での水温が致死水温まで上昇する時

があるのか等，詳細な水温変動を明らかにする必要

がある。そのためには水温の連続測定を行い，その

結果などから生息の可能性について判断する必要が

あると考えられる。
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まとめ

1999年6月21日に三浦半島の森戸川上流で，ヤマ

メl尾を採集した。このヤマメの分布由来の推測及

び森戸川で、の生息の可能性について論議した。

今回採集されたヤマメは，文献に記録が見られな

いことや釣人等の情報から，放流されたものと考え

られた。生息の可能性は，採集場所の最高水温が高

いことから，ヤマメの生息場所としては適していな

いと思われ，生息の可能性は低いものと考えられる。

おわりに

今回採集されたヤマメは，釣り目的のために放流

したものと推測されたが，釣り以外にも鳥類の餌と

して魚類を放流するという情報が得られた。釣り目

的以外による淡水魚の放流が事実なら，かつて森戸

Jilから分布記録のなかったオイカワの生息も，この

釣り目的以外の放流による可能性がある。魚類の無

秩序な放流については，ここでは論議しなかった

が，本来分布していない魚類を放流することは，生

態系に対し様々な影響を与えることが危↑具されるの

で，慎むべきであると考えている。
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伊豆半島西浦河内川の河口域で発見された

カマキリ（アユカケ）の卵塊

荒尾一樹

Kazuki Arao: Egg Mass of Cottus kazika (Scorpaeniforrnes: Cottidae) Found 

in the Nishimakouchi Estuary, Izu Peninsula 

はじめに

カジカ科Cottida巴に属するカマキリ （アユカケ）

Cottus kazikaは，全長約20cmに達する日本固有の

降河回遊魚である。太平洋側は神奈川県，日本海側

は秋田県以南の本州，四国，九州に分布し，本州、｜の

日本海側に多し、（後藤， 1989）。幼魚は4月下旬から

6月上旬ごろに河川を遡上し（名越ほか， 1962），河

川中流域の石磯底を中心に生息する。成魚は｜晩秋か

ら初冬にかけて産卵のために河川を降河し，河口付

近で石の裏などに産卵する（杉本，l995）。しかし天

然での産卵生態はほとんど知られていなかった。近

年になり，長良川河口周辺の海域（建設省河川局 ・

水資源開発公団，1992）と江の川河口周辺の海域

(Takeshita et al., 1999），静岡県清水市三保地先（荒

尾・ 野口，2000）で卵塊が発見され， 産卵生態が次

第に明らかにされてきた。今回，伊豆半島西浦河内

川の河口域でカマキリの卵塊が発見されたので， 追

加記録としてここに報告する。

調査地の概要

静岡県沼津市を流れる西浦河内川は，西浦小f可内

川を併合し，ほぼ北流して内浦湾へ流出する延長

2.6krnの2級河川である（図1）。河口付近の河川形態

図2 カマキソの卵塊の確認地点.A 満潮時，B 干潮H寺．
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はBbBe移行型か，Be型で、ある。底質は約3cmの小

石と砂により形成されていおり，所々に30～SOcmの

転石がある。両岸はコンクリー 卜護岸されており，河

口の）I ［幅は約SOmで、ある。潮の引いている時は平瀬的

な流れが川の中央部を流れ，両岸は干出する（図2）。

139。E

35° N 

伊豆半島

相模湾

図1 カマキリの卵塊の調査地点図



カマキリの卵塊の確認場所の状況表1

雄親

1998年12月28日

1998年12月30日
1999年 1月17日

1999年 1月31日

1999年 2月15日

1999年 2月28日

。

×

O
×
×

×

卵塊

0
0
×
×
×

×
 

潮汐周期

干潮

満潮

干潮

干潮

干潮

干潮

塩分（ppt)

f
i
戸

L
U

－－
t
i
噌

i

円
台
U

水温（℃）

9.1 

16.0 

9.4 
10.0 

10.3 

8.2 

年月日

Bathygobius fuscus, ヒナハゼRedigobiusbikolanus, 

ゴクラクハゼRinogobiusgiurinusなどの魚類が観察

された。

確認された卵塊の状況

カマキリの卵塊は伏せた状態で捨てられたシャベノレ

の裏側に，2つ産着されていた （図3）。シャベルの大

きさは長径26cm，短径23cmであり，かなり古く錆び

ており，先端が破損していた。卵塊の大きさはそれぞ

れ長径73mm，短径54mmと，長径68mm，短径53mmで、

あった。2つの卵塊の卵内発生状態はほぼ同じで， 発

眼しており附化直前と思われた。 3回目の調査の1999

年1月17日以降には卵塊は確認されなかった（表1）。

調査方法

調査は1998年12月28日～l999年2月28日に合計

6＠行った （表1）。調査場所は河口から上流約 lOOm

までの区間とした。卵塊の確認は転石を起こして

行った。親魚の採集にはタモ網（4mm目） を使用し

た。確認された卵塊は，大きさ（長径，短径）をノ

ギスで測定し写真撮影後，元の場所に放置した。採

集された親魚は，全長，体長をノギスで測定した後，

元の場所に放流した。

確認された親魚の状況

カマキジの卵塊を保護している雄親は，シャベル

の裏側で卵塊に寄り添うように静止していた。 口 ~1二l

に赤色の婚姻色が現れており，全長は195mm，体長

は165mmで、あった。雄親は2回目の調査の1998年12

月30日には確認されなかったが，3回目の調査の1999

年1月17日に再び確認された。その後の調査には確

認されなかった（表 I）。

生土
中口

卵塊の確認場所の状況

カマキリの卵塊と，それを保護している雄親は伊

豆半島西浦河内川の河口域で1998年12月28日に発

見された。 Y I~塊の確認場所の状況を表 l に示した。水

温は8.2～16.0℃の範囲で変動した。 7f<.tliitは，潮の満

ちている時は海水が入り込み高く，潮の引いている

時は低かった。塩分は l～35pptの範囲で変動した。

塩分は，潮の満ちている時はほぼ海水と同じで，j朝

のヲ｜し、ている時はほぼ淡水と同じであった。木調査

地ではカマキリの他に，ダイナンギンポDictyosoma

ミミズハゼLuciogobiusgutta/us，クモハゼ

果

burgeri, 

シャベルに産着された卵塊， B 発眼している卵塊．
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カマキリの卵塊.A図3



考 察

卵塊とそれを保護している雄親が確認された長良

川河口周辺の海域の塩分は 16～l8ppt，水深は2～

3.Sm （建設省河川｜局・水資源開発公匠J,1992）， 江の

川河口周辺の海域の塩分は35ppt，水深はl2～2.0m, 

水温は ll.3oCである（Tak巴shitaetal.,1999）。同報

告ともに河口域では卵塊は確認されておらず，その

周辺の海域の塩分も高く，安定した環境下で卵塊が

確認されている。またカマキリの府：化は，水槽飼育

実験により塩分がlOppt以上で、好結果が得られると

報告されている（Takeshitaet al., 1999）。しかし，

今回は河口域の塩分が l～35ppt，水温も8ユ～ 16.0
ocと，ともに大きく変動し，水深も干潮時には約
lOcmになる環境下で，91、l塊は発眼しており併化直

前まで成長していた。このような厳しい環境下で卵

塊が産出された理由は不明であるが，カマキリの卵

塊は環境変化に対する強し、順応力をあるいは持つの

かもしれない。また，これまでの卵塊発見例では，

全ての卵塊が雄親に保護されていたが（建設省河川

局・水資源開発公団，l992; Takeshita et al., 1999), 

今回は卵保護の雄親が確認されなかったことがあっ

た。調査H寺に与えた人為的な影響が原因で

げた可能性もあると考えられた。今後も産卵生態の

調査を続けて行きたいと考えている。

おわりに

カマキリは近年各地で減少しており（後藤， 1989)'

日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料で、は減

少種と判断されている（杉本， 1995）。神奈川県でも

カマキジ の生息可能な水域はかなり限定されており

（勝呂， 1996）＇神奈川県レッ ドデータ生物調査報告

書では絶滅危慎種と判断されている（浜口， 1995）。

今回調査を行った静岡県でもその資源量は減少して

いる（荒尾， 1998）。カマキリが減少した原因として，

階段式；魚道やごく低い堰でも遡上を阻害されるため

に，生息域が狭められたり（後藤， 1989），河口域の

水質汚濁が3産卵および仔稚魚に悪影響を与えてい

る可能性があると指摘されている（高木 ・谷口，

1992）。近年の堰堤の設置や河川改修工事，水の汚染

などによる自然荒廃は著しく（荒尾， 1998），今後さ

らに生息状況は悪化するであろう。カマキリの減少

を防ぐには，まず産卵生態についての詳しい調査 ・

研究を行う必要がある。神奈川県では 1990年以降，

酒匂川 （勝呂， 1996）と相模）I J （勝目ほか，1998）か

らカマキリの生息、が確認されている。これらの河口

周辺の転石帯を精査すれば卵塊が発見されるかもし

れない。このような調査が神奈川県の個体群を守る

上で役立つと考えている。次に，産卵が行なわれる

河口域およびその周辺海域の環境を早急に見直す必
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要がある。カマキリは浮いた状態の転石の裏側に産

卵するため，河川の改修工事によりii転石が土砂で、

埋ったり，川床を平坦にすることで産卵に適した転

石がなくなる危険性がある。河川の改修工事が必要

な場合にはこれらを考慮、に入れて行うべきである。
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相模湾より採集されたエポシガイ類

池田等・倉持車司・渡辺政美

Hiroshi Ikeda, Takashi Kuramochi and Masami Watanabe: 

Lepadomorpha (Crustacea: Cirripedia) Collected from Sagami Bay, 

Coast of Miura Peninsula, Central Japan 

はじめに

エボシガイ類は，古くは軟体動物の一群に含ま

れていたが3 卵発生後，甲殻類に共通する特徴的な

浮遊性幼生期（ノープジウス ・キプリウス幼生）を

経て， 筋肉からなる柄部で海中の付着基質に固着

する生活史をもつことが 19世紀前半になって明か

らになり，甲殻類に含まれるようになった動物群

である。エボシガイ類を含む蔓脚類完胸目は，エボ

シガイ亜目，プラキレパド、モルファ亜目，ハナカゴ

亜日，フジツボ亜目の4亜日からなり，汽水域～超

深海帯までの海洋に広く分布する。また，エボシガ

イ類の一部の種は，海洋上の漂流物を選択的に付

着基質とすることにより海流による分布拡散が促

され， コスモポリタンな分布域をもっ種が多し、。

相模湾沿岸域は，暖寒両海流の影響下にあるこ

とから，同海域を起源とする混雑した生物相を示

す海域である。相模湾の生物相の調査は，昭和天皇

を始めこれまでに多くの研究者によって行われて

きたが（例えば酒井，1965などにエボシガイ類相

についてのみ，まとめた報告はなし、。筆者らは，

1963年から 1999年までの長期にわたり ，三浦半島

周辺海域を中心とした相模湾のエボシガイ類の分

布調査を行い，採集された試料をもとに「1：目模湾エ

ボシガイ類目録」を作成した。

本報告にあたり ，多くの試料を提供していただ

いた三浦半島周辺海域の漁業関係者に感謝申し上

げる。

調査方法

1963年4月から 1999年9月までの期間に， 三浦半

島沿岸域の相模湾（図 1）において漁業者が行った

底刺網， および打ち上げによる採集調査を行った。

採集された標本は，液浸および乾燥標本にし，葉

山しおさい博物館（HSM-Cr℃）および， 筆者らが保

管している。
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結果

本調査により，4科9属16種 l亜種が採集された

（うち2種は未記録であり不明種）。したがって， 1、目
模湾から弘（1937）が報告した種を含め6科 15属

35種2亜種が確認された。ただし， この記録は長期

間における採集結果であり，特に黒潮に起因して

いる浮遊生活種は， 通年，相模湾に出現しているも

のではなく ，周期的な出現が認められる というこ

とを記しておく。

弘（1937）は，日本列島沿岸域より得られたエ

ボシガイ類8科 16属62種3亜種を報告しており，

木調査の結果，相模湾の構成種は， 日本産の総種

数の約56%を占めていることが確認された。また，

このうち浮遊生活種は，相模湾産エボシガイ類の

総種数20%を占めていた。

考察

浮遊生活種で出現頻度の高いエボシガイLepas 

anatifera Linnaeus，カjレエボシLepαsαnserijerα

Linnaeusは，かつては海面を漂う材木や軽石などの

自然物への付着が目立ったが，高度経済成長期以

降，プラスチック系人工物への付着が顕著になっ

Si 
"iii 

図1三浦半島および周辺海域．



た（村岡， 1976）。

海岸での打ち上げによって採集されたエボシガ

イ， カノレエボシガイ，ノレリエボシLepaspectinαIα 

Spengl巴r，ウキエボシLepasfascicularis Ellis & 

Solader，スジエボシConchodermavirgatum virgatum 

(Spengler），コスジエボシConchodermavirgatum 

hunte1 i (Owen），クラゲエボシAlepaspa c ~fi ca 

Pilsbryのうち採集例の稀なノレリエボシ，ウキエボ

シ，スジエボシ，コスジエボシ，クラゲエポシの採

集時期は，黒潮系暖流・暖水が相模湾沿岸へ接近し

た時期とほぼ一致することから，これらの種の分

布の中心は，熱帯から亜熱帯海域にあり，分布拡散

に海流が強く影響しているものと考えられる。ま

た， J朝間帯の岩礁域に生息するカメノテ Capitulum

mitella (Linnaeus）が成熟するのに l～5年かかる

(Nakamura & Tanaka, 1995）のに対して，浮遊性

のエボシガイやカノレエボシガイは水温に比例して

15日～ 1ヶ月ほどで急速に成長 ・成熟することが報

告され （遊佐 ・阿部， 1996），浮遊性エボシガイ類

の急速な成長は， J朝間帯の岩礁に比べ不安定な生

息、基質への適応結果であろうと考えられる。

ミョウガガイScalpellumsteamsi Pilsbryは，陸棚

縁部付近の岩機底の転石のみならず，海底に沈ん

だ人工物 ・自然物問わず固形物体に無選択に付着

し，南下浦沖では，採集個体数が特に多かった。本

種は， ミョウガガイ類中の最大種であり（武田，

1982），採集個体中，頭状音I）の長さが65mrn以上に

達する個体も多くみられた。

ミミエボシConchodermaauritum (Linnaeus）は，

鯨類の体表に付着するオニフジツボ Coronula

diademα （Linna巴us）の上や，船底に付着する（弘，

1937，武田，1982）とされているが，本調査では，

海底80～IOOmに沈んで、いた漁網および，ワイヤー

に付着した個体が刺網によって得られている。こ

れらのことから本種は， 浮遊生活だけでなく ，底棲

生活を行っている可能性も考えられるが，同時に

海底に落ち込んだものが二次的に海底の基質に付

着したものとも推測される。
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相模湾産エボシガイ類目録

凡例

①分類体系は， Newmanet al. ( 1969），学名は，弘（1937）に従い，その後の研究結果による学名などの

若干の変更を行った。

②HSM Crcと示している標本は，葉山しおさい博物館甲殻類資料9として保管されており，それ以外は筆者

らが保管している。

③学名の右肩に＊が示されている種は，弘（1937）以後相模湾からの採集記録のない種を示す。

エボシガイ目 OrderThoracica 

ミョウガガイ科 SeaI pe 11 i dae 

l.ミョウガガイ Scalpellumstearnsi Pilsbry 

採集地 南下浦沖水深80～ IOOm.1996-I. 

HSM Crc 0001 

2.ベニミョワガScalpellumrubrum Ho巴じ

3.ベニミョウガモドキ
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Scalpellum uniarticulαtum Nilsson-Cantell * 

4ヤスリミョウガScalpellwnformosumHoek* 

5ウロコミョ ウガ

Scalpellum condensum Nilsson-Cant巴II＊、

6ハナミョウガ Cαlanticaeos (Pilsbry) 

採集地 ．南下浦沖水深80～100111.1994 X. 

7.サガミハナミョウガ Calanticakurugeri Hirn * 



模式産地 ：相模湾沖の瀬

8.トゲハナミョウガ Calanticascorpio (Aurivillius) 

採集地 ：南下浦沖水深80～ 1OOm. 1994 V. 

9.ヒメミョウガ Smiliumasutm (Hoek) 

採集地 ：長井沖水深 JOO～ 150m.1998 X. 

10.カメノテ Capitulummitella (Linnaeus) 

採集地 ．芝｜｜府海岸．岩礁帯.1990-Vll. 

HSM-Crc-0002 

備考 ：三浦半島沿岸域の岩礁帯より多産する

／＼ダカエボシ科 Heteralepadidae

11.ハダカエボシHeteralep山 japonica(Aurivillus) 

12.ムラサキハダカエボシ

Heteralpas quadratα（Aurivillus) 

採集地 ：長井沖判明間帯下部～lOm.1990-VI.ショ

ウジンガニPlagusiadentipes d巴Haanに外部付着

13.エナガハダカエボシ

Paralepas pedunculata (Ho巴k)* 
14.クマサカハダカエボシ

Paralepαs xenohoras (Annandal巴）＊

15.イボハダカェボシ

Paralepαs tuberosa Nillsson-Cantell '!' 

トサカエボシ科 Koleolepadidae

16.トサカエボシ Koleolepasavis (Hiro) * 
模式産地 相模湾三崎

エボシガイ科 Lepadidae

17.エボシガイ Lepas仰 at件mLinn巴us

採集地 ：一色海岸打ち上げ採集.1990 III. 

HSM-Crcー0003

備考・打ち上げ採集で多く得られる

18.シラクピエボシ Lepashilli (L巴ac耐え

19.カノレエボシガイ LepasanserげeraLinna巴us

採集地 目長浜海岸 .1996 VI. HSM-Crc-0004 

長浜海岸.1996-VIII. HSM-Crc 0005 

一色海岸 .1990 VI. HSM-Crc-0006 

備考・打ち上げ採集で多く得られる

20. JレリエボシLepαspecti附 fαSpengler

採集地 ：畏浜海岸 1980-IX.
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21ウキエボシ Lepasfascicularis Ellis & Solader 

採集地 ．長浜海岸 1996-V.HSM-Crc-0007 

22.ミミエボシ Conchodermaauritum (Linnaeus) 

採集地：南下浦沖水深 JOO～ l50m. 1996-V. 

23a.スジエボシ

Conchoderma virgatum virgatum (Spengler) 

採集地 ：荒｜晴海岸打ち上げ採集.1997 VI. 

23b.コスジェボシ

Conchoderma virgatum hunte1 i (Ow巴n)

採集地：長浜海岸 l999IX. HSM Crc 0008 

24.クラゲエボシAlepaspacifica Pilsbry 

力イエボシ科 Malacolepadidae

25.カイエボシMαlacolepαSconchicola Hiro * 

トゲエボシ科 Oxynaspidae

26.カクトゲエボシ Oxynaspispacザ!caHiro * 

ヒメエボシ科 Poecilasmatidae 

27.ヒメ エボシ

Tri las mis (Poecilasms) kaempfe1 i Darwin ''' 

28.マルヒメエボシ

Trilasmis (Poecilasms) obliqua (Hark）ホ

29.クルミエボシ Trilasmis(Temnaspis) 

αmyadalum (Aurivillus）レ

30.クサズリウニエボシ

Megalasma (Megalasma) striatum Hoek * 
31.タテエボシ

Megalasma (Glyptelasma) carinatum (Hoek）点

32.ウスエボシ Octolasmisorthogonia (Darwin) * 
33a.オオウスエボシ

Octolasmis weberi weberi (Hoek）ホ

33b.ヤナギウスエボシ

Octolasmis weberi pennatulae Hiroド

34.カニエラエボシ Octolasmislowei (Darwin) * 
35.エラエボシ Octolasmisaymonini 

(L巴ssonaet Tapparone-Canefri）’i’ 



図2 l ミョウガガイ Scalpellumstearnsi Pi lsbry；横須賀市南下浦沖水深80m.1995-Il HSM-Crc 0012.〔殻

長33.6mm〕，2 ハナミ ョウガ Calanticaeos (Pilsbry）；，横須賀市南下浦沖水深80～ IOOm.1994-X. ［殻長

2 L.6mrn〕＇ 3 : トゲハナミョウガ Calanticascorpio (Aurivillius）；横須賀市南下浦沖水深80～JOOm.1994 

V. ［殻長 16.lmm〕，4：カメノテ Capitulummite/la (Linnaeus）；葉山町芝崎海岸 岩礁潮間帯 1990VII. 

HSM Crc 0002. 〔殻長18.7rnm],S ヒメエボシT1ilasmis (Poecilasms) kaempferi Darwin，葉山沖水深 100

～150m. 1970 X. HSM-Crc-0018〔殻長l1.5mm〕， 6. ヴキエボシLepasfascicularis Ellis & So lad巴r；横須賀

市長浜海岸 l996-V. HSM-Crc-0007. 〔殻長 17.2mm〕，7 コスジエボシ Conchodermavirgatum hunteri 

(Owen）；横須賀市長浜海岸 1999IX. HSM-Crc-0008.〔殻長17.0mm〕，8 スジエボシ Conchodermανirgatum

virgatum (Sp巴ngler）；，横須賀市荒11碕海岸 1997VI. 〔殻長 13.Smm], 9：カ／レエボシガイLepasαnserifera 

Linneus；横須賀市長浜海岸 1996-Vl.HSM-Crc 0004.※アサガオガイJanthinajanthina (Linnaeus）に付着，

I O：エボシガイ Lepasanatifera Linna巴us，葉山町一色海岸 1990-III.HSM Crc-0003. 〔殻長 14.4mm〕，

II ：ミミエボシ Conchodermaauritum (Linnaeus）；横須賀市南下浦沖水深 100～150m.1996-V. ［殻長

36.lmrn〕，12 ムラサキハ夕、カエボシHeteralpasquadrata (Aurivillus）；， 横須賀市長井潮間帯下部～ lOm.

1994-V. HSM-Crc 0009. 〔殻長86.0mm〕※ショウジンガニPlagusiadentipes de Haanの腹面側脚部に付着．
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化石ウチムラサキガイの生息環境と殻の破壊状況

およびその意義について

佐藤武宏・松島義章

Takehiro Sato and Yoshiaki Matsushima: 

Habitat and Shell Breakage of Fossil Sαxidomus purpurata (Bivalvia: Veneridae) 

and Their Paleobiological Implications 

Summary: Fossil specimens of Saxidomus pu中uratα（Bivalvia:Venerida巴） collect巴dfrom Holoc巴nemarine 

deposits at Yokosuka and Tateyama, Central Japan were analyzed to investigate shell br百tkageand effectiveness 

of boring. They were divided into four test groups by locality and habitat. A valve was partitioned into five 

sections; anterior, dorsal, center, ventral and posterior section. The positions and the number of shell breakages 

are counted and the frequencies of breakages are compared among 1) five shell sections, and 2) four test groups. 

As the result of the observation it is suaaested that most of th巴shellbreakaσes sianificantlv occurred in ventral ’ bb  b b J 

and posterior sections. In contrast, no significant difference is determined among the test groups. It is concluded 

that bor・inginto bas巴rockis little effective against physical agents and/or predations if the clam bores not more 

than its shell length. 

はじめに

ウチムラサキガイ (Saxid01ηus purpuratα）は，北

海道南部以南の日本各地と韓国～中国沿岸にかけ

て広く分布する，マルスダレガイ科の大型二枚貝

である (Higo et al., 1999；黒田ほか， 1971）。殻は

厚くふくらみ，丸みを帯びた四辺形から卵型に近

い亜楕円形をしており その内面が成長とともに

濃紫色を呈することで他と区別される。本種は主

として，潮間帯から潮下帯にかけての砂磯底に生

息しているが，海底の基盤岩に穿孔する生態も知

られている （大里 ・池田， 1979）。神奈川県内でも

東京湾，相模湾共に分布が確認されており，猿島

（大里 ・池田， 1979）， 笠島 （黒田ほか，1971）＇葉

山～逗子（福岡，1996；池田ほか， 1996；竹山，

1997），江ノ島（植田ほか， 1998）など，三浦半島

の両岸を中心に，岩礁域からその周辺の砂磯質の

底質に生息している例が多く報告されている。

本県における沖積層からのウチムラサキガイの産

出記録も，横浜市中区［ca.1,560 ± 90 yr. B. P.] （山

口・松島，1985），横浜市金沢区［3,840±110～2,950 

± 160 yr. B. P.] （松島・川口， 1991），横須賀市夏

島町（松島，1988），横須賀市長沢［6,660± 140～ 

5,060 ± 120 yr. B. P.J （松島， 1976），藤沢市［6,680
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士 160～5,110± 140 yr. B. P.] （松島，1984）など

（年代はし、ずれも 14c年代測定法による）， 三浦半島

の両岸から報告されており 3 その分布域と，現在の

分布域とのあいだにめだ、った変化は認められない。

生息環境に関 しでも，横須賀市夏島町 （松島，

1988）＇藤沢市（松島 ，1984）などにおいて，砂磯

中に浅く潜入するものと，砂機底の基盤をなす砂

岩・泥岩に穿孔して生息するものとが同所的に産出

することが報告されている。このように異なる底質

にウチムラサキガイが生息する現象は，化石，現生

を問わず共通である。

さらに，同時代のより温暖な環境で堆積した，千

葉県館山市の沖積層中からもウチムラサキガイが

産出しており ，カキツパタガキやサンゴ類が構築

するいわゆるカキ礁中に散在するものと，その基

盤岩に穿孔して生息するものとが同所的に確認さ

れることが報告されている （松島 ・吉村， 1979）。

松島 ( 1988）は，横須賀市夏島町産の，異なる

底質に生息する化石ウチムラサキガイについて，

殻長，殻高，殻幅を計測し3 それぞれ比較をおこ

なった。その結果，砂機中に生息するウチムラサキ

ガイは，よりふくらみが弱く ，前後に長い卵型の殻

を持つのに対し，基盤岩に穿孔するウチムラサキ



ガイは，より強くふくらんで，前後に短い，むしろ

球形に近い殻を持つことが示された。この，生息環

境と形態との関係について，佐藤・松島（2000）は，

殻のさまざまな形態を計測し回帰分析と多変量

解析を用いて分析をおこない，殻の形態変異を明

らかにするとともに，その形態変異が生息環境に

起因する可能性が高いことを示している。 一方で，

殻内面の套線湾入長は，生息場所や生息環境によ

る変異が極端に小さく，ウチムラサキガイの潜入

限界深度は一定しているであろ うことを指摘して

いる （佐藤 ・松島， 2000）。

二枚貝にとって穿孔するとしづ生態には，物理作

用や捕食から身を守るといった意義があると考えら

れている（小j阜 1984; Kondo, 1987）。一方で，物

理作用や捕食の影響は，殻に破壊や捕食痕といった

かたちで記録される （佐藤， 1994）。つまり，殻の

破壊状況を詳しく調べることにより，二枚貝に対す

る外的影響の強さや，穿孔の有効性を推定すること

ができる。そこで，本報告では，砂磁底に浅く潜入

するタイプと，基盤岩に穿孔するタイプのウチムラ

サキガイが，共に現地性で、産出する横須賀市夏島町

から得られた試料と，比較のため，千葉県館山市西郷

の平久里川右岸から得られた試料を用いて，生息環

境と殻の破壊状況との関係について比較をおこなう。

材料と方法

材料として，横須賀市夏島町のなたぎり遺跡

(lat 35° 18’47”N, long 139° 38’27”E）の沖積層から

産出する化石ウチムラサキガイと，比較のため，千

葉県館山市西郷の平久里川右岸 (lat 35° 00’24"N, 

図 1

キガイ (Saxidomus purpurata) 横須賀市夏島町松

島擬影．

Fig. 1 Fossil Saxidomus purpurata showing in situ boring life 

mod巴andorientation. Natsushirna cho, Yokosuka, C巴ntral 

Japan. Photograph巴dby Y. Matsushima. 
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long 139° 53' 15”E）の沖積層から産出する化石ウチ

ムラサキガイ試料を使用した。横須賀の沖積層で

は，砂牒に浅く潜入するタイプと，砂牒層の基盤を

なす上総層群に穿孔するタイプのウチムラサキガイ

（図 L）が，館山の沖積層では，基盤の豊房層に穿孔

するタイプと，いわゆるカキ礁中に散在するタイプ

のウチムラサキガイが得られた。試料の多くは合弁

で産出し，現地性の生息姿勢を保っていた。それぞ

れの試料を産地と生息環境によって，横須賀一砂磯

底に浅く潜入（YS），横須賀 基盤岩に穿孔（YB),

館山 基盤岩に穿孔 (TB），館山一カキ礁に散在

(TO）にグルーフ。分けした。それぞれ 14c年代測定

法により，横須賀の試料が 4,400士 120yr. B. P. 

(GaK-13454）であり，館山の言式料が 7,330土 120yr. 

B. P. （松島 ・吉村， 1979）であることが求められて

いる。試料は筆者の一人松島によって＇ 1987年から

例年にかけて採集されたものであり，現在，神奈川

県立生命の星 ・地球博物館に保管されている（標本

番号 ：KPM叩NN0009276-NN0009454）。

水洗によって試料を洗い出し，堆積物を取り除

いた後，殻の破壊音［）位を観察した。破壊部位は，図

D 
1/4 

A c p 1/2 

v 1/4 

1/4 1/2 1/4 

図 2 ウチムラサキガイ (Saxidomus purpurata）の左

主主の音II位の定義前後方向の区分は殻長を基準に1/4,

3/4の場所で，成長線方向の区分は殻高を基準に 1/4,

3/4の場所でおこない，それぞれ以下のように定義し

た.AニJ!fi1縁部， D二背縁部， C＝中央部 ；V二腹

縁音fl;pニ後縁部右殻も同様に定義した

Fig 2. s巴ctionpartitions for l巴ftvalv巴ofSιridom.us purpurata. 
Vertical Jin巴sare at on巴foll!th and thre巴fourthsof the she I I 

length r巴spectiv巴ly.Ho1izontal lines ar巴atone fourth and 

thr巴efourths of th巴shellh巴ightresp巴ctiv巴ly.S巴ctionsar巴

de白nedas follows; A = ant巴1ior S巴ction;D = do1sal s巴ction,

C=c巴nt1als巴ction;V =ventral section; P =post巴1ior section. 

Sections a1巴designedfor right valv巴asth巴rniITorimage of 

th es巴
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図 3 ウチムラサキガイ (Saxidomus purpurata）殻体の

形態計測音llf立 L＝殻長 ，H＝殻高； B＝右殻の殻幅，

T=!l重縁部における殻厚； LL＝制帯長； SL＝套線湾

入長 ，AM＝前閉殻筋痕の最大ili1l1長，amェ青fj閉殻筋痕

の短1Uw長， PM二後閉殻筋痕の最大軸ー長， pm＝後閉殻

筋痕の短ilitll長 [L, H, BJ, [AM, am], [PM, pm] が

それぞれ直交するように測定をおこなった．

Fig. 3. Saxidornus purpurata sh巴IIdimensions: L = shell 

length; H =shell height; B =sh巴IIbreadth of right valve; T = 

shell margin thickn巴ss;LL= ligament length; SL= pallial 

sinus length; AM= major axis of anterior muscle; am= minor 

axis of anterior muscle; PM =major axis of post巴1ior muscle, 

pm= minor a氾sof posterior muscl巴.L, Hand Bai芭 Ill巴asurecl

perpendicularly to the oth巴rs.AM and am, PM and pm ar巴

measur巴dperpendicula1 ly each other 

2に示したように，前縁部 (A），背縁部 (D），中

央部（C），腹縁音I)(V），後縁部（P）に分類した。

それぞれ殻長と殻高を基準にし，前後方向に関して

は，前 1/4の領域を A，後 1/4の領域をPとした。中

央部 112の領域のうち，背縁イJllJI /4の領域を D, II隻

縁側 114の領域を Vとした。A, D, V, P，いずれ

の領域にも属さない， 中央 112×中央 1/2の領域を

Cとした。破壊部位の観察には3 目視による観察に

加えて，試料をディジタノレスチルカメラで撮影し，

Adobe Ulustrator V巴r.8.0 for Macintosh上で，試料画像

にメッ、ンュ画像を上乗せして確認した。NIHImage 

ver. 1.62 for Macintoshを用いてそれぞれの殻体部位

の平均面積比を測定し，実際の破壊の頻度と比較を

おこなった。 また，グノレーフ。聞で、破壊頻度に差異が

認められるかどうか検討をおこなった。

これに加えて， ウチムラサキガイの形態を解析す

るための基礎資料として，殻形態の計測をおこなっ

た。形態計測にはノギス （測定誤差 0.02111111）を使

用した。わずかではあるが，離弁で産出した個体があ

るため，測定には右殻のみを使用した。測定部位は，

殻長（L)，殻高（H），右殻の殻1J1市（B），靭帯長（LL),

套線湾入長 (SL)＇腹縁 部における殻厚（T），前閉

殻筋の最大軸（AM）とそれに直交する短軸 (a111), 

後閉殻筋痕の最大軸 (PM）とそれに直交する短軸

(p111）の 10形態であり （図3）， その計測値は付表に
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示した。10形態すべてのデータセッ トが測定できな

い試料に関しては，計測を行わなかった。この測定

値を用いた，クソレーフ。聞の形態変異の解析について

は佐藤 ・松島 (2000）に詳しく述べた。

結果

総試料点数 179点のうち，殻の破壊が確認され

たのは 55点で、あった。同一個体で，複数の破壊箇

所を持つ試料が認められたため，総破壊箇所は 108

箇所であった。 それぞれの試~qに関して，合弁か離

弁であるかの産出状況，形態計測値，破壊部位は付

表に示した。なお， 10形態すべてのデータセット

が測定できず計測を行わなかった試料は33点，測

定できた試料は＇ 146点であった。データセットが

測定できなかった試料と，殻の破壊が確認された

試料は，必ずしも一致しなし、。

各クγレーブ官IJに，破壊の石街君、された個体数と， 各殻

体音11位別の破壊状況を，表 lにまとめた。破壊の頻

度について，産地や生息環境による偏りが認められ

るかどうか検定をおこなったが，破壊の確認された

個体数，殻体部位別の破壊の件数，破壊の総件数とも

に有意な差は石面君、されなかった（表 I; chiトsquaretest; 

0.05くPく0.95）。一方で＼破壊の頻度が部位によって偏

りがあるかどうか確認した。それぞれの殻体部位の

平均的面積比を測定した結果， A=l9%,D=l3%, 

C=32 %, V = 16%, P=20 %で、あった（区14）ので，

破壊がこの面積比に比例して，どの部位においても

ランダムに発生していると仮定して検定をおこなっ

た。その結果，すべてのグルーフ。についても，クツレー

プを統合して検定を行った場合についても，有意な

差が検出され（表 l; chi卜squaretest; YS, TB, TO and 

to凶l Pく001, YB : O.otくPく0.05），破壊がランダムに

発生しているとする帰郷、仮説は YBに関しては 5%

水準で，それ以外は 1%水準で、棄却された。したがっ

て，表 lより，破壊は腹縁部から後縁部にかけて集

中的に発生していることが示された。

考察

検討をおこなった総試料 179点のうち，約 30% 

にあたる 55点に破壊が確認された。破壊の頻度に

ついて， クソレープによる偏りは見いだされなかっ

た。しかし，破壊の部位について検定をおこなった

結果，ランダムに破壊がおこっているとする仮説

は棄却され，殻の後縁部とJI隻縁部に破壊が集中し

ていることが明らかになった。

通常，化石の破壊の要因としては，運搬，堆積時

における，波浪の影響や同時に運搬される磯などと

の接触による物理的作用と，続成作用にともなう圧

密作用が考えられる。ところが，本報告で検討した



表 1.ウチムラサキガイ

の検定結果

Tab I e 1 Occunence of shell b陀水ageof S，似 idomuspu1purata compiled by r巴spectivetest grops and each sectio日

of shell. R巴suitsof chi-square test to evaluate the sameness of breakage frequ巴ncy創 Eshown in the tab！巴
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としても， 十脚類の甲殻類が巻貝を捕食する場合

や，タマガイ科の巻員が他の巻貝や二枚員を捕食す

る場合を除いては，破壊された殻からその捕食者を

特定することが困難だからである （佐藤， l994）。

中生代以降，二枚貝は堆積物中に潜入して生息

する種が増加し（Stanley, 1968），巻貝は物理的に

強固とされる種が増加していることが報告されて

いる (Vermeij, 1983）。また，Vermeijは，中生代

以降，魚類や甲殻類が急速に台頭し，それまでの比

較的捕食の影響の少ない環境から，弱肉強食の世

界へと変化したとする「中生代海洋変革（M巴sozoic

Marine Revolution) Jの提唱（V巴rmeij, 1977）以来

の一連の研究をまとめ，軟体動物の殻を破壊して

捕食する捕食者仁被食者である軟体動物とが，互

いに捕食戦略，対捕食戦略を高度化させていくと

いう進化様式を， 「エスカレーション（Escalation)J 

と定義した (Verm吋， 1987）。被食者である軟体

動物の対捕食戦略は，小津（1984）によってまと

められているが，その中には，生態的戦略として，

穿孔が挙げられている。

本報告で取り扱ったウチムラサキガイを用いた

形態変異の解析の結果では，産地や生息環境によ

らず，套線湾入長は安定し， ほとんど変異が見られ

ないことが確認されている （佐藤 ・松島，2000）。

一方，水管長と生息深度の聞には，密接な関係があ

り，水管長を反映する套線湾入長から，生時の生息

深度を復元することが可能である (Kondo, 1987; 

近藤， 1989）。 これらにより，本報告で取り扱った

ウチムラサキガイが，ほぼ等しい深さまで潜入で
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試料は，年代的に極めて新しい化石であること， ほ

とんど、が合弁で、産出し，自生的産状を示すことなど

から，破壊が上記の要因によって発生したとは考え

にくい。また，運搬や堆積にともなう破壊はむしろ

ランダムに発生していると考える方が自然である。

しかしながら，実際には破壊のほとんどは後縁部や

腹縁部に集中しており，これは，前縁部を下側に堆

積物に潜入したり，基盤岩に穿孔したりする生息姿

勢と密接な関係があり，破壊は生時，あるいは死後

ごくわずかのあいだに発生したと考えられる。

このような破壊が起こる原因としては，強し、潮流

によって突発的に運ばれる大型の礁の衝突や，他の

捕食性生物による殻の破壊が挙げられる。 しかし，

このような破壊が生じた原因を特定するのは大変難

しい。なぜならば，破壊の原因が捕食によるものだ

A 
(19 %) 

図 4 ウチムラサキガイ

音~位の平均面積比

Fig. 4. Mean ar巴aratio of partition巴dsections of Sa.xidomus 

purpurata sh巴ll.Each ratio is shown in paien出巴ses.

の殻体

p 
(20 %) 

(Sa.xido1ηus purpurata) 

v 
(16 %) 

D 
(13 %) 

c 
(32%) 



きる能力を持っていたと考えられる。したがって，

砂蝶に潜入する場合と，基盤岩に穿孔する場合の

どちらが破壊に対して防御効果があるかを検証す

ることがで、きる。

ここで，殻の破壊の観察の結果に再び注目する

と （表 1)，破壊部位には明らかな偏りが確認され

たにもかかわらず，クソレーフ。聞で、比較を行った場

合には，偏りは見いだされなかった。とれは，産地

や生息、環境の違いが破壊に対してほとんど影響を

与えていないことを示している。つまり，ウチムラ

サキガイの場合，硬い基盤岩に穿孔する，砂礁に浅

く潜入したり，カキ礁に散在するという生態の違

いは，破壊に対して中立ないしはまったく同程度

の効果しかないこと を示している。もっとも，ウチ

ムラサキガイの場合には，潜入深度は，自らの殻長

とほぼ同程度ないしやや浅い程度にすぎない （図

］）。これに対して，小津（1984）が岩石穿孔種と

して挙げたイシマテガイやニオガイは， 自らの殻

長以上に深く穿孔することが確認されている （雨

宮 ・大島，1933）。したがって，破壊に対して効力

を発揮するには少なくとも 自らの殻長以｜二深くに

穿孔する必要があるのかもしれない。

ウチムラサキガイが穿孔するメカニズムははっ

きりとはわかっていないが 同所的に産するカモ

メガイ，ニオガイモドキなどの巣穴を二次的に利

用している可能性が考えられる (cf.松島 ・吉村，

1979）。しかし，ウチムラサキガイはこれらの種と

比べてもはるかに大型であり ，そのことが破壊に

対して有効な深度まで潜入できない原因の一つに

なっているのかもしれない。いずれにしろ，仮に幼

貝時に他の穿孔性貝類の巣穴を利用し，それを

きっかけに穿孔する生態を持っとしても，その後

の穿孔と巣穴の拡大をともなう成長のメカニズム

を詳しく調査する必要がある。また，ウチムラサキ

ガイの殻構造や強度といった物理学的特性につい

て検討し，破壊が本当にランダムに発生している

かどうかについても確認する必要があると考えて

いる。また，他の穿孔性貝類の巣穴を二次的に利用

する，ウチムラサキガイ以外の種についても，同様

に穿孔深度，穿孔の様式，破壊の状況などを調べる

ことにより，穿孔という生態的戦II悔の意義と有効

性を検証することが可能になるだろう。

まとめ

神奈川県横須賀市夏島町なたぎり遺跡および千

葉県館山市西郷平久里川河床のそれぞれ沖積層か

ら採集されたウチムラサキガイ（Sαxidomiis 

purpurata）を産地と生息環境によって， 4つのグ
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ノレープにグループ分けし，殻の破壊状況と頻度に

ついて解析をおこなった。その結果，殻の破壊部位

に関しては，有意な偏りが見られ，破壊は殻の後縁

部と腹縁部に集中していることが明らかになった。

しかしながら，破壊部位や破壊頻度は，産地や生息

環境に関わらず安定していた。したがって，少なく

とも自らの殻長と同程度の深度にしか穿孔しない

場合，基盤岩に穿孔するといった生態的戦略は，殻

の破壊に対して目立った効果を与えるものではな

いということが示された。
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藤は木研究の一部に日本学術振興会科学研究費補助

金 （奨励（A），課題番号 ：11740288）を使用した。
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付表 化石ウチムラサキガイ (Saxidomus purpurata）の産地， 産状ごとの産出状況， 形態測定値，破壊部位.LR二

合弁で産出， L＝左殻のみ産出， Rニ右殻のみ産出．測定部位の凡例は図 3に，破壊部位の凡例は図 2による．

Appendix. Mod巴ofoccurrence, rneasur巴dshell variabl巴sandposition of sh巴IIbreakage of fossil Saxidomus purpurata. LR = 

articular巴dvalv巴s;L = d巴tachedleft valve; R =detached right valve. Variable abbr巴viationsfollow Fig. 3 and s巴ction

abbreviations follow Fig. 2. 

Locarity Habitat 

Yokosuka Sand and Gravel 

Yokosuka Boring 

T ateyama Bonng 

Sample No 

NN0009276 
NNOC09277 

NN0009278 
NN口009279
NN0009280 
NN0009281 

NNOOD9282 

NNOOD9283 
NN0009284 

NN0009285 
NN0009286 
NNO口09287
NND009288 

NNO口092自9
NN0009290 
NN0009291 
NNO口09292
NN0009293 

NNJ009294 
NN0009295 
NN0009296 
NNOOD9297 
NN0009298 

NN0009299 
NNOOD9300 
NN0009301 

NN0009302 
NN0009303 
NNOC09304 

NN0009305 
NN0009306 
NN0009307 
NNOD09308 
'NN0009309 

NN0009310 

NN0009311 

NN0009312 

NN0009313 
NN0009314 
NN0009315 
NN0009316 
NN日日09317

NN000931自
NNOD09319 
NN口009320
NN0009321 

NN0009322 
NN0009323 

NN0009324 
NN0009325 
NN0009326 
NN0009327 

NN0009328 
NN0009329 
NN0009330 

NN0009331 
NN0009332 
NNOO口9333
NN0009334 
NNO口09335
NN0009336 

NN0009337 
NNOC09338 
NN口009339
NN0009340 

NN0009341 
NN0009342 
NN0009343 

NN0009344 
NN0009345 

NN0009346 
NN0009347 
NN0009348 

NNO日09349

NN0009350 
NN0009351 
NN0009352 
NN0009353 
NN0009354 
NN0009355 
NN0009356 
NN0009357 

NN0009358 
NN0009359 

Valve 
L R 

L円
L円

L円
L R 
L R 
L R 

L R 
L円

L R 
L R 
L円
L円
L円
L R 

L円
L R 
L R 
L円

L R 

L R 

L 

円

R 

円

R 
円

L 

L 

L 

円

R 

R 

R 

L R 

L R 

L 

L R 

L R 
L R 

L円
L円
L円
L円

L R 
L R 

L R 

L R 

L円
L R 
L R 

L R 

L円
L円

L R 

L円

L R 

L R 

L円

L R 

L R 
L R 

L円
L円
L R 
L R 

L 

L 

R 

L R 

L R 

L R 

L R 

L R 

L円
L R 

L R 

L R 
L R 

L円
L円
L R 

L R 

L R 

L R 

H 日

108.0 79.2日 29.49

99.19 72.50 24.73 

93.26 72.60 23.34 
92.85 67.83 22.79 
89.12 65.94 21.98 
84.67 63.80 20.40 

84.92 66.91 22.19 

85.30 62.96 21.57 
83.16 62自0 22.16 

79.22 56.43 19.13 
84.75 60.8l 19.29 

80.14 56.96 18.72 
79.62 57.81 20.05 
79.26 58.53 21.4呂

78.04 55.69 20.07 

68.31 49.16 16.98 

63.36 44.61 13.38 

91.24 66.92 23自6
89.94 65.72 21.24 
83.46 60.86 20.07 

日3.72 63.09 20.38 
90.48 63.80 21.61 

79.61 57.97 18.11 

61.27 49.32 17.29 
62.53 49.40 17.23 
63.37 47.36 15.41 
62.54 47.58 15.75 

46.24 34.85 13.06 

85 .85 68.80 23.00 
82.15 64.40 22.00 
83.50 69.15 23.45 
74.95 65.65 21.95 
79.70 62.35 20.75 
79.50 57.10 19.50 
78.55 65.00 22.35 
71.30 55.55 19.00 
84.25 65.40 23.60 
75.90 65.75 21.90 
73.70 57.20 18.70 

69.05 55.80 16.85 
68.85 52.55 18.40 
67.15 53.55 17.25 
61.85 48.70 17.45 

62.75 49.95 18.30 
64.25 46.自5 16.35 
63.55 53.45 18.60 
58.50 48.30 16.10 
68.20 52.65 17.30 
59.00 47.00 17.20 

60.10 48.80 15.65 

52.95 42.20 14.35 
51.70 38.15 13.20 
40.55 33.65 13.30 
34.15 24.10 8.10 

74.45 59.25 22.45 

58.80 44.90 16.00 
59.55 46.45 16.25 

81.30 64.43 23.23 
77.08 66.11 23.52 
98.01 74.21 25.12 

80.63 69.34 24.32 

日日.41 70.15 25.28 
88.12 68.26 24.48 
86.66 72.92 25.53 
86.77 71.48 24.48 
83.71 70.66 24.0j 
87.22 69.05 23.83 
82.89 65.91 23.76 
86.26 72.01 26 .44 

86.20 69.05 25日2
83.31 67.92 25.80 
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Measured V剖ue
T LL SL AM am PM E旦

3.01 52.30 57.58 30.72 22.19 28.34 24.11 

2.41 44.89 52.33 26.52 19.32 25.91 21.77 
2.85 45.07 51.01 25.56 18.14 23.19 19.12 

2.70 43.46 48.85 25.85 17.70 24.83 18.55 
2.57 42.79 47.78 24.16 16.32 22.59 19.25 
2.80 39.05 46.94 23.61 14.32 21.53 19.20 

2.63 39.13 42.70 23.83 16.37 23.67 18.72 

1.88 36.55 49.14 23.58 17.01 22.40 18.75 
2.08 36.44 47.95 22.13 15.53 21.52 19.26 

2.29 32.15 40.78 20.日6 14.65 18.63 15.42 
2.38 34.27 46.40 22.34 17.40 21.78 16.87 
2.12 32.03 44.36 21.27 14.84 20.32 15.85 
2日6 32.13 46.42 21.20 14.98 19.39 17.49 
2.25 32.09 43.13 24.51 14.02 19.77 15.85 

1.86 31.05 40.92 20.44 15.20 20.37 17.51 

1.71 28.6自 38.82 17.32 11.35 16.86 13.24 

1.31 24.23 35.37 15.99 11.36 15.81 13.89 

2.54 41.45 47.13 26.00 18.49 24.59 21.19 
2.40 40.60 47.56 24.07 15.12 21.72 18.68 
2.19 34.34 44.25 23.38 14.38 21.53 15.65 

2.43 36.44 43自8 22.08 13.10 20.76 16.07 
2.68 40.04 50.81 23.02 18.11 23.57 21.74 

1.99 29.93 42.60 22.02 13.91 19.85 17.67 

2.52 27.65 29.60 1ι48 11.14 15.91 12.61 
1.73 28.57 34.29 1且58 13.2日 16.19 13.96 
1.6日 27.02 33.62 16.90 10.57 15.75 12.36 
1.48 25.90 34.83 16.73 12.38 15.33 12.96 
1.80 19.23 25.06 13.08 7.45 11.44 10.35 

2.10 43.30 43.95 25.10 16.60 23.70 19.45 
2.50 41.35 45.40 23.60 14.60 18.80 21.45 

2.00 44.60 44.90 26.35 19.20 25.20 23.25 
2.70 44.50 40.65 24自5 16.00 20.90 19.95 
1.90 40.45 42.45 23.50 17.00 22.70 20.85 
1.30 37口5 42.20 22.45 15.50 21.95 17.30 
1.65 38.90 43.35 24.80 15.90 22.80 19.25 
1.60 39.25 36.50 20.15 14.10 20.65 16.95 
1.90 45.30 43.45 23.75 16.00 23.20 18.95 
2.55 41.25 39.90 23.30 15.15 22.95 19.80 
1.85 35.65 40.40 20.30 13.70 17.60 14.85 

1.90 34.95 3且20 18.90 13.05 16.90 15.10 
1.50 34.75 37.40 18.80 12.65 19.15 16.25 
1.60 35.90 36.80 18.10 12.35 18.90 15.00 

1.40 27.70 34.30 19.90 11.85 17.80 12.90 
1.75 29.25 35.20 18.10 12.10 17.70 15.05 
1.70 28.45 36.75 17.75 12.10 17.30 14.75 
2.15 34.70 34.40 17.30 13.10 17.20 15.35 
1.65 31.30 30.75 16.65 11.30 15.25 13.65 
1.45 35.15 37.00 18.15 12.35 17.75 14.95 
1.70 29.75 31.65 16.80 12.05 16.95 14.45 

1.45 28.90 31.10 16.20 10.80 16.10 12.70 
1.60 26.50 29.25 15.40 9.65 14.30 11.60 
1.40 21.75 27β5 13.25 9.05 12.75 11.05 
1.35 21.90 19.15 11.30 6.70 11.10 日05
0.65 14.25 19.15 7.9旧 5.35 7.35 6.70 

2.85 39.65 38.20 21.55 13.10 20.40 18.55 

0.85 31.00 30.15 16.15 10.10 15.45 12.80 
1.65 28.75 31.45 17.05 10.85 15.30 13.05 

2.23 39.93 44.46 23.53 17.04 22.97 20.30 
2.38 40.03 43.80 25日4 16.76 23.18 21.80 
2.51 47.72 50.G3 27.40 17.36 27.37 23.71 

2.48 40.82 42.84 28.16 16.90 22.13 20.16 

2.48 46.91 50.74 26.11 17.71 23.74 21.68 
2.41 42.49 46.85 26.16 17.84 24.68 21.45 
2.32 44.86 46.80 26日3 19.24 25.51 22.48 
3.21 44.34 45.47 27.49 18.76 25.90 21.94 
2.56 43.45 45.40 25.20 19.20 27.25 22.71 
2.73 43.98 48.11 24.51 17.84 24.61 20.15 
2.93 42.35 45.22 24.91 18.11 25.49 21.72 
2.96 43.20 47.91 26 76 19.64 24.77 24.33 

2.53 38.40 46.71 25.35 19.09 24.40 23.47 
2.86 41.07 48.65 24.18 18.05 23.35 20.54 

Shell Breakaqe 
A D CV  P 

c 

v p 

p 

v p 
p 

p 

v 
v p 

v 

A V 

A 

D 

v p 

p 

c p 

v p 
v p 
c v p 
DC  

D p 

p 

A C V P 

p 

v p 

p 

v 

p 

v 

v 

p 



Shell Breakage 
A D C V P 

A V 

D C V P 

p 

v 

p 

A V P 

v 

v 
p 

p 

v 
A 

A 
p 

v p 
p 

A 

v 

A p 

p 

v p 

p 

v p 

A 

v p 

A V 

p 

£!!'. 

2.52 42.61 44.34 25.92 17.99 24.35 20.91 
2.20 44.Bl 43.52 23.62 1771 23.05 21.62 
2.46 40.44 45.04 23.72 15.72 24.32 19.30 
2.06 37.76 45.08 23.63 1 B.93 22.80 19.73 

PM aπ1 
Measured Value 
T LL SL AM B 

77.94 70.36 26.19 
62.41 69.01 23.95 
65.55 64., 2 23.99 

64.81 66.34 22.36 

H 

2.49 37.67 42.72 25.75 17.57 22.86 21.52 
2.55 36.86 45.02 24.87 16.53 24.24 20.60 
2. 14 40.86 43.44 24.42 16.64 23.30 20.74 
2.63 38.92 44.45 23.89 13.77 23.44 19.95 
2.08 32.66 39.58 22.10 15.，日 20.39 17.47 
2.01 37.21 41 .0日 23.12 15.32 20.20 19.08 
1.65 30.75 41.17 20.52 13.08 19.93 17.89 

1.88 32.52 38.31 20. 12 14.62 18.41 16.63 

80.26 66.39 23.23 
83.61 67.00 22.71 
79.56 66.23 23.19 
B0.74 63.94 24.35 
74.68 58.11 20.81 

75.00 59.36 22.17 
71.21 56.06 19.65 
69.80 53.14 1919 

2.53 46.50 48.98 26.02 19.96 24.92 24.04 86.86 74.26 27.54 

79.81 63.79 21.85 2.02 37.43 43.75 23.84 16.33 23.52 19.93 

76.74 64.27 22.77 2.03 40.28 41五日 23.12 15.26 22.46 19.03 

2.55 37.45 40.67 25.19 16.65 22.86 19.82 77.83 61.98 23.0日

1.20 16.80 21.42 10.27 37.50 28.94 
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2.04 33.81 40.88 23.74 16.90 21.88 19.83 
1.80 37.88 44.27 25.23 15.17 24.20 21.20 

76.73 62.00 20.82 
日1.89 64.17 23.06 
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L A 

L A 
L A 

L R 
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L円
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L R 

A 
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L円
L A 
L R 

L円
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L R 
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L R 
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L R 
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8.44 5.45 10.11 9.60 

Sample No 

NN0009360 
NN0009361 
NN0009362 
NN0009363 
NN0009364 

NN0009365 
NN0009366 
NN0009367 
NN0009368 
NN0009369 

NN0009370 
NN0009371 
NN0009372 
NN0009373 
NN0009374 

NN0009375 

NN0009376 
NN0009377 
NN0009378 

NN0009379 

NN0009380 
NN0009381 
NN0009382 
NN0009383 

NN0009384 
NN0009385 
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神奈川県中央部相模川流域におけるサワガニ体色変異集団の分布

鈴木惟司

Tadashi Suzukj: Coloration and Distribution of the Japanese Freshwater Crab 

Geothelphusa deha正mi(White) in a Basin of the Sagami River 

in the Central Part of Kanagawa Prefecture 

Summary ・ Distribution of BL (bluish body color type) and DA (dark body-color type) populations of the Japan巴se

freshwater crab Geothelphusa dehaan.i (White) was investigated in a basin of the Sagami River in the central part of 

Kanagawa Prefecture. Th巴sepopulations wer巴identifiedon the basis of the body-color type and length of hairs on 

walking legs of larg巴individuals.As a whole, DA populations were distributed in th巴upperreaches and BL populations 

in the lower reaches as in the Kaname (Hanamizu) and Sakawa Riv巴Is in Kanagawa Prefectur巴 Th巴boundaries

between BL and DA populations were situat巴din Hinata (lsehara City), Nanasawa, Kamifurusawa and Shimofuruswa 

( Atsugi City), Tana (Sgamjhara City) and Aihara (Machida City, Tokyo). Mixed populations were recorded at Hinata 

and Nanasawa 

はじめに

サワガニ Geothe/phusadehaani (White）は本州，

四国， 九州地方各地の清流域に生息する日本固有

のカニで，その体色に顕著な変異のあるこ とが知

られている（嶺井， 1968；酒井，l976；三宅，1983）。

サワガニの体色変異集団の分布や遺伝的分化につ

いては一寸木以来多くの研究が報告されてきた

（一寸木，1976, 1980 ; Yamaguchi and Takamatsu, 

1980，菅原 ・蒲生，1984; Nakajima and Masuda, 

1984，鈴木・津田， 1991；鈴木， 1992,1998 , Aotsu ka 

etal., 1995，西村ー ・鈴木3 1997；鈴木， 1997；和

田，1997;Ikedaetal., 1998）。

神奈川県に生息するサワガニ集団には，成長す

ると体色が青色を呈する個体から成る集団（以下

BL集団）と黒褐色ないし黒紫色を呈する個体から

成る集団 （以下DA集団）が存在する。同集団は分

布域を違えており（側所的に分布する）， DA集団

は主として丹沢地域に， BL集団はその他の地域に

分布することが明らかにされている（一寸木，

1976：，鈴木， 1992, 1998：， 鈴木，1997）。また，神奈

川県西部に隣接する静岡県小山町や御殿場市周辺

の両者の分布様式も一寸木（1976）や西村 ・鈴木

(1997）によって調査・報告されている。さらに，神

奈川県および周辺に分布するこれらの体色変異集

団では，歩間lの毛の長さが異なること （西村・鈴木，

1997，鈴木， 1997），交雑は起こり得るものの両者

は集団遺伝学的にも遺伝子流動上の制約のある日IJ
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グノレーフ。で、あること (Aotsuka et al., 1995）などが

明らかにされている。これらの研究の結果として 3

神奈川県産サワガニ体色変異集団の実態は全国的

にみても比較的良く分かつてきたと言えよう。

さて，神奈川県内にはBL・DA両体色集団が生息

することにより，各地に体色変異集団の分布境界

域が存在する。これらを把握することは，サワガニ

体色変異集団 （同種遺伝的変異集団）問の相互関係

を明らかにしていく上でも，またそれ自体固有の

自然的価値を有する体色変異集団の混棲域即ち交

雑帯（Hybridzon巴）の保全のためにもL必要なことで

ある。筆者は，前報 （鈴木，1998）において酒匂川

中流域の分布調査結果をまとめ報告したが，今巨I,

県中央部最大河川である相模川中流域周辺におけ

る両集団の分布状況をまとめたので報告したい。

調査地および方法

調査地域

調査を行ったのは，伊勢原市，厚木市， 相模原市，

愛甲郡情川村，同愛川町，同域山町のうち相模川中

流域周辺の地域，それに上流部が相模）IIに近接す

る境川沿いの東京都町田市相原町および小山町の

一部地域である（図 I）。境川は相模）1 Iから独立し

た河川であるが，上流部が相模川と多摩丘陵に挟

まれた切れ、平地内を流れ，相模川と殆ど一体化し

た阿川域を形成している。それゆえ本調査におい

ては境川周辺も調査域に含めた。調査した地域は
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調査範囲

20Km 。
査されなかった地域については，他の年に行われた

調査結果も用いた。最近のものでは 1999年に行われ

た調査結果も含まれている。そのため結果的に長期

に渡って得られたデータが同時に用いられることに

なった。しかし1992年当時健在だった調査個体群で

現在既に失われているところはあるものの，1992年

以降に調査された場所の個体群は調査の行われな

かった 1992年にも健在で、あったと考えられる。それ

ゆえ，本報告で述べることは少なくとも 1992年当時

の分布状況を表したものである。なお2ケ所で1991

年の調査結果を用いたが，この2ケ所については1992

年以降も個体群が存続していることを石信忍している。

調査方法

サワガニの採集調査は，主な支流に繋がる渓流や

沢の流水中やその周辺で、行った。調査場所の川底や

川岸にある石の下， 流路内の土砂や落葉落枝の堆積

物の中などから手取り採集した。できる限り，甲幅

20mm以上の大型個体が l調査地当たり雌雄合わせ

てlO匹以上得られるまで採集を行い， それを調査
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全体的に見れば周囲を丹沢山地山麓 （西側），多摩

E陵西部（北側），相模原台地（東側），相模川沖積

低地（南側）に取り固まれた範囲にある。

相模川の右岸側には玉川｜， 小鮎川｜，中津川などの

比較的大きな支流と，それらや相模川本流に注ぎ込

む他の中小の河川がある。左岸側相模原台地には鳩

川，姥川，道保川，八瀬川などとそれらに注ぐ細流

が散在する。また上述のように調査地北部，多摩丘

陵沿いには境川が流れている。

本調査の主な目的は体色変異集団の分布境界域を

見い出すことにある。そこで本調査では，図lに示

された調査域の中でも分布境界域を明らかにする上

で必要と思われる地域の調査をやや詳しく行なっ

た。また調査域は市街地化が進んだ所が多く，水域

はあっても水質が悪くて調査のできない所や調査を

実施してもサワカマニが採集で、きないケースも多々

あった （これらは調査結果に含めていなし＼）。従っ

て調査地点は地域全体に分布するというよりは比較

的特定の地域に集中する結果となっている。

調査は主と して1992年に行われた。1992年に調

神奈川県の水系と調査範囲図1



対象個体とした。従って，調査場所ごとの採集時間

は一定していない。また採集できた大型個体が 10

匹に満たない場合は，甲幅 18mm以上20mrn未満の

個体も加えて，できるだけ調査個体数が 10匹を超

えるようにした。なお脱皮後間もないl甲皮の軟らか

い個体は調査対象外とした。

採集場所の広がりは最大距離で川沿い I00111であ

る。その範囲はサワガニの密度によって場所ごとに

異なっている （60m前後が多し＼）。各採集場所範囲

内で得られたサワガニを当該調査地に生息するサワ

ガニ集団の代表的サンプルとし，また採集地のほぼ

中央に当たる場所の標高を 1: 25,000の地形図で読

み取り，その調査地の標高と した。

採集個体は雌雄の判別とノギスによる甲111高測定

後，体色と歩脚の毛の長短を記録した（後二者につ

いては次項で詳しく述べる）。一部の個体を除いて，

採集個体は現地に放した。

体色変異集団の判別

神奈川県および隣接地に生息するサワガニのBL

集団とDA集団は各々独自の遺伝構造を持ち，その

分布境界上にある混棲集団（MIX集団）は両者の移

行的， 混合的特徴を備えている（Aotsukaet al., 1995 ; 

西村 ・鈴木， 1997）。これらの集団の判別は集団構成

個体の体色型あるいは歩脚の毛長の違いによって行

うことができるが（例えば，西村 ・鈴木，1997），集

団判別結果の信頼性を高め，また混1妻集団の発見を

容易にするため，本調査では両者の組み合わせに

よって行’った。

［個体の体色型の判別］ 個体の体色型は鈴木（1992) 

に従い，青色型（BL型），ツートンカラー褐色型（ツ

トン型： TC型），紫ー褐色型（PB型），緑褐色型

(GB型），黒褐色型（DA型）に分けた。このうち

ツ一トン型，紫褐色型は相対的に小型の個体に見

られ，青色型個体が成長や脱皮など、に伴って示す移

行的な体色型と見なせる。また緑褐色型は脱皮後一

部の個体に現れる移行的な体色型と思われるが3 こ

れは大型個体であってもBL・DA両集団双方に出現

する（鈴木， 1992）。

以上の体色型のうち，出現頻度こそ低いものの，

紫 褐色型は雑多な体色を持つ個体を含んで、いる。

この体色型と判定された個体の中には，まれにでは

あるが黒褐色型との区別の困難な個体も見られる

（両者の区別は眼嵩上縁の色と明るさによって行っ

ている）。従って紫ー褐色型は，最も主観的要素が

入りやすく，判定に注意を要する体色型である。し

かし一方，体色変異集団の分布境界付近では，遺伝

的に青色型個体と黒褐色型個体の雑種由来であるが

故に紫ー褐色型を示す個体もいると思われる（例え
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ばAotsukaet al.のPopulation7のF2）。

本調査では，原則として甲 1 !1~20mm以上の大型個

体について体色型判定を行った（大型個体が少数し

か採れなかった調査地では前述のように甲幅18mm

以上の個体も含めた）。大型個体について体色型判定

を行った理由は，移行的，中間的な体色型を示す中 ・

小型個体を排除し，極力，各調査地の個体が最終的

に示す体色型（青色型あるいは黒褐色型）を持った

個体を調査対象とするためである（鈴木，1992）。

［｛固体の毛長型の半lj月lj］神奈川県のサワガニは，体

色変異集団によって歩脚の毛の長さが異なる（西

村 ・鈴木， 1997；鈴木，1977）。 BL集団に属する個

体では，体サイズに拘わらず歩脚の毛長は0.2mm前

後である。それに対し，DA集団に属する個体では，

歩脚にある長毛（歩脚にある全ての毛が長いわけで

はなし、）の長さは体サイズ即ち歩！仰の長さに比例

し， 甲幅が l7rrun （メスのおおよその成熟サイズ）以

上の個体では l.Omm前後かそれ以上の長さをもっ。

従って，サイズの大きな個体では両者の毛の長さが

重なることはない。それ故，ある程度以上の大きさ

の個体で、あれば，毛の肉眼観察によってでも検査個

体がどちらの体色変異集団に属するかを判定するこ

とができる。また，中間的な長さの毛を持った雑種

起源、と考えられる個体も，少なくとも大型個体に関

しては，肉眼で識別することが可能である。本調査

の調査個体は全て甲rl1i18mm以上の比較的大きな個

体である。そこで採集した個体ごとに歩脚の毛が長

いか（長毛型 ：LS型），短し、か（短毛型 ：SS型）あ

るいは中間的か（中間型： MS型）を肉眼で判別し，

体色型とともに記録した。

［体色変異集団の判別］ まず， 上記の毛長型と体色

型をもとに，各調査地で得られたサワガニ大型個

体を次の3カテゴリーに分けた（表 I）。

1) KB！型個体 ：歩肱llの毛は短毛（SS）型。体色型

は青色（BL）型，ツ一トン（TC）型，紫ー褐色

(PB）型，緑褐色（GB）型。

2) KDa型個体 目歩間］の毛は長毛（LS）型。体色型

は黒褐色（DA）型，緑褐色型。

3) KHy型個体 長毛型で青色型， ツー トン型また

表1 体色と毛長に基づく個体型（阻 I,KDa，悶y型）

の判別 説明は本文参照．

体色型

BL TC PB GB DA 

毛ISS I KBI KBI KBI KBI IくHy
長IMS I KBI KBI KBI - IくDa
型ILS I KHy KHy KHy IくDa KDa 



は紫褐色型の個体と，短毛型で黒褐色型の値｜体O

KHy型個体は形態的に見てKB！型個体と KDa型個

体のハイブリッ ドあるいはその子孫と見なされる個

体である。従って， KHy型個体の存在は，たとえ青

色型（BL型）と黒褐色型（DA4山の個体が同時に発
見採集されなくとも調査地が混接（交雑）域であるこ

とを示唆し 小サンプ／レでの混接域発見に寄与する。

なお中間（MS）型の毛を持つ青色型，ツ一トン

型，紫ー褐色型，緑

褐色型および黒褐
色型の個体は本来 表2 1'11模川巾流域周辺におけるサワガニ体色変異集団の分布

KHy型であると思

われるが，ここで

は体色型を優先し，

青色型，ツ一トン

型，紫ー褐色型の個

体はKBI型11ilil体，黒

褐色型はlくDa型個

体とした。また毛

の長さがi:J:1間型で

緑褐色型の｛li'il体の

個体型は不明とし

て集団判別の対象

個体からは除くこ

とにした。これは

先に述べたように3

緑褐色型の個体は

大型個体であって

もBL・DA集団双方

に出現するからで

ある。ただし，本調

査では毛の長さが

中間型で体色が緑

褐色型の個体は採

集されなかった。

以上のように採

集個体を類分けし

た上で，各調査i也

の集団を次のよう

に判定した。

BL集団 ・採集調

査個体のうち95%

以上が KBI型個体

から成る。

DA集団 ．採集調

査個体のうち 95%

以上が KDa型個体

から成る。

M1X集団 悶 型

や回 a型の個体数が，各々単独では全体の95%未満。

この95%という数字は任意に決めたものである

が，この基準に従うと，採集個体が20匹未満の場合，

異なる型の個体が 1匹でも混じった2型も しくは3型

からなる集団はMIX集団となり ，実質的に鈴木

( 1992）のとった体色変異集団混棲の判定基準と同じ

になる。また採集個体を20匹以上得ることができれ

ば，偶発的に混在していたり形質変異を起こした個

調査標高調査 個体の体色型

年月日 (m）個体数n BL型 TC型 PB型 GB型 DA型

調査 1轟 所

St. 地名

1 町田市相原町

2 町田市相原町

3 町田市相原町

4 町田市相原町

5 町田市小山町

6 械山町川尻

95.10.25 190 

95.1 0.25 180 

96.05.31 180 

95.04.04 1 50 

96.05.31 1 50 

95.10.25 180 

21 

15 

15 4 10 

6 4 2 

5 2 3 

7 域山町広田 95.10.25 170 14 

8 相模原市大島 99.07.29 75 9(4) 
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原
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様
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様
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20 相模原市図名 92.10.03 70 

21 相模原市原当麻 92.10.03 70 
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体や，体色型判別の困難な個体の影響を軽減できる。

本報告では前報同様（鈴木， 1998），個体の体色

類型に対しては青色型（BL型）や黒褐色型（DA型）

などの表現を用いるが，集団に刻 しては青色型集

団 （BL型集団） ・黒褐色型集団（DA型集団）の語

に代えて，BL集団 ・DA集団の語を用いる。これは，

語感から来る集団内変異と集団問変異の混同を少

しでも減らす目的から行ったものである。

結果と考察

BL集匠｜・DA集団の分布調査結果を表2に示した。

この表では個体の体色型と毛長型のみ示し，個体の

カテゴリ一分けの表示は省｜｜｜各した（後述）。表2の合

計91地点中＇ 62地点は 1992年に調査が行われてい

る。調査個体数は調査地当たり l匹から33匹である

（平均±S.D.= l l目9± 7.3）。調査地が生息地として

（前頁から続く）

調査場所

No. 地名

51 厚木市飯山

52 厚木市下古沢

53 厚木市下古沢

54 厚木市下古沢

SS 厚木市下古沢

56 厚木市愛名

57 厚木市温水

58 厚木市七沢

59 厚木市七沢

60 厚木市七沢

61 厚木市七沢

62 厚木市七沢

63 厚木市七沢

64 厚木市七沢

65 厚木市七沢

66 厚木市七沢

67 厚木市七沢

68 厚木市七沢

69 伊艶原市日向

70 伊鈴原市日向

71 伊聖書原市日向

72 伊勢原市日向

73 伊勢原市日向

74 伊勢原市日向

75 伊勢原市日向

76 伊勢原市目向

77 伊勢原市日向

78 伊鋳原市日向

79 伊鈴原市臼向

80 伊鋳原市日向

81 伊雲寺原市日向

82 伊勢原市日向

83 伊勢原市日I旬

84 伊勢原市日向

85 伊繁原市日向

86 伊勢原市日向

87 伊勢原市日向

88 伊勢原市日向

89 厚木市下古沢

は不適な市街地に近いことも多く ，採集個体が得ら

れたとしても少数である場合が少なくなかった。そ

のため，調査個体下限サイズを甲｜｜癌18mmにしても

調査個体数が 10匹に満たない場所が37地点もあっ

た。それらの地点については参考として中型個体も

観察したが，大型個体のみによる集団判別結果と矛

盾するようなことはなかったc 以下では，前報と同

様（鈴木，1998），調査個体数の多寡に拘らず表2の

集団判別結果に基づいて分布調査結果を述べる。

全調査地点中， BL集団が見られたのはお地点，

DA集団が見られたのは51地点で、あった。前者はす

べてKBI型個体，後者はすべてKDa個体から成って

いた。MIX集団が見られたのは伊勢原市日向地区の

4地点と厚木市七沢地区の l地点合言十5地点である。

これらの地点ではKBI型及び、KDa型個体の他，KHy

型個体も認められた（表3）。表2をもとにして体色

変異集団の分布状

況を示したのが図2

である。相模川中流

域全体でみると，上

流側にDA集団が分

布し下流但｜｜にはBL

集団が分布すると

いう，県内の表丹沢

地域や酒匂川中流

域の分布調査結果

（鈴木，1992,1998) 

と同じ傾；向が千尋ら

れた。以下に，分布

境界域に着目しな

がら3地域ごとの両

者の分布パターン

個体の体色型 歩脚の毛の長さ 集団

BL型 TC型 PB型 GB型 DA型 SS型 MS型 LS型判別結果
調査

年月日

92.05.13 

92.10.17 

92.05.13 

標高調 査

(m）個体数IJ

70 4 

70 5 

50 6(1) 
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90 厚木市下古沢 92.06.17 75 7 7 7 DA 

91 厚木市小野 92.06.17 60 10 8 2 10 BL 

1)オスメスの合計数。括弧内に示されているのは甲幅が18mm以上20mm未満の個体．他は甲幅20mm以上．
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を見てし、く。

相模川左岸地域

調査域左岸地域

の主要部である相

模原台地は旧相模

川の扇状地性の地

層を基盤とする台

地である。サワガ

ニ自然集団は現在

では点在するに過

ぎないと思われる

が，図2は北部の多

摩正陵南側から座

間に至る相模原台

地西部一帯にかけ

てBL集団が広範囲



表3混棲l也におけるサワガニ個体個体型について

は本文参照．

調査地 調 対£ヨ空L 個 体型

St. 個体数1) KBI lくDa lくHy

64 8 2 4 2 

74 25 3 20 2 

75 24 21 。3 
76 20 17 2 

80 1 2 7 2 3 

1 ）甲幅18mm以上の個体

に分布しているのを示している。なおこのBL集団

は，相模原台地東部から多摩丘陵，更に三浦半島を

含む相模湾沿岸地域にかけて分布する BL集団と連

なっていることになる（横浜市旭区矢指町3 同・泉

区三保町，同 ・栄区上郷町での筆者の観察及び， 一

寸木（1976), Aotsuka et al. ( 1995）などの資料よ

り）。ただし現在これらの地域集団は自然環境の後

退と共に既に著しく分断化され，集団の広域的連

続性は殆ど失われていよう。

BL集団とは対照的に， DA集団は局地的に分布

しているのみであった。DA集団が記録された調査

地点は，境川源流域にあたる城山湖方面の山裾（城

山町と町田市相原町）の支流と，相模原市田名にか

かる高田橋以北の相模川河岸沿い相模原台地段丘

崖下部の湧水域（最下流部＝St.13）である。なお，

小倉橋より上流側での調査は行えなかったが， 上

述の結果や境川での調査結果から類推すると，そ

の辺りは全域DA集団の分布域となると思われる。

ところで相模川左岸域で、はいずれの地域内でも

混棲地は発見できなかった。しかし境川上流部で

は，町田市相原町と城山町の境界に平行して走る

境）｜｜＝四丁目街道沿いの狭い低地帯もしくはその付

近の多摩E陵西端部が，BL集団と DA集団の分布

境界域に当たる と思われた。実際， MIX集団とは

判定しなかったものの，予想される境界域に最も

近い相原町開都の調査地（St.3）で中間型（MS型）

の毛長を持つ個体が認められている（表2）。一方，

相模川河品、段丘崖では，前述のように相模原市田

名 ・高田橋の上流側すなわち久所（St.13）よりヒ

流側にDA集団が，そして下流側， 望地でBL集団

が見られている。従ってこの高田橋近辺が分布境

界になる。この辺りは相模原台地陽原面の望地面

北端部段丘崖下すなわち水郷田名の南東のはずれ

に当たる地域である。
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相模川右岸地域

相模川右岸側は丹沢山地の東縁に当たり，大きな

支流はみな丹沢山地に源を発する。一寸木（1976),

鈴木（1992, 1998），鈴木（1997）らが示しているよ

うに，丹沢山地に源流を持つ河川の上流部は多くの

場合DA集団が分布する。本調査における結果も大

きくはその分布パターンに沿ったものであるが，今

回の調査により，より詳しい分布状況が判明した。

( 1)小倉橋相模大橋

厚木市内の相模大橋近くに注くツト鮎）11や中津川と

し、った河川の本流やその支流，そして中津川より上

流側城山町小倉橋に至る聞にある相模川支流では，

DA集団のみが観察された（地域としては城山町3清

) 1 I村，愛川町及び厚木市北部）。さらに厚木市中心

部近くの戸室 （St.46 小鮎川流域）でも，僅か一

匹ではあるがDA型個体が見つかった。なお一寸木

( 1976）はこの地方の2地域（愛川町に｜コ津と厚木市

上萩野）で調査を行い，本調査と同じくいずれもDA

集団を認めている。また丹沢山地の懐深く入り込む

中津川上流部もすべてDA集団によって占められる

（鈴木， 1997）。

(2）玉川流域

中津川 ・小鮎）11より下流部にある大きな支流とし

て玉川がある。現在の玉川はその上流音11で大きく思

曽川，細田川，日向川，七沢川に別れる。このうち

後三者は， 50年ほどまえまでは（旧玉川として）金

目）｜｜に繋がっていた（入江， 1989) （ただし更に

昔には相模川に合流していた，員塚 ・森山，1969）。

筆者は以前p 金目）11 （花水）11）水系の一部として，

日向川における両集団の分布を紹介したことがある

（鈴木， 1992）。本調査では日向川を含む玉川｜水系流

域の詳しし弔問査を行った。日向川については以前の

結果と基本的には変わらないが，本報では日向川の

資料を含む調査結果について報告する。

玉川は全体としては下流域にBL集団が，そして

上流域にDA集団が分布する河川であった。

支流の一つである恩曽川は，主に厚木市上古沢，

下古沢 ・飯山地区境界，温水などを流れるIj、河川で

ある。下古沢，温水などの中 ・下流域にはBL集団

が分布し，上古沢を中心とする上流域にはDA集団

が分布していた。上古沢は，小鮎川が流れDA集団

が分布する厚木市飯山と接していて，地形的にも小

鮎川流域と分け難し、地域である。恩曽川本流部で、の

BL集団， DA集団の混棲地は不明で、ある。しかし両

者の分布からすると， この恩曽川本流が下流側から

見て北西の向きから南西の向きへと大きく流れを変

える上古沢 ・下古沢 ・飯山地区の境界付近が思曽川

における両者の境界域になると思われる。

一方上古沢において，DA集団の分布する恩曽川
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上流部の支沢の一つがBL集団の分布する中流部から

延びた支沢のーっと尾根を隔てて隣接する場所が見

られる。そこではその尾根が両者の分布境界となっ

ていた（St.50, St. 52）。また下古沢の谷戸から森の

里を抜けて玉川へ入る）I [ （細田 11）の源流部にもDA

集団が分布しており（St.89, St. 90），これも尾根を

隔てて恩曽川のBL集団と接していた。このDA集団

が思曽川上流域のDA集団と連続するのかどうかは

判らないが，いずれにせよ下古沢・上古沢地区はBL・

DA両集団の分布境界地域ということになる。

玉川の他の支流，細田川，七沢川および日向川に

おいても下流域にはBL集団が，上流域にはDA集

団が分布していた。

森の里を通る細田川｜では，既に見たように下古沢

の源流部にDA集団が分布している。また玉川本流

近くの下流部支沢にはBL集団（St.91）が認められ

た。細田川における混棲地帯は森の里の開発により

既に失われたものと考えられる。

七沢川流域では森の里の西側七沢森林公園に面す

る大川橋周辺 （） 11端 ・大竹地区周辺）で分布が入れ

替わっていた（St.63, St. 65, St. 67, St. 68）。 MIX

集団は「関東ふれあいの道」（萩原林道）沿い竹沢

の一地点（St.64）で認められ，それより上流側に

はDA集団が， 下流側にはBL集団が分布していた。

なお竹沢の南側，日向寄りに位置する神奈川県立自

然保護センター施設内の水域（たたら沢）にはBL

型個体が生息する（一寸木，1999）。

日向川では前調査（鈴木，1992）より調査地点が

大幅に増え，またメス個体も集団判別に使用した結

果，混棲域の位置がより明瞭になった。 MIX集団は

日向薬師付a近より上流側の限られた数の沢に見られ

(St. 74, St. 75, St. 76, St. 80），それより上流側に

はDA集団が，下流側にはBL集団が分布していた。

なお，混棲地の認められた沢のうち，薬師沢では上

流部（St.80）にMIX集団が認められたが，下流部

にはBL集団が分布していた（St.8 I）。

(3）相模川本流河辺域における体色変異集団の分布

境界

今回の調査では，中津川・小鮎ハ｜・ 相模川合流地

域あたりから下流側の相模川本流沿い河辺域（左

岸 ・右岸とも）でサワガニを見つけることができな

かった。 しかし，周囲の全般的な分布状況から察す

ると，相模川右岸側は内陸部だけでなく河岸域にお

いても，左岸側に比べてより下流部までDA集団の

分布が広がっていると考えられる。そして，体色変

異集団の分布境界は小鮎川下流部（DA集団分布），

恩曽川下流部（BL集団分布）および相模川本流に

挟まれた地域にあると推測される。そしてその地域

は現在の厚木市の中心部に該当する。 しかしなが
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ら，この地のBL集団と DA集団の分布境界を精査

するには，既に時期を逸したと思われる。

ところで，もし厚木の中心部に分布境界がある

（あるいはあった）とすると，少なくとも高田橋下

流側では見られたように，それは広い範囲（恐らく

高田橋から相模大橋あたりの範囲）に渡って相模川

本流自体も BL集団と DA集団の分布境界となって

いることを示すものである。

おわりに

これまでの調査により，神奈川県丹沢山地を取り

囲む主要河川，酒匂川， 金目川 （花水川），相模川

各水系におけるサワガニ体色変異集団の分布境界及

び周辺域の分布をほぼ把握することができた（鈴

木， 1992,1998，本報告）。今回の調査結果を含め

てそれらを概観してみると 3 いずれの河川｜も本流部

分では上流域にDA集団が，下流域にBL集団が分

布している。支流単位で見ると，大きさや位置によ

り，BL集団のみ分布，下流部にBL集団上流部にDA

集団が分布あるいは恐らく混棲集団のみ分布，DA

集団のみ分布，などのケースが見られた。そしてこ

れらの分布を示す支流が概ねこのJI慎序で本流下流部

から上流部へと並ぶことにより ，上に述べたよう

な，言わば流路に沿った垂直的な分布パターンが現

れている（言うまでもなく ，なぜ現在見られるよう

な垂直分布が成立しているのかはまた別の問題であ

る）。一方，河川の置かれた環境によっては両岸で

異なる体色集団が分布することがある。その場合は

河川自体が分布の境界域となって，サワガニ体色変

異集団の水平分布に影響することになる。前報（鈴

木， 1998）で報告した山北盆地（かつて酒匂川本流

や皆瀬川が流れていた）や本報の相模川本流の一部

で観察されたのはそのような例であろう。同様の例

は神奈川に隣接する東京西南部・多摩川支流域でも

認められるが，この地域における体色変異集団の分

布については次の機会に報告する予定である。

要約

相模川中流域におけるサワガニ体色変異集団の分

布パターンを調査した。相模川左岸側では，その主

要部分たる相模原台地にはBL集団が広く分布して

いた。一方， DA集団は上流部（相模原市久所＝高

田橋から上流側）河辺域および相模原台地西端部で

山地に接する地域 （城山町や町田市相原町）に限ら

れていた。右岸側では，相模川上流部から厚木市中

心部に近い中津川・小鮎川流域までDA集団が広く

分布していた。思曽川，細田川，七沢川，日向川を

含む玉川では上流側にDA集団が，下流側にBL集

団が分布していた。混棲集団（MIX集団）は厚木市



日向，七沢の両地区で確認された。
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相模原市田名のサワガニについて貴重な情報を

下さった山口葉月氏にお礼申し上げる。
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東京湾における1999年夏季のオヨギピンノの大群泳

工藤孝浩

Takahiro Kudo: A Large Scale of Swarming of Swimming Pea Crab, 

Tritodynamia harναthi (Crustacea, Pinnotheridae) in Tokyo Bay, Summer 1999 

はじめに

オヨギピンノは，園内では東京湾から有明海ま

での内湾に，国外では韓国j勃海湾，中国山東半島沿

岸に分布するカクレガニ科のカニで，夏季に海面

を群泳する興味深い生態が知られている。

木種の群泳は古くから研究者の関心をひき，有明

海（松尾，1999ほか），瀬戸内海（荒川，1973），伊

勢湾（船越，1989），東京湾（宮内， 1935ほか）な

どの報告がある。群泳を誘発す

る因子としては，生殖を目的と

している可能性（酒井，1976),

摂餌あるいは体内リズムによる

とする考え（松尾， 1999）など

が示されているが，詳しいこと

は解明されていない。

著者は，東京湾における

1999年夏季の大群泳を観察し，

聞き込みによる広範な情報収

集を行ったので報告する とと

もに，神奈川県水産総合研究

所（以下，県水総研と称する）

の海洋観測資料を用いて，群

泳と海況との関係を考察した

のでここに報告する。

材料と方法

著者による群泳の確認は，

1999年8月に横浜 ・横須賀両市

の地先にある金沢湾を中心とし

てl～6日おきに岸壁上から実

施された。8月 12日には，漁船

を用いてカニのパッチを探索

し，行動観察をするとともに，

直接採集法による分布密度の推

定を行い，アルコール固定した

試料にもとづいて甲幅組成並び

に性比を調べた。聞き取り制査は，群泳を目撃して

いる可能性がある漁業者をはじめ，釣り人，ダイ

パー，試験研究機関などを対象に行った。

県水総研の海洋観視IJ資料は，調査船「さがみ」（48

トン）を用いて東京湾の17定点において毎月2回収

集した，7j'(¥i1WL，塩分，溶存酸素量の鉛直分布の観測

値を用いた。観測機器はSEABIRD社製SBE-91I plus 

を使用した。
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図1 オヨギピンノの確認地点（I～10，ただし 1,3, 5は遊泳海域を点線で囲

い， その他は黒丸で示した）と海洋観測定点（A～H).
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表1.1999年の東京湾周辺におけるオヨギピンノの群泳情報． にもわたる長大

なものもあった

が，その後は減

少し8月20日を

最後に確認され

なくなった。

番号 月 日 篠 認場所 群泳の状況 情報提供者

7月下旬～

8月上旬

木更津市懲 洲地先～ 径 1～ 5mのパッ チ多数 斎 田ほか

中 ノi頼～第 2海室 潮 目では帯状

2 8月 1日 第 3海 隻 径 1～5mのパッ チが 3
時間切れ 目な く流れ る

葛島
金沢湾の内側

に位置する平潟

湾では，8月7日

から群泳がみら

れ， 8月 13日に

通過した熱帯低

気圧による集中

豪雨後は確認さ

れなくなった。

3 8月 5 2 a日 金沢湾周辺 径 1～ 3mのパッチ多数

潮 目で長 さ50mの帯状

著者

4 8月 8 l 2日 金沢区平潟湾 径 1m以下のパッ チ l0数個 早川

5 8月 l8日 浦賀水道金谷沖 径 1～ 3mのパッチ多数 鈴 木

6 8月 l9日 中 ノi頼北部 数個体づっバラバ ラに遊泳 千葉水試

7 8月 l9日 横須賀市，川崎市沖 プランク トンネッ トに入網 清水
8月18日には

久里浜金谷航

路の東京湾フェ

リーの船上から，

浦賀水道の千葉

県寄りで径 l～

2mのパッチ多数

8 8月24日前後 磯子区海釣 り施設 径 lm以下のパッ チ数個 同施設

9 8月26日 南区大岡川長者橋 数個体づっバ ラバ ラに遊泳 中野

l 0 8月 l6日 逗子市沖オオタカ根 3×！ Omのパッ チ l個 木村

結果

I 群泳の状況

東京湾周辺における本種の群泳の情報をとりまと

め，月日，場所，群泳の状況等を表lに示した。そ

れぞれの番号は図 l中のものと対応している。

今回の群泳は，7月下旬に木更津市盤加｜地先の東京

湾横断道路木更津人工島（海ほたる）付近におい

て，漁業者によって確認されたものが最初である。

その後群泳海域は南部へ移動し，7月末から 8月初

頭には中ノ瀬から第2海室にかけて径l～Smのパッ

チが多数みられた

8月l日には第3海壁において，7時30分から 10

時30分までの3時間にわたって径1～Smのパッチ
が断続的に下げ潮に乗って湾口方向へ通過してゆく

様子が目撃された。パッチの数は数100個にのぼる

と推定された。

8月5日には，著者が横浜市金沢区の金沢漁港の

岸壁において径 lm前後のパッチ数個を発見した

（図 2）。 当日は流れ藻と多数のト ビウオ科

Exoco巴tidaeやカンパチSerialαdumerili，シイラ

Coryphaena hippurusなどの沖合性の稚魚、がみられ

た。著者はその前日にも同地を訪れていたが木種や

稚魚類は全くみられず，それらは4日夕刻から5日

早朝にかけて接岸したものと思われる。金沢湾周辺

のパッチは8月 IO～15日のピーク時には長さ50111
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が目撃された。

8月19日は，千葉県水産試験場富津分場が中ノ瀬

北部で，県7）（総研が横須賀市沖の猿島西方ならび

に川崎市浮島沖においてそれぞれ海洋観測中に数

個体づっの遊泳を確認した。

8月24日前後には， 横浜市磯子区の海釣り施設岸

壁から小規模な数個のパッチが目撃された。また，

8月26日の，横浜市南区の大同川感潮域における小

規模な遊泳の目撃が最後の情報となった。

一方相模湾側で、は，8月16日に逗子市沖のオオタ

カ根（頂上部でフk深 12m）の水面付近において幅
3111，長さlOmの大規模なパッチがダイパーによっ

て目撃され， 水中写真が撮影された。相模湾奥部に

図2.1999年8月5日に横浜市金沢漁港周辺に接岸した

パッチ．
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には相当数のパッチが8月20日まで滞留

し，その一部はさらに内陸部に位置する平

潟湾にも入った。この様に，群泳開始期に

は湾奥から湾口へ， 沖合域から沿岸域へと

いう明らかな群泳海域の推移がみられた。

30 
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カニの平均遊泳速度はSemisec以下と実

被1）されたが，これは対水速度で‘あり，これ

より速い流れに乗ればパッチは流れによっ

て移送される。東京湾の恒流は，ヒ層で南

下流が卓越し，下層で、は外海水が湾奥へと

流入する。夏季の表層恒流は，約半数の観

測l点でカニの平均遊泳速度を上回る lOcm/

甲幅（mm)

図3 1999年8月12日に採集されたオヨギピンノのl干｜幅組成．

おいて本種の群泳が記録されたのはこれが初めて

と思われる。

2.群泳個体の行動観察等

8月12日に金沢i寄においてj魚

動観察と採集を行つた。遊泳行動は松尾（1999）が

記述したとおりで，第 l～4歩脚の協調した動きか

ら揚力と推力を得て前方へ進んだ。遊泳速度は平均

5cm/sec以下，最大で lOcm/s巴c以上と実測された。

ノぐッチの形成層は水面直下から水深 lm前後まで

で， 刺激を与えると一時的に散開して沈むが，ほど

なく浮上して再び、濃密なパッチを形成した。 i~Jj 目

では，パッチが離合集散する様子がみられ，パッチ

に接近したダイパーにカニが随伴遊泳する行動も

観察された。

径40cmの玉網を用いてパッチを掬ったところ。

l回に数 100個体が採集された。船越（l 989）は，

シラス船びき網漁船の木種の漁獲量からパッチ内

の立米当たり個体数密度を JOO個体以上と推定し

たが，今回は，それより l桁多し、 1,000個体以上

と推定された。

採集した 150個体について甲幅を測定したとこ

ろ，その組成は図3のとおりで， S.S～5.9mm台と

7.0～7.4mm台にピークを持つ双峰型の分布を示し

た。測定個体の最小は甲1jiffi3.7mm，最大でも8.6111111

であった （図4）。

また，測定個体の性比はほぼ l・lであった。

考察

1 群泳海域の推移

漁業者から得られた群泳初期の情報を総合する

と，群泳は東京湾の北部沖合域で‘ある木更津人工

島付近で始まり，7月下旬から8月初頭にかけて大

規模なパッチが，中ノ瀬，第2海室，第3j毎壁へと

沖合l或を順次南下した。

その後，パッチの一部は本県沿岸に接岸し，岸壁

からは8月5日に金沢湾で、初認された。以降金沢湾
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S巴c以上が記録され（小倉編，1993），パッチの南下

移動は南向きの恒流によるものと考えられる。

8月5日以降，パッチの多くは本県沿岸に現れた

が，千葉県側への接岸は確認されなかった。この現

象は，著者の情報ノレートが木県側に偏在するとい

うバイアスを考慮、しでも，沖合に分布するパッチ

が西向きの流れによって移送されたと考えるのが

自然だろう。

夏季には，車越する南風によって表層の南下流

が打ち消されることが多く， 小倉編（1993）に示さ

れた夏季表層恒流図からも，流向が不安定になっ

ていることが見て取れる。8月5日以降には，本種

とともに流れ藻や沖合性の稚魚も接岸しており ，

風による西向きの流れが生じていた司能性が高い。

群泳末期の8月後半には，大規模なパッチはさら

に南下して浦賀水道の千葉県寄りで目撃され，東京

湾内湾音I)（観音崎一富津1l11p以北）に残ったカニは広

く薄く分散したものと思われる。19日に川崎沖，中

ノ瀬北部並びに横須賀沖で少数の遊泳が同時に確認

された現象などは，これを裏付けるものである。

2. 群泳と貧酸素水塊との関係

図l中に，県水総研の海洋観測定点のうち東京湾

図4 1999年8月12日に採集された最大級のオヨギピ

ンノ（甲1!1高8.Smm).
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0 また，著者は金沢湾を中

心に 15年間にわたって潜

水活動をしているが，海底

で木種を目撃したことはな

く，著者が参加するボラン

ティアグループによる横浜

市野島海岸における毎月 l

回の潜水調査で、も記録され

ていなし、（木村，1995）。

おそらく，群泳時以外の

本種の分布密度は非常に低

く，生存に適した局地的な

海底で細々と個体群を維持

しているものと思われる。

図5 1999年7月12日（左側）と 7月22日（右側）の定点A～H断面（図 l中）にお 本種が群泳に至る過程に

けるi溶存酸素量の鉛直分布図（神奈川県水産総合研究所， 1999から引用）ー は，必ず個体数の爆発的増

を南北に縦断する形に並ぶものをA～日として示

した。A～H断面の溶存酸素量の鉛直分布を図5に

示した。成層が発達する夏季の溶存酸素量は，表層

で高く底層で低く なるが，酸素量が2.5ml/Lを下回

るものを県水総研で、は貧酸素水塊と定義している。

群泳が始まる直前の7月 12日には（図5左側），

底層の溶存酸素量が4ml/L前後あり 3 この時期とし

ては非常に良好な海底環境で、あった。ところが，群

泳開始直後の7月22日では（図5右側），広範囲の

海底が貧酸素水塊に覆われ，甲殻類の生存が困難

な環境になった。わずか IO日間でこれほど貧酸素

化が進む事は異例で，これが本種の群泳を誘発し

た直接原因ではなし、かと考えられる。

3. 群泳の前段階としての個体群の増大

大とし、う過程を経ているは

ずである。また，遊泳中は捕食者に狙われる危険性

が高く ，かなりのエネルギーを要するものと思われ

る。遊泳するにはそれ相当の理由があろう。

群泳の直前には，個体数の爆発的増大から，酸欠

や餌不足で海底に留まる事自体が危険な状態に

なっていたものと推察される。そして，カニが過密

に至る過程でも海況の影響を受けている可能性が

あることを次に示す。

図6は，群泳が長期間みられた金沢湾沖にある定

点Fの溶存酸素量の月別変化である。1999年初夏

の東京湾は黒潮系水の影響を受け，例年（1966～

1991年までのお年間の平均）では酸素量が急速に

低下する 6, 7月にも豊富な酸素量に恵まれた。

村岡（1984）は，東京湾におけるゾエア僻出期を

晩春から初夏と推定しているが，例年この時期に

これまで東京湾周辺では，表2
表2 東京湾周辺におけるオヨギピンノの群泳の記録

に示す群泳の記録が残されてい

る。群泳海域の広がりからみて， 年 群泳海域 出典

今回のものは過去に例をみない

大規模なものだったと判断され

る。しかし3 今回群泳したおびた

だしい数のカニが常時海底に生

息しているとは思われない。

横浜市沿岸からは，横浜市港

湾局監修（1988）に本種の記録が

あるのみで，横浜市環境保全局

(1996）などの数次にわたる海岸

動物調査や底生動物調査では記

録されていない。また，東京都海

面における底生生物調査でも，

本種の記録はない（東京都環境

1932-33年 横浜野島崎～千葉県富津崎

I 9 7 2年 中ノ瀬海域

I 9 7 3年 千葉県富津崎

1976年 三浦市周辺海域

I 9 7 7年 三浦市周辺，特に械ヶ島付近

I 9 7 9年 羽田～横浜

I 9 9 9年 川崎市浮島沖～千葉県金谷沖，

大 岡川感潮域，逗子市沖
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宮内（ I 9 3 5) 

産経新聞（ 1972. 7. 31) 

酒井（ 1 9 7 6) 

村岡（ 1984)

村岡 （1984) 

Sakai (1980），村 岡（198 4) 

本報告
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図6 1999年と例年（1966-91年）の定点F

酸素量の月見lj変化．

定点 F
酸素量

3）カニの成長につれて海底での生

息、密度が過密になり，酸欠をはじ

めとする種々の不都合が生じた。

そこに7月下旬の例年を上回る激

しく急速な海底の貧酸素化が起こ

り，カニの浮上・群i泳が始まった。

4）遊泳した多くのパッチは，南ある

いは西向きの表層流によって本県

沿岸と浦賀水道に移送され，8月

下旬には東京湾内湾に残ったカニ

は広く薄く拡散した。

5. 群泳時以外の生態に関する知見

東京湾におけるオヨギピンノの群

泳時以外の生態はほとんど知られて

おらず，群泳の記録も過去20年にわ

たりなかった。ところが今回，漁業者から次のよう

な重要なj情報を得た。

1) 1995年前後から，盤洲地先の砂質分に富んだ海

底に設置した持、具には，ほぼ周年にわたって本

種が掛かっていた。そこでは，1999年IO月現在

にも生息が確認されている。

2）群泳の記録がなかった過去20年間にも， 沖合域

では夏季にしばしば本種の小規模な遊泳がみられ

ていた。その頻度は，近年になるほど増えていた。

これらの情報から，盤す｜｛地先の海底が東京湾にお

ける安定生息域の一つであること。群泳は数十年周

期で起こる特異イベン トではなく，小規模な遊泳は

近年ではほぼ毎夏みられる現象であることが判明し

た。著者も，記録的な酷暑に見舞われた 1994年夏

季に，金沢湾で、小規模な遊泳を目撃している。

今後と も現場からの情報収集に務めて知見を蓄

積し，群泳時以外の生態を解明するとともに，今回

提示した群泳と海況との関係をさらに詳しく解析

（図l中）における底層の溶存

は海底の酸素量が急激に低下する。羽田から横須

賀にかけて夏季に本種の幼生がごく 普通に出現す

る（村岡， 1984）にもかかわらず，成ガニが少ない

のは，着底後の稚カ守ニが貧酸素水塊によって毎年

大量に死滅するためではなかろうか。

東京湾の底生動物群集にと って， 貧酸素水塊は

大きな制限要因として働いている（工藤 ・風呂田，

1998）。しかし 1999年は7月中旬まで、貧酸素水塊

に見舞われず，越冬した幼いカニや着底直後の稚

ガニが高密度のまま生残したものと考えられる。

また漁業者によれば， l999年冬春季に東京湾横

断道路付近の盤洲地先の水深 lOm前後の斜面に仕

掛けたアナゴ筒やその幹縄には，これまでにない

ほど多量の成ガニが付着していたという（斎田芳

之氏私信）。

今回群泳したのは甲幅組成からみて昨年夏以降に

着底した未成熟なカニと推定されるが（図3），これ

らを産み出した親の世代が既に高い個体数密度に達

していたようだ。松尾（1998）は，本種の交尾は2

～9月の長期間にわたり，産卵数は3,000粒と多産

で，ゾエア放出後日をおかずに再び抱卵するなど旺

盛な繁殖力を持つことから，好適な生息環境に恵ま

れればただちに大発生する可能性を示唆している。

4. 大群泳の経過のまとめ

これまで述べた考察をま とめると，今回の大群

泳は次のように整理することができる。

I）冬春季に，盤掛｜地先斜面に多量の成ガニが存在

しており，おびただしい量の産卵を行った。

2）例年ならば貧酸素水塊によって大量へい死が起

こる初夏の溶存酸素量が豊富で，越冬個体群の

減耗が少なく，そのうえに多量の稚ガニの新規加

入があった。

したい。

i~1 辞

神奈川県水産総合研究所の山田佳昭主任研究員

からは海洋観測データを，葉山しおさい博物館の

池田 等学芸員ならびに水産庁日本海区水産研究所

の黒田一紀博士からは貴重な文献をいただいた。

また，横浜市漁業協同組合柴支所の小山紀雄支所

長，斎田芳之理事。間、漁協金沢支所の早川厚一郎

氏，県水総研の清水詞道専門研究員，鈴木弘毅氏，

海をつくる会の木村豊氏，写真家の中野淳彦氏，葛

島一美氏，千葉県水産試験場富津分場といそご海

づり場の職員の方々からは情報を提供していただ

いた。ここに感謝の意を表する。
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三浦半島，江奈湾干潟におけるハクセンシオマネキの出現

工藤孝浩・山田陽治

Takahiro Kudo and Yohji Yamada: Occurrence of Fiddler Crab，【!calactea 

(Crustacea: Ocypodidae) on the Tidal Flat of the Ena Bay，恥1iuraPeninsula 

はじめに

シオマネキ類は，雄の片方のはさみ）Jt[Jが巨大化す

る特異な姿でよく知られるスナガニ科のカニで，日

本には lO種， うち本土には伊勢湾以西に2種が分

布する（止旧， 1995）。本土産2種の生息地

コーノレ90%溶液にて固定後に標木写真が撮影され

た（図4）。なお，本個体の標本は，葉山しおさい

｜専物館カニ類資料（HSM-Crb）として登録 ・保管さ

J＇している。

である干潟や河口域は埋め立てや港湾 ・河

川の改修工事などの人為的影響を受けやす

く，各産地で個体数が減少しており，環境

庁版のレッドデータブックに希少種と して

掲載された（環境庁編，j991）。

これまで，本県におけるシオマネキ類の

確実な出現記録はなかったが，このたび三

浦半島南端部に位置する干潟においてハク

センシオマネキVealact仰の雄 l個体が発

見 ・採集されたのでここに報告する。

発見・採集の経過

1999年6月29日，著者の一人で、ある山田

は， 三浦市南下浦町の江奈湾における干潟

生物の目視観察中に，ハクセンシオマネキ

の雄 l個体を発見した。本個体は，コメツ

キガニScopimeraglobosaやチゴ、ガニllyoplax

pusi/lusの群がりの中にいたが，白い巨大は

さみ脚を大きく振るウェーヴィング、行動を

とっていたため容易に存在が認められた。

発見地点は，干潟を流れ下るrli&;2mほど

の最も大きな樗筋の右岸に形成された砂質

分に富むなだらかな高まりの上流端で，背

後のヨシ原から Smほど離れていた（図 l

B, 2）。本個体に接近したところ，約 lmま

で近づいた時点でそばにあった巣穴に隠れ

たので，掘り返して採集した。巣穴はIOcm

前後の深さがあり，底質は固く締まってい

たため素手で掘るのは困難だ、った。

本個体は，採集後改めて干潟上に置かれ
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図2 江奈湾干潟の本標本発見地点付近（1999年7月2日

撮影）

図3 江奈湾干潟における生態（1999年6月29日撮影）

図4 ／工奈湾干潟において採集された標本（甲l幅

14.89rnrn，甲長9.24mrn，雄， 標本番号HSM  Crb 0525) 

登録標本の記載

HSM Crb-0525，甲 1ji~ 14.89mm，甲長9.24mm,t1f。

巨大はさみ脚 （左側） の可動指の長さl7.3mm，可

動指十不動指の長さ 22.lmm，両指のll交合面に目

立った歯はない。

生鮮時の甲の色は淡褐灰色で，若干青みがかつて

おり，不明瞭な明色の雲状斑があった。巨大はさみ

脚の掌部から指部にかけては乳白色で指部先端は純

白，長節 ・腕節はクリーム色で、あった。アノレコーノレ

溶液保存 lヶ月後では，甲の雲状斑がさらに不明瞭

になったほか大きな色彩の変化はみられていない。
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補足現地調査

本標本が幼生の自然分散によって江奈湾干潟に

定着したとすれば，現地には本標本のほかに未発

見の個体，特に目立たない雌がいる可能性が考え

られた。また，三浦半島の他の干潟に別の個体が定

着している可能性も考えられた。

そこで著者の一人工藤は， 本標本発見後すみや

かに江奈湾および周辺にある毘沙門湾， 小網代湾

並びに小田和湾の干潟を数次にわたって踏査目視

観察法によって調査し （図lA）， 本種の発見に務

めた。結果は表 lのとおりであり，スナガニ科と し

ては各調査地で、ヤマトオサガニMacrophth正limus

jαponicus，コメツキガニ， チゴガニが確認された

が，本種は発見できなかった。また，並行して聞き

取りによる情報収集も行ったが，シオマネキ類に

関する情報は得られなかった。

なお本種発見のニュースは，補足調査が終了した

1999年8月2日付け神奈川新聞の l面に掲載された。

考察

冒頭に，本標本の発見 ・採集が，木県におけるシ

オマネキ類の初記録である と述べたが，酒井

( J 976）によれば， Parisiのコレクションの中に三崎

産とされるハクセンシオマネキの亜種 Ucalactea 

annulipes （現在は U.annulipesという独立種） があ

る。しかし，酒井自身が木亜種の国内の分布に対し

て否定的な見解を示しており（酒井， 1976），現在

認められている産地はインド洋以西であることか

ら（和田恵次氏私信），三崎産とされる標本は他産

地のものとの取り違え，あるいは混同であると考

えられている（池田等氏私信）。

干潟海岸に生息する底生生物全般にわたる分布

域と現状を初めて全国規模でとりまとめた（財）世

界自然保護基金日本委員会（1996）によれば，ハ

クセンシオマネキの分布は伊勢湾以西（以南） と

された。

また3 東邦大学の風呂田利夫助教授は，日本ベン

トス学会がインターネット上に開設しているベン

トスメーリングリストに江奈湾における本種発見

情報を公開すると ともに，専門家・アマチュア研究

者から広く分布情報を求めた。その結果，伊勢湾で

は絶滅寸前で 1998年には久しぶりに生息が確認さ

れた （帝釈元氏私信）としづ情報が得られた一方，

愛知県以東の分布に関する情報は得られなかった

(1999年 10月時点）。

したがって，本報が本県におけるシオマネキ類

の初記録となるとともに，従来の東限および北限

を大111高に更新する記録と判断される。



表 1 三浦半島の干潟におけるハクセンシオマネキの補足調査結果（1999年）

調査地 調査月日 調査時間 干潮時刻と漸高

江奈湾 7月2日 14.00 15 30 14 07 (29crn) 

7月7日 15 00-16 DO 16:45(72crn) 

7月15日 11.00-1200 12:25( 5crn) 

箆沙門湾 7月7日 I 6・30-1700 16 45 (72crn) 

小網代湾 7月8日 930-11.00 6 ・ 37 (60crn) 

7月14日 12 00-13 00 11 4 4 ( 0 cm) 

小田和湾 7月14日 9 00 10:30 l l 44 ( Ocrn) 

7月15日 9 00-10.00 12:25( 5crn) 

7月29日 l 3・0014 00 11 2 8 ( 1 l c rn) 

潮岬以西にあって本県へ幼生を供給する可能性

がある和歌山県の安定した生息地は，1970年代に

既に2ヶ所を数えるばかりになっており（和田，

1978），紀伊水道対岸の徳島県吉野川河口では近縁

のシオマネキU.arcuataより個体数が少ない（パン

ダクラブt事島， 1997）。このよ うに孤立した小さな
地域個体群から生み出された幼生が，遠隔地への

分布拡大に寄与する確率は低いと考えられるが，

本種を含むスナガニ科は2ヶ月の浮遊期をもち，浮

遊幼生が黒潮に乗れば三浦半島に到達することは

不可能ではない（和田恵次氏私信）。

干潟に上陸する第l稚ガニの甲幅はl.4mmで，シ

オマネキより大きいがその後の成長は遅く，翌年

初夏の甲 111高は8mrn程度で，2年目にようやく成ガ

ニとなる（山口，1995）。木標本の甲幅は 14.89111111

で，過去の採集標本の甲幅範囲（山口編，1993）か

らみて成ガニと判断される。この大きさに達する

までには，1997年に上陸して 2回の冬を越してい

ることになるが，関東地方の最近2回の冬はともに

暖冬で，越冬は容易であったろう。

最近は，沖縄以南に分布するヒメ シオマネキu.
vocan.sが大阪湾で発見されたり（｜」ー｜下 ・山西，

1999），同じく沖縄以南に分布するベニシオマネキ

U.gaimard iとオキナワハクセ ンシオマネキ

U.perplexαが和歌山県で発見されるなど（和田恵次

氏私信），シオマネキ類の北方への分布拡大を示唆

する情報が複数得られている。本種の，従来知られ

ていた分布地から大きく 離れた本県における出現

も，これら一連の北方への拡大現象のひとつと解

釈される。

一方，本種はベットショップで売られる事があ

り（池田 等氏私信），本標本が人為的に放たれたも

のである可能性も否定できない。本県沿岸では，近

年になって明らかに海外や遠隔地から持ち込まれ
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その他のスナガニ科の生息
本種の生息 ヤTトオすγニ チコ’γ二 J ;! 'Jキカ’ニ

× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。

たと推察される「紛れものJの員が数多く発見され

ており （池日ヨ ・竹山， 1994），本来の分布地から大

きく外れる海岸動物の発見事例については，人為

的な移動の可能性を含めて検討する必要があろう。
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神奈川県産カゲロウ類の知見

石綿進一

Shin-ichi Ishiwata: Notes on Mayflies in Kanagawa Prefecture 

SUMMARY Three sp巴cies,Acentrellαsibirica (Kazlauskas), Ecdyonurus bajkovαe Kluge and Ecdyonurus scalans 

Klug巴representnew records from Japan. Diagnos巴Sand illustrations for known species are given. Distributional and 

other data that may be pertinent to mayflies of Kanagawa Pref，巴ctureare given for several speci巴s.

石綿（1997）は丹沢山地におけるカゲロ ウ相を

調査し12科80種のカゲロウを報告した。しかし，

この中には未記載種あるいは未記録種と思われる

カゲロウが含まれることから，便宜的に記号ある

いは数字などで区別しているグ、／レーフ。も多い。実

際には3 この調査で種名が判明したカゲロウはso
種にすぎない。さらに，種として記載されたカゲ

ロウであっても，成虫あるいは幼虫、いずれかのス

テージのみの記載の場合が多く，必ずしも種のレ

ベルまで同定できない場合も少なくない。これら

の傾向は県内外で実施された河川水生生物の調査

においても同様で，種名の判明していないカゲロ

ウが多く含まれている。そこで，これらの未整理

なカゲロウについて分類 ・同定上の検討を加える

とともに，神奈川県内 （以下，県内とする）で実

施された他の過去の記録についても再精査した。

この結果，新記録種（圏内初記録）が判明したほ

か，一部のカゲロウについて分類 ・同定上の新知

見が得られた。

日本産のカゲロウの分類学的な再検討について

は別に報告するつもりであるが， 本報では，県内の

河川に分布する種について扱うこととし，新記録

種を含め近縁種との相違点が明らかになった一部

の種について，特徴的な外部形態を述べる。また，

過去の記録のなかで誤同定が判明したカゲロウに

ついて訂正を加えた。

科の配列はMcCaff1巴rty (1996）によった。採集

記録は個体数（♂，♀，♂s，♀ S, Nはそれぞれ雄

成虫，雌成虫，雄亜成虫，♀亜成虫，幼虫を示す），

調査地点名，採集年月日，採集者の）｜慣に記した。楳

本は筆者が保存している。
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Leptophlebiidaeトビイロカゲロウヰヰ

Paraleptophlebia westoni Imanishi 

ウエストン 卜ビイロカゲロウ（図 I)

丹沢では8月とJO月に成虫の採集記録がある（石

綿，l996）。小林 ・野崎（1990）は，4月に横須賀

市内の小河川から本種の幼虫を記録している。以

下の三浦半島，大磯丘陵の採集記録を合わせると，

本種は山地から平野にかけて分布する種と思われ

る。

本種の幼虫の偲の形状は同属の他種から容易に

区別できるが（御勢， 1985），腹部背面の斑紋によっ

ても区別が可能である（図 1）。

l♀，森戸川（葉山町），17.VI.1999.野崎隆夫，

JON，宮下川（葛川水系不動J11），上吉沢，平塚市，

28.X.1999.石綿進一

Ephemerel Iida巴 マダラカゲロウ科

Cincticostella nigra (Ueno）クロマダラカゲロ ウ

（図2)

石綿 ・野崎（l980a）によって Epliemerella

( Cincticostella) T nと同定されたカゲロウは本種に相

当する。野JI府・石綿（1979）によって同定されたカ

ゲロウ， Epheme1ella sp. nayおよびEphemerellanigra 

は誤同定で，前者は本種に後者はマダラカゲロウ

属の未記載種 Epl間 nerellasp.にそれぞれ相当する。

御勢（l980a）は雄成虫の交尾器の違いによって

本種を次種オオクママダラカゲロウから区別でき

ると しているが，これは難しい。現在までのとこ

ろ，これら2種の成虫の区別は3 以下に述べる県内

における分布域や発生時期の違いによらざるをえ

ない。

幼虫においても本種は次種によく似ている。し



かし，終齢あるいはそれに近い幼虫では，腿節上の

根棒状小突起の有無で、次種から区別できる。本種

の幼虫にはこの小突起がほとんど存在しないのが

特徴である（図2）。ただし，若齢幼虫、で、はこの特

徴が不明瞭で区別が難しい。この場合，分布や出現

時期の違いによってある程度の区別ができる。本

種の分布は県内では丹沢（野｜｜碕・石綿，1979，石

綿 ・野崎， I980a），箱根（石綿， l982a, 1983）な

どの山地に限定され平地には認められないが，次

種オオクママダラカゲロウは山地から平地にかけ

て広く分布するのが大きな特徴である。また本種

は，幼虫が 12月からl月にかけて現れ，以後成長

を続け，成虫、が5月下旬から6月にかけて羽化する

年l世代の生活環をもっている（石綿，未発表） c本

種の羽化期は次種から約 lヶ月遅れる（石綿，

1989）。決定的ではないが，これら2種の分布域や

出現時期の違いによってある程度の区別は可能で

ある。

Cincticostella okumai (Gose) 

オオクママダラカゲロウ（図3)

野11碕・石綿（1979）によって同定された

Ephemerellαsp. nayは誤同定であり ，本種に相当

する。

本種の終齢あるいはそれに近い幼虫は，腿節上

に樫棒状小突起が数多く分布していることで前種

から区別できる（図3)c 

本種は，丹沢（野｜｜府・石綿， 1979；石綿 ・野崎，

1980a），箱根 （石綿， 1982a, 1983）などの山地か

ら横浜（小林， 1989），川｜｜！奇（林ほか， 1991）， 三浦

半島（野崎，1983），大磯E店主（石綿， 1982b）など

の平地にかけて広く分布する。本種は，県内で、は幼

虫が9月頃から出現し，以後成長を続け，成虫が翌

年の3月下旬から4月上旬に羽化する年 l世代の生

活環をもっている（石綿，未発表）。

2N，高麗7 大磯町， 15.IIl.1980.石綿進一，

Drunella bicornis (Gose) 

フタコブマダラカゲロウ（図4) 

現在まで、幼虫のみが記載されている（御勢，

1980b）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

4）。本種は卜ゲマダラカゲロウ属のなかでは小型

種であり（終齢幼虫の体長： 5必mm），幼虫の頭部

に一対のコブをもつことが特徴である。しかし，コ

ブのない近縁な末記載種がし、るので同定の際に注

意が必要である。

2♂，2♀，白石沢，河内川，山北町， 15.VI.1983

（羽化 ：16.VII) .石綿進－； SN，水無川，秦野市，
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30.V.1988.石綿進一．

Drunella bi.furcata (All巴n)

フタマタマダラカゲロウ（図S)

現在まで幼虫のみが記載されている（Allen,

1971）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

S）。

8♂， 2♀3 関下橋，狩川，南足柄市， 13-15.V.円83

（羽化 1618.V) .石綿進一 ；2♂，2♀，境川，沢

井川，藤野町，ll.V.1984 （羽化22-24.V).石綿進一

Drunella kohnoae(Allen) 

コオノマダラカゲロウ （図6)

現在まで、幼虫のみが記載されている （Allen,

1971）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

6）。

5♂，2♀，関下橋，狩川，南足柄市， 10.V.1983

（羽化 12 18.V）ー石綿進－ ;2♂，2♀，報徳橋，

酒匂川， 小田原市， 9.V.1984（羽化 ：18-26.V) 石

綿進一

Drunella trispina (Ueno) 

ミットゲマダラカゲロウ（図7)

原記載は幼虫によっている（Ueno, 1928）。本種

幼虫を飼育した結果，それによって得られた成虫

は（図7はその雄交尾器），Ueno (1931）によって

本種の成虫として記載されたカゲロウと異なるこ

とが判明した。Ueno (1931）の図はフタマタマダ

ラカゲロウと思われる。

2♂，2♀，関下橋，狩川， 南足柄市，16.V.1983（羽

化 18.V 3.VI.），石綿進一，IO♂， 6♀，白石沢，河

内川｜，山北町， 13.VI.1983 （羽化： 17-20.VI).石綿

進一．

Ephemerella comutus Gose 

ツノマダラカゲロウ （図8-1I) 

現在まで幼虫のみが記載されている（御勢，

1980c）。雄交尾器の図は木報がはじめてである。木

種は成虫 ・幼虫ともにイマニシマダラカゲロウに

似ている。しかしp これらは以下の点で区別でき

る。成虫では，陰茎上にある赫が背面および陰茎先

端部にある（図8）。幼虫で、は，各突起や各肢が長

いこと（図9-10），前肢腿節背面が一様に平らであ

りその表面に長毛を備えている（図 11）。また，本

種は比較的大型（終齢幼虫の体長 12-lSmm）であ

ることも特徴としてあげられる。

6N，日野，沢井川，藤野町， 25.V.1995.石綿進



Ephemerella denticula Allen 

ホソパマダラカゲロウ （図 12)

現在まで幼虫のみが記載されている（Al!en, 

1971)。原記載の幼虫が腹部背面の図のみで不明瞭

な部分が多いのでここに全体図を示した（図 12）。

木種はEphemerellaatagosanαアタゴ、マダラカゲロウ

のシノニムと思われる。

12♂， 9♀，境川， 沢井川， 藤野町， 17.IV.1985

（羽化 ：23-30.IV) 石綿進一

Ephemerella imanishii Gose 

イマニシマダラカゲロウ（図 1316) 

現在まで幼虫のみが記載されている（御勢，

l980c）。雄交尾器の図は本報がはじめてである（図

13）。本種は，成虫では陰茎上にある航が背面にあ

り3 幼虫では各突起や各肢が短いこと，前肢腿節の

先端近くが隆起し，そこに剛毛列があることが特

徴である（図 1416）。また，木種はツノマダラカゲ

ロウより小型で、ある（終齢幼虫の体長 .8-10111111）。

l♂，平戸，串川，津久井町， 3l.VU.1984 （羽化 ：

6.VIII.) .石綿進－；2♂，関下橋，狩川，南足柄市，

l l.VI.1985 （羽化： 15.Vl.).石綿進－ ；S♂， 10♀，

SN，高尾，中村川，中井町， 15.Vlll.1985 （羽化 ．

19-23. VIII.) 石綿進一

局ohemerellaishiwatai Gose 

イシワタマダラカゲロウ（図 17-22)

現在まで幼虫のみが記載されている（俳II勢 3

1985）。成虫の図は本報がはじめてである。

石綿 ・野崎（1980a）のEphemerella( Cincticostella) 

Ioは，本種に相当する。本種は県内では酒匂川lの下

流域のみで記録されている。幼虫は水生植物上に

認められる場合が多い。

本種は狩川で採集された標本に基づき新種とし

て発表された（御勢，私信）。記載は幼虫のみによっ

てなされており ，近縁な種や未記載種の存在が同

定を困難にさせていた。本種に近縁なマダラカゲ

ロウ属の種には，幼虫の突起が後頭部だけに存在

するグループと同様な突起が胸部背面にまでおよ

んでいる二つのグルーフ。があり，前者には本種と

未記載種2種が後者にはツノマダラカゲロウとイマ

ニシマダラカゲロウが含まれている。県内ではこ

れらすべてが確認されているが，前者のクソレーフ。

は，胸部背面の突起の有無によって後者からの区

別は容易である。前者間では，本種は幼虫の後肢腿

節上のー列の梶棒状の剛毛の存在（図22の矢印）に

よって，他の近縁な未記載種から区別できる。成虫

は雄の交尾器の形態の違い（図 18-19）で近縁種か

ら区別できる。
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2♂，要定川，和田河原，南足柄市，30.V.1985

（羽化： 29.V-1.VI) 石綿進一 ；5N，要定川， 和

田河原，南足柄市， 30.Y.1985.石綿進一．

Ephemerella setigera Bajkova 

クシゲマダラカゲロウ（図2325) 

現在までに成虫 ・幼虫ともに記載されている

(Bajkova, 1965 ; Tiu nova & Belov, 1984）。 未記載

の近縁種が存在することから，同定の際に注意が

必要である。雄成虫の交尾器の形態はこれらの近

縁種に似ているが，本種は陰茎の腹面から側面に

かけて数多くの赫状刺毛があり，その背面に臓が

ないのが特徴である（図23）。幼虫、では，後頭部の

2対の小隆起が特徴で、ある（図 25）。

5♂，l O♀， SN，鴨沢，中村川，中井町，

I 5.YIII.1985.石綿進一

Baetidaeコカゲロヴ科

Acentrella gnom (Kluge) 

ミツオミジカオフタバコカゲロウ （新称）

（図26)

木種は県内では相模）！｜から報告されている（小

林， 1992）。

本属の特徴は，成虫では後姐がなく仁h胸背面市i
縁部の突起が著しいこと（図27の矢印），幼虫では

尾に遊泳毛があることなどがあげられる（図26）。

成虫では，本種が腹部背面の第2-6腹節が白色あ

るいは半透明，第7-9腹節が暗褐色であることに

よって，腹部背面が一様に褐色である次種から区

別できる（Tshernovaet al., J 986）。幼虫は次種と

よく似ているが，木種の幼虫、の尾が3本あることに

よって， 2本の尾をもっ次種から区別できる。

8♂，小倉橋，城山町，1.VII.1986.石綿進一；9N,

小倉橋，城山町，l.VII.1986.石綿進一

Acentrella sibirica (Kazlauskas) 

ミジカオフタバコカゲロワ（図27-30)

日本から初記録である。相模）11から報告されて

し＼るミジカオフタバコカゲロウ属の l種Acent rel/a 

sp. B （小林， 1992）および金目jIIからのAcentre Ila 

sp. （石綿，1997）は本種に相当する。

Gose (1965）はPseudocloeonnosegαwaensisを

成虫に基づき新種として記載した。その後，待II勢

(I 980a）はこの幼虫を記載し，和名をミジカオフ

タバコカゲロウとした。本種はこの成虫の外部形

態の類似から韓国からロシアにかけて分布する

Baetiella tuberculata (Kazlauskas）のシノニムとさ

れた（Tshernovaet al., 1986）。しかし，Waltz& 

McCafferty ( 1987）によれば，御勢 (J980a）が記



載したこのミジカオフタバコカゲロウの幼虫は，

Acentrel lαの特徴を備えており Baetiellaや

Pseudocloeonではない。いっぽう，記載されたP.

nosegawaensisの成虫は Baetiellaの特徴があり，

Acentrellaに属さないことが分かつた。従って， qmri

勢 （1980a）の幼虫と成虫の対応が間違っているこ

とになる。筆者もタイプ産地の標本を検討した結

果，このことを確認している（P.nosegawaensisの

タイプ標本は紛失している）。さらに，幼虫の外部

形態の違し、から B.tuberculataとP.nosegawaensisは

それぞれ別種であると考えられる（石綿，未発表）。

これらのこ とから， 先のシノニムの扱いには疑問が

ある。

日本周辺で記載されているミジカオフタバコカ

ゲロウ属の幼虫のうち2木の尾を持つカゲロウにつ

いては， Acentrellalat a (Mu ller-Liebenau）が台湾か

ら，Acentrellasibirica (Kazlauslくas）がロシアからそ

れぞれ報告されている。このうち 日本では沖縄か

らA.lαtα の幼虫が記録されている（仲曽根他，

1998）。県内および他の地域で採集された標本を検

討した結果，2本の尾を持つミジカオフタバコカゲ

ロウ属のう ち沖縄を除く他の地域に分布するカゲ

ロウは，A.sibiricaと同定することができる。A

s1.biricaの幼虫は中 ・後肢の各けい節に二列の長毛

列をもっていることでA la tα から区別できる

(Kluge, 1997) a 

5♂，小倉橋，城山町， 29.YI.1986.石綿進ーパON,

小倉橋，城山町，29.Yl.1986.石綿進一．

Di pt巴rornirnidaeガガンボカゲロ ウ科

Dipteromimus tipuliformis McLachlan 

ガガンボカゲロウ（図3I) 

野11碕，石綿（1979）， 石綿（1980），石綿，野崎

( 1980b）が本種と同定したカゲロウは誤同定で，こ

れらはBαetisspp.である。本種は県内では相模）I ［上

流域の早戸川水系と道志川水系から記録されている

（守屋， 1997；石綿，1997）。

本種の若齢幼虫は3 コカゲロウ科，フタオカゲロ

ウ科およびヒメフタオカゲロウ科の幼虫に似てい

る。しかし，本種の幼虫の中胸部の一部が下方に著

しく突出している点で上記カゲロウから容易に区別

できる（図31の矢印：図は京都府貴船産）。

Siphlonuridaeフタオカゲロウ科

Siphlonurus yoshinoensis Gos巳

ヨシノ フタオカゲロウ （図32-34)

原記載は成虫および成虫によっている（御勢，

1979）。それ以後の記載はなし、。雄交尾器の図は本

報がはじめてである （図32-34）。
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l♂，2早，関下橋，狩川，南足柄市，21.VI.I 983 

（羽化 ：25.VI.) .石綿進一；l♂s，松茸山， 鳥屋，

津久井町， 22.VT.1992.守屋博文．

Hep tag巴niidaeヒラタカゲロ ウキヰ

Ecdyonurus bajkovae Klug巴

オニヒメ タニガワカゲロ ウ（新称）

（図35-37)

日本から初記録である。山｜｜｜奇（1987）が多摩）11か

ら報告しているEcdyonurussp. Aは本種に相当する。

成虫は雄の交尾器の外部形態の違い（図36）や

前胸から中胸側面の中ほどにかけて黒色の帯を持

つことによって（図35の矢印），他の小型のタニガ

ワカゲロワ属から区別できる。幼虫では特徴的な

体の斑紋と強大な剛毛と長毛を備えた尾毛の存在

で区別できる（図37）。

日本の他，ロシア，韓国にも分布する（Tshernova

etal., 1986;Baeetal., 1994）。

2♂，川上川，牧野， 藤野町， 9.VI.I 988.石綿進

一 ；2N，川上川，牧野，藤野町，9.VI.1988.石綿

進一．

Ecdyonurus sealαris Kluge 

ヒメタニガワカゲロウ（新称）（図38-41)

日本から初記録である。石綿（1997) の

Ee砂O/JUI川 sp.2は本種に相当する。

成虫では，雄の交尾器の外部形態の違し、（亜生殖

板の突起 ．図40の矢印 ；交尾器の形態 ：図4041) 

や腹部背面の模様（図38の矢印）によって，他の

小型のタニガワカゲロウ属から区別できる。ただ

い小型で、あるため陰茎をアノレカリで前処理し， そ

の後検鏡したほうが献を識別しやすい。いっぽう，

幼虫では区別が難しい。

日本の他，ロシア，韓国に分布する（Tshernova

etal., 1986;Baeetal., 1994）。

l♂s，入間坂， 藤野町，29.IX.1986.石綿進一；l

♂，八丁，山北町， 21.Vl.1995.石綿進－；1♂S, 3 

♀s，春岳沢，秦野市， 15.VIII.1996.石綿進一

Ecdyonurus yoshidae Takahashi 

シロタニガワカゲロウ（図42)

原記載は成虫によっている（高橋，1924）。その

後，幼虫や成虫は， Ueno(1928, 1931），今西（1940) 

によって記載あるいは再記載されている。本種に

類似した近縁な種がいるので同定の際に注意が必

要である。本種の成虫や幼虫は胸部側面に黒点の

斑紋を持ち（図42），幼虫の各肢腿節後縁に刺毛と

長毛が両方存在する。いっぽう，近縁種はこれらの

特徴を持っていない。これらのことから本種を近



縁種から区別することが可能である。

12N，飯泉，J酉匂川，小田原市， 8.IX.1992.石綿

進一， l♂s，松茸山，鳥屋， 津久井町， 22.VI.1992. 

守屋博文， 2♂，2♀， 日向薬師， 日向川，伊勢原

市，2.VIII.1996.石綿進－；s♂ S, 2♀s，白石沢，
河内J11，山北町， 24.VIII. l 996.石綿進一

Epeorus curvatulus (Matsumura) 

ユミモンヒ ラタカゲロウ（図43)

本種は松村（193 l）によって新種として記載され

た。その後，今西が本種を再記載し現在に至ってい

る（Imanishi,1934；今西， 1940）。それぞれが記載

した種の同一性に問題があるようだが，ここでは従

来どおりImanishi( 1934）に順 じた。御勢 （1985) 

によると，本種の幼虫は山地渓流の激流部に生息す

ると述べられているが，以下の記録のようにE陵地

帯にも分布する。ただし， 三浦半島からは確認され

ていなし、。

本種は成虫・幼虫ともに次のクムノレスヒラタカゲ

ロウに似ている。 しかしこれらは以下の点で区別で

きる。雄交尾器はクムノレスヒ ラタカゲロウに酷似し

ているが，本種は，前姐付け根の黒斑が帯状である

ことが特徴である。幼虫では，尾毛の背面に長毛列

があることが大きな特徴である（図43）。

l♂，2♀，l♀，宮下川，葛川水系不動川，上吉

沢，平塚市 4.VI.1999，石綿進一 ．

Epeoru.s curvatu.lus cumulus lmanishi 

クムノレスヒ ラタカゲロウ（図44)

前種の亜種となっている。別種とすべきであろう

が，竹門（1990）にならい亜種として扱う。幼虫は

滝や砂防堰堤の流心部を離れた飛抹帯，源流の浅い

れき底等で採集される。雄交尾器の図は本報がはじ

めてである （図44）。本種の幼虫は，オピカゲロウ

の幼虫と同時に採集されることがある。

本種は前種に似ているが，成虫の前麹付け根に黒

点があることが特徴である。幼虫では尾毛の背面に

前種に認められる長毛列がないことが特徴である。

また，本種が大型で体長20nunに及ぶこと，体色が

濃褐色であることも特徴としてあげられる。

l♂，lN，大棚沢，帯沢，山北町， 7.VI.1996，石

綿進一；lN，春岳沢，蓑毛，秦野市，8.VIII.1996,

石綿進一
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図1-11 I ウエストン トビイ ロカゲロウ幼虫腹部背面 2 クロマダラカゲロウ幼虫後肢腿節背面 3：オオクママダ

ラカゲロウ幼虫後肢IJ退節背面.4：フタコブマダラカゲロ ウ雄成虫交尾探背面 5：フタマタマ夕、ラカゲロ ウ雄成虫

交尾器腹面.6・コオノマダラカゲロウ雄成虫交尾器腹商 7 ミットゲマダラカゲロウ雄成虫交尾器腹面.8 l l：ツ

ノマダラカゲロウ，8 成虫陰茎背面 ；9・幼虫頭部前面 ；10：幼虫の頭部および胸部側面， II：幼虫前肢背面

Fi gs. 1-11 I. Paraleptoph!ebia westoni Jmanishi (nymph), abdomen in dorsal view. 2: Cincticostella nigra (U巴no)(nymph),hind 

femora in dorsal view. 3: Cincticoslella okurnai (Gos巴）（nymph),hind femora in dorsal view. 4: Drunella bicornis (Gos巴）， male 

genitalia in dorsal view. 5: Drune!!a btβtrcata (All巴n),male genitalia in V巴ntralview. 6: Drunella kohnoae (Allen), male g巴nitalia

in ventral view. 7: Drunella trispi11α（Ueno), male g巴nitaliain V巴ntralview. 8-11: Ephemerel/a cornutus Gose (8: ma！巴 imago,

9-l l nymph), 8: penes in dorsal view ; 9: head in f1ontal view; I 0: head and thorax in lateral vi巴w;11 for巴legin do1sal view. 
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図12-22. 12 ホソハマダラカゲロウ幼虫全体図 13 16 イマニシマダラカゲロワ， 13 成虫陰茎背面 ，14 幼虫頭部前

面， 15：；幼虫の頭部および胸部側面 ；16 幼虫前肢背面 17-22 イシワタマダラカゲロ ウ， 17 成虫胸部腹面 ，18 成

虫雄交尾総腹面 ，19：陰茎背面， 20：幼虫頭部前面； 21：幼虫前肢背面， 22 幼虫後J1支背面

Fi gs. 12-22. 12：・Ephemerelladenticula Allen, nymph in dorsal view. 13-16: Epheme1ella imanishii Gos巴（13:male imago, 14-16・

nymph), 13: genitalia in dorsal view; 14: head in frontal view; 15: head and thorax in lat巴ralview; 16: fore leg in dorsal vi巴W 17-22: 

Epheme1 ella ishiwatai Gos巴(1719: ma！巴imago,20 22: nymph), 17: pro and mesosternum; 18: genitalia in ventral view; 19: pen巴S

in dorsal view; 20: head in front view; 21 fore I巴gin dorsal view; 22: hind leg in dorsal view (allow showing a row of clavated setae). 
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図23-34.23-25 ：クシゲ、マダラカゲロウ， 23 成虫陰茎腹面； 24 幼虫全体図 ，25・幼虫頭部前面 26. ミツオミジカ

オフタバコカゲロウ幼虫全体図 .27-30 ミジカオフタバコカゲロウ， 27：成虫胸部側面（矢印は突出部） ; 28 成虫

胸部腹面 ；29：成虫前胸後側面 ，30 雄成虫交尾探 31: McLachlanガガンボカゲロウ幼虫胸部腹面（矢印は突起）

32 34 ヨシノフタオカゲロウ雄成虫， 32 交尾器l度面 ，33 陰茎腹面 ；34：陰茎側面

Fi gs. 23-34. 23-25: Ephemerella setige1 a B司jkova(23: male imago, 24, 25: nymph), 23：・ P巴nesin dorsal view; 24: nymph in dorsal 

view. 25：・ headin front view. 26: Acenrre//a gnom (Kluge), nymph in dorsal vi巴w.27-29：・ Acentrellasibirica (Kazlauslくお）（male

imago), 27: mesonotum in dorso-lateral view (allow showing anterior process of mesonotum = sha1ply project巴danteronotal 

protuberance); 28: pro-and m巴sosternum;29: prosternum in postero-lateral vi巴w;30: genitalia in ventral vi巴w.31：・ Diptewmimus

tipuliformis McLachlan, nymph in ventro-lateral view (allows showing tubercles of mesosternum). 32-34: Siphlonurus yoshinoensis 

Gose (mal巴imago),32: g巴nitaliain ventral vi巴w;33: p巴nesin ventral view; 34: p巴nesl日lateralview. 
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44 43 
図3544. 35 37：オニヒメタニガワカゲロウ，35：成虫頭部および胸部背側面（矢印は黒帯斑） ; 36：成虫雄交尾器

腹面； 37：幼虫全体図 38-41：ヒメ タニガワカゲロ ウ成虫 ，38：頭部，胸部および腹部背面（矢印は斑紋） ; 39 

前胸部後側複面， 40 雄交尾器腹面（矢印は亜生殖板の突起；陰茎は｜徐く） ; 41：陰茎腹面 42 シロタニガワカゲ

ロウ幼虫胸部側面.43 ユミモンヒ ラタカゲロウ幼虫腹部末端背面 44・クムルスヒラグカゲロウ陰茎！直面

Fi gs. 35-44. 35 37: Eαlyonurus bajkoνae Klug巴（35,36: mal巴imago,37：・ nymph),35：・ headand thorax in lateral view (allow 

showing marking); 36: male genitalia in V巴ntralview; 37: nymph in dorsal view. 38-41: Ecdyonurus scalaris Kluge (ma！巴

imago), 38：・ h巴ad,thorax and abdom巴nin dorsal view (allows showing markings); 39：・ prosternumin post巴ro-late1alview; 40: 

genitalia in v巴ntralview (penes mov巴d;allows showing lateral process of subg巴日italplate); 41 penes in ventral view. 42. 

Ecdyonurus yoshidae Takahashi (nymph), thorax in lateral view; 43: Epeorus curvatu/us (Matsum山 a)(nymph),apex of abdomen 

in dorsal vi巴w.44：・ Epeoruscurvatulus cumulus Imanishi, p巴nesin ventral view 
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神奈川自然誌資料（21):83-88, Mar. 2000 

神奈川県のルリポシヤンマとオオルリポシヤンマ

岸一弘

Kazuhiro Kishi: Notes on Aeshnajuncea (Linnaeus, 1758) and 

AeshnaηigrojlaναMartin, 1908 in Kanagawa Prefecture 

はじめに

神奈川県（以下，県内とする）から記録されてい

るルリポシヤンマ属の トンボは，ルリボシヤンマ

Aeshnαjuncea (Linnaeus, 1758）とオオルリボシヤ

ンマAeshηαnigrojlava Martin, 1908の2種であるc

ルリ ボシヤンマは，1970年代後半まで県内では

記録されておらず， 1979年に秦野市蓑毛で採集さ

れた幼虫が初めての記録となった（石川I, 1981）。

その後，丹沢・箱根の山麓部などで記録が追加され

（佐々木ほか，1990），当初考えられていたよりも広

範囲に分布する種類であることが明らかとなりつ

つある。

一方のオオルリボシヤンマは，朝比奈（1957）に

より箱根山の記録が発表されたものの，その後永

らく追加記録が得られなかった。 30年後の 1987年

になって，ようやく相模湖町，厚木市から発見され

た（佐々木ほか，1990）が， 記録地 ・個体数の少な

さから，苅部ほか（1995）により県の絶滅危倶種に

位置づけられている。

木稿では，これまでに得られたルリボシヤンマ

とオオルリボシヤンマの知見を整理し，県内にお

ける両種の分布と生態についてまとめてみたい。

文末となったが，本稿をまとめるにあたり，種々

お世話になった苅部治紀，岸しげみ，木村来日未，仲

野謙の各氏に感謝申し上げる。

凡例

1)記録は，未発表記録，文献記録を一括して市町

村別に整理した。

2）未発表記録については，記録頭数，記録地，記

録年月日，記録者の！！慣に配列した。なお，筆者単

独の記録については，記録者名を省略した。

3）目撃記録は（）書きで表した。たとえば，l♂

(2♂l♀）は 1♂採集し，その他に2♂l♀目撃

したことを示す。

83 

1. ルリポシヤンマ AeshnaJUncea 

1)記録

。）111崎市 田麻生区黒川 （佐 木々ほか， 1990)

0藤野町 (1♂），牧野加茂尾，23.IX. 1990 
く〉相模湖町：3♂，若杉11・相模湖ピクニックランド，

3. IX. 1988 , (1♂l♀），相模湖ピクニックランド，

1. x 1988 ; (1♂），相模湖ピクニックランド， 29.
IX. 1996 ; (1♂），寸沢嵐箕石橋，29.IX. 1996 

く〉津久井町 ：鳥屋谷戸 ・鳥屋宮之前（苅部 ・岸，

1997) ; I♂l♀，鳥屋西門，18.IX. 1988; 2♂，鳥

屋西門， 2.IX. 1989; (4♂），鳥屋西門， 24. IX. 1989, 

(1♂），鳥屋西門， 1.x 1989 ; 1♀（産卵中），鳥
屋谷戸，3.IX.1988;1♀（産卵中），鳥屋谷戸， 10.

IX. 1988 [16: 00] ; (1♀），鳥屋谷戸， 1.x. 1988 
[15 : 00] ' 1♂（l♂l♀），鳥屋谷戸，9.IX. 1989; 

(I♂），鳥屋谷戸，24.IX. 1989; I♂，鳥屋谷戸，

23. IX. 1990; (l♂），鳥屋谷戸， 6.X.1992; (1♂）， 

鳥屋谷戸，20.IX. 1993 ; (1♂），鳥屋谷戸，30.IX. 

1993 , (1♂），鳥屋谷戸，ll. x 1993 ; (1♂），鳥
屋谷戸，18.x 1993; (1♂），鳥屋谷戸， 14.IX. 
1995 ; (2♂） ＇鳥屋谷 戸，23.IX.1995;(2♂l♀）， 

鳥屋谷戸，9.x. 1995 ; (l♂），鳥屋谷戸，27.IX. 
1999 ; 2♂（5♂l♀），長竹・朝日寺， 23.JX.1999,

岸・岸しげみ ；（2♂），長竹・朝日寺，27.IX. 1999; 

(2♂l♀），長竹 ・志田峠，23.IX. 1999，岸 ・岸

しげみ

0城山町 ・（）11尻）雨降（平子，l983) ; ( 1♂） ＇川

尻穴川，27.x. 1997 
。清川村．宮ヶ瀬向落合 ・宮ヶ瀬東沢（苅部 ・岸，

1997) ; 1♂（2♂），宮ヶ瀬向落合， 20.IX目 1993; 

(l♂），宮ヶ向落合瀬，30.IX. 1993 （図 3-5); (1 

♂l♀），宮ヶ瀬向落合， 5.IX.1994;(1♂），宮ヶ

瀬東沢，23.x 1995 ; (1♂），宮ヶ瀬東沢，2.IX. 
1996 ; (2♂），宮ヶ瀬東沢，16.IX. 1996 ; (3♂）， 

宮ヶ瀬東沢，18.IX. 1996 ; (2♂）， 宮ヶ瀬東沢， 24.

IX. 1996 ; (1♂），宮ヶ瀬東沢， 31.VIII. 1997 ; (l 



♂）， 煤ヶ谷宮野， 1.x 1989 
く〉愛川町 ：八菅山（苅部ほか，l999) 

。厚木市： 1♀羽化鼓＼上荻野岩倉，17.IX.1988,

l♂（1♀），上荻野岩倉，18.IX. 1988; （幼虫 Iex.), 

上荻野岩倉，9.X. 1988 ; I♂ （縄張り・探雌・摂

食飛河）， 上荻野岩倉，10.IX. 1989 [15 : 30頃］ ；

3♂ （ 3♂），上荻野岩倉， 24.IX. 1990 , l♀ （黄

昏時に摂食飛朔［17: 50］），上荻野上ilr条，15.IX. 

1989; (1♂），上荻野上11阜 30.lX. 1993; （幼虫記xs.),

上荻野深堀， 13.x. 1999 ; (1♂）， 厚木市上荻野
横林，23.IX. 1989 ; I♂（I♂），上荻野横林，30.

IX. 1989 ; （幼虫 lex.），上荻野横林， 6.IX. 1990 ; 1 

♂（幼虫2exs.），上荻野横林，10.x 1990, （幼虫
数頭）， 上荻野横林，7.x. 1992 ; （幼虫 lex.），上
荻野横林，15.IX. 1993 , 1♂， 中荻野，19.VIII. 

1999，木村和未；幼虫l巴x.・l♂羽化殻（幼虫4exs.),

中荻野，22.VIII. 1999 （図 3-4); 1♀， 棚沢，17.

IX. 1990 ; (1♂），棚沢， 7.x. 1992，七沢自然保
護センター（高橋，1986；高橋，1987)

0二宮町． 一色（棟 ・小口，1990)
く〉秦野市 ：蓑毛（石川，198l) ; I ♂，蓑毛，16.IX. 

1989 ; (2♂l♀），蓑毛，12.IX. 1994 ; (I♀．産卵

中），大倉，13. IX. 1993 [15目 00］；大倉 （苅音卜

岸，1997)

く〉松田町 ：（幼虫lex.），松田庶子，9.x. 1988 
0南足柄市 1♂，矢倉沢金時山，13.lX. 1998，仲

野謙

。箱根町 ：{iJ_J石原（苅部，1984）；仙石原湿原 ・仙

石原ダノレマ石（佐々木ほか，1990); l♀（I♂），湖

尻，25.IX.1995; 1♂ （I♂2♀），元箱根お玉が

池， 25.IX. 1995 ; (2♂）？お玉が池， 19.IX. 1996 , 

(3♂，幼虫5exs.）， お玉が池， 28.VIII. 1997 

。湯河原町 ・鍛冶屋（佐々木ほ

か，1990)

く〉県外（県境付近） ．幼虫記XS.

（幼虫 12巴xs.），静岡県駿東郡小

山町竹之下 ・足柄城跡， 20.IX. 

1999 

2）分布状況

図 lのとおり，本種の記録は

そのほとんどが小仏・中津山地，

丹沢山地及び箱根火山（以下，箱

根）とその周辺域で得られてお

り，この地域が本種の分布域と

判断される。西丹沢からは確実

な記録が得られていないが，こ

れは調査不足とし、う見方もでき

地域に幼虫の生息が可能な水域に乏しいため， こ

の地域にはほとんど生息していないというのが実

態だと思われる。

なお，川崎市麻生区黒川（佐々木ほか，1990）と

ご吉町一色（椀 ・小口， 1990）からも記録されてい

るが，いずれも周辺地域ではまったく記録されて

おらず，分布域からの飛来も しくはそれに由来す

る一時的な発生と推測される。

3）棲息環境

木種が棲息するのは，山中・山麓の小規模な池，

山地渓流に作られた堰堤のたまり，中規模の池の

周辺に広がる湿地，谷戸の湿地など、の止水域で、あ

る（図3I～3）。このうち， 堰堤のたまりは上流か

ら流される土砂の堆積により環境は常に変化して

おり，大雨で、幼虫が一挙に押し流されてしまうこ

とも考えられ，良好な棲息環境とは言い難い。しか

し3 止水環境に乏しい本県においては3 一時的な棲

息地として， 言い換えれば分布拡大の拠点、として

堰堤のたまりが果たしている役割は少なくない。

4）成虫の出現期

成虫の出現期は，箱根とそれ以外の地域で異な

る。箱根では， f也の地域に先駆けて8月下旬には成
熟成虫が出現する。羽化殻は6月 12日に記録され

ている（佐々木ほか， 1990）が，成熟成虫が見ら

れるのは8月下旬以降なので，羽化期の中心はより

遅いと推測される。没姿期は10月上旬である（佐々

木ほか，l990）。それ以外の地域では出現期がより

遅くなり，最も早い記録は厚木市七沢における8月

15日（土方，1994）である。成熟成虫は9月上旬以

降に記録され，9月中旬から 10月初旬に最盛期を迎

ないわけではないが，むしろ当 図1 神奈川県におけるルリボシヤンマの記録地
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える。没姿期は10月下旬で，最も遅い記録は 10月

27日に得られている（本稿）。

5）連結・交尾

連結 ・交尾に関しては，以下のとおり午後に観察

記録が得られている。

。津久井町鳥屋谷戸 （9.IX. 1989) ：休tJj:田で産卵

中の♀のそばで，♂が探附：飛朔を交えたホパリング

を行う。♀が飛び上がった時に♂が♀を発見し，捕

捉した後に交尾態となり，樹上へと飛び去る（！？

10）。

。清川村ー宮ヶ瀬向落合（5.IX. 1994) : 14 : 40，池

周辺の小規模な止水に♀が飛来。すぐに♂が発見

し，捕捉して連結状態で、草地に落下。その後，交尾

態となって上空へ飛び去る。

。箱根町元箱根お玉が池（25.IX. 1995) : 15 : 30 

頃，産卵中の♀に♂が飛ひ、かかって捕捉し，交尾を

試みるが失敗。15・52，産卵中の別の♀に♂が飛び

かかって捕捉し，交尾態になって飛び去る。

。津久井町鳥屋谷戸（9.x. 1995）：休耕田の水た
まりでさかんに探雌飛朔を行っている l♂が，産卵

中の♀を発見。すぐに捕捉して飛び上がり（図3-

6），すぐに交尾態となって付近のスギ樹冠部に止ま

る［13: 25］。

。津久井町長竹 ・志田峠（23.IX. 1999) ：産卵中の

♀を♂が捕捉し，連結して飛び上がるが，視界から

消え去るまで交尾態にならず［13時頃］。

6）♂成熟成虫の行動

成熟した♂成虫は，湿地や小止水の上空で、ホバリ

ングを交えた縄張り飛朔を行う。小規模な水域に棲

息するため，個体数が多い棲息地では狭い水域に複

数頭の♂飛来し，♂同士が出合うたびに他の♂を排

除しようと して追い立て，逃げ出す♂を追尾する行

動がしばしば見られる。15時頃以降になると，しば

しば水際の草本の問に潜り込むようにして♀を探

す， 探雌飛朔が観察されるようになる。

活動中に天候が悪化したり｜湯が陰ると 3水域から

離れ，周辺の樹木で休息に入る事例が観察されてい

る。1989年9月12日，秦野市蓑毛での観察によれ

ば，小規模な池で、縄張り飛朔を行っていたl♂が，

曇天になって日差しがなくなると間もなくスギの樹

冠部へと移動し，樹冠部の小枝に静止した。

没姿期の L997年 lO月27日，城山町川尻穴川で

観察した l♂は，谷戸田周辺を往復飛朔し，時折摂

食するだけでホパリングを交える明確な縄張り飛朔

は行わなかった。その原因が老熟個体だ、ったからな

のか，それとも別の原因によるのかは不明である。
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7)成虫の腹長・後趨長

成虫の腹長 ・後麹長については，浜田 ・井上

( 1985）では 「♂ ー腹長49～58nun，後遡長44～54

mm，♀ ：腹長48～58llllll，後遡長45～55mmJ，杉

村ほか （1999）では「腹長♂ 53～60mm，♀51～ 

58 mm。後麹長♂45～54mm，♀46～57mm」と記載

されている。木県産の個体は表い2のとおりで，♂

は！｜室長53.0～61.5mm (30個体の平均 ・57.72mrn），後

麹長51.5～58.5［凹 （30個体の平均 ：54.30mm），♀ 

は腹長52.0～58.5凹 （Il個体の平均 ・55.64nun），後

遡長51.5～56.0mrn(I l個体の平均 ：53.73 mm）であ

り，明らかに大型な個体群であることが判明した。

2. オオルリポシヤンマ Aeshnanigrof lava 

1)記録

。相模湖町． 若柳 （佐々 木ほか，1990；苅部ほか，

l995) 

01青川村 ：宮ヶ瀬東沢（苅部 ・j辛，1997); (3♂ 1 

♀＜3♂．谷の斜面部のかなりの高さの所を飛朔。l

♀．産卵中＞），宮ヶ瀬東沢， 2.IX. 1996; (1♀）， 

宮ヶ瀬東沢，16.IX. 1996; (I♀・産卵中），宮ヶ

瀬東沢，24. IX. 1996, (l♂），宮ヶ瀬東沢，31.vm. 

1997 

く〉厚木市 ・上荻野上峰（佐々木ほか，1990；苅部ほ

か， 1995，岸，1999); l♂3 上荻野上峰，24. IX. 

1998；棚沢（苅部ほか， 1995），七沢自然保護セン

ター （佐々木ほか，1990；土方，1994)

O愛川町 ：八菅山 （苅部ほか，1995)
く〉箱根町 ：お玉ヶ池（苅部ほか，l995)

2）分布状況

県内における本種の記録地は，図2のとおりであ

る。小仏 ・中津山地，丹沢山地及び箱根火山とその

周辺域で記録が得られているが，ノレリボシヤンマ

に比べると記録地は極めて局所的で、ある。その原

因は明らかで，県内には本種の好む広い止水域が

非常に少ないことによる。

3）棲息環境

木種は，開放水面のある比較的広い池に棲息す

る。発生が確認されているのは， 羽化殻が記録され

ている厚木市上荻野上峰（苅部ほか＇ 1995）だけで

ある。記録数の多し、相模湖町若柳，情Jll村宮ヶ瀬東

沢でも発生しているものと推測されるが， 個体数

は不安定である。ちなみに， 1999年は厚木市上荻

野上峰と清川村宮ヶ瀬東沢（因子7）で成虫の出現

期に何度か調査を実施したが，まったく本種を確

認できなかった。

なお，清川村宮ヶi煩東沢の池のように，新たに出



表1 神奈川県産ルリ ボシヤンマ♂の）｜夏長及び後趨長．

産 地 腹長 後麹長

相模湖町若柳 60.5mm 55. Onn 

相模湖町若柳 57. Omm 53. Om 

相模湖町若柳・ピク二、yクランド 59.5mm 52. Omm 

相模湖町若柳・ピクニックランド 58.0mm 55. Omm 

相模湖町若柳・ピク二、yクランド 60. Omm 55. 0111111 

津久井町鳥屋谷戸 55. Omm 52. Omm 

津久井町鳥屋谷戸 57.5m冊 53. 5mm 

津久井町鳥屋西門 56. Omm 52. Omm 

津久井町鳥屋 57.0mm 54. Omm 

津久井町長竹 ・朝日寺 58.0mm 53. 0111111 

津久井町長竹・朝日寺 60.0mm 56. Omm 

津久井町長竹・朝日寺 56. 5rnm 55. Omm 

津久井町長竹 ・朝日寺 59. 5mm 57. 5mm 

津久井町長竹・朝日寺 59.0胴 58.5m 

津久井町長竹・朝日寺 58. Omm 57.0mm 

厚木市上荻野岩倉 58. Dmm 52. 5mm 

厚木市上荻野岩倉 55. Omm 54. 5mm 

厚木市上荻野岩倉 58. 5mm 55. 5mm 

厚木市上荻野岩倉 53. Omm 52. 5mm 

厚木市上荻野岩倉 56. 5mm 52. 5mm 

厚木市上荻野横林 59. 011111 54. 5mm 

厚木市中荻野 60. Omm 55. 5mm 

厚木市中荻野 58. Dmm 54. Omm 

秦野市蓑毛 56. Dmm 55. Omm 

秦野市蓑毛 56. 5mm 51. 5『nm

秦野市蓑毛 60. Omm 56. Omm 

秦野市大倉 61. 5mm 54. 5mm 

松田町松田原子 57. Omm 55. Om 

南足柄市矢倉沢金時山 55. Omm 55. Omm 

箱根町お玉が池 56. Omm 52. Omm 

平均値 57. 72mm 54. 30mm 

産 地 腹長 後麹長

津久井町鳥屋谷戸 55. Omm 55. Omm 

津久井町鳥屋谷戸 55. 5mm 54. 5mm 

津久井町鳥屋西門 58. 5mm 54. Omm 

厚木市上荻野岩倉 57. 5mm 55.0剛

厚木市上荻野岩倉 56.5mn 56.0mm 

厚木市上荻野岩倉 54.0mm 53. Omm 

厚木市上荻野上峰 57. 5mm 53. Omm 

厚木市棚沢 54. Omm 51. 5mm 

箱根町芦ノ湖湖尻 52.0mm 52. Omm 

湯河原町新崎川 56. 5mm 53. Omm 

湯河原町新崎川 55. 011111 54. Omm 

平均値 55.64mm 53. 73mm 

備 考

計測後リリース

計測後リリース

計測後リリース

計測後リリース

備 考
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来た水域にも早期に飛来する例が知ら

れていることから，新たな止水域の造

られつつある宮ヶ瀬周辺で今後記録が

増える可能性がある。

4）成虫の出現期

厚木市上荻野上峰で7月23日に♀羽

化殻が得られている（苅部ほか，1995)

が，これはやや破損した状態のもので

あり，少なくとも7月中旬には羽化して

いるものと推ij~lj される。 箱根町お玉ヶ

池では7月26日に l♂が目撃されてお

り（苅部ほか， 1995），箱根では3 他の

地域に比べやや早く出現するものと思

われる。箱根以外の地域では，8月上旬

から 10月上旬にかけて記録されている

が，8月の記録は少なく ，9月上旬から

10月上旬にかけて多くの記録が得られ

ている。最も遅い記録はJO月10日に得

られている（苅部ほか， l995）。

5）産卵

9月上旬から 9Ji下旬にかけて単独産

卵が観察されている（図3-8）。連結ある

いは交尾に関する観察記録は得られて

いないが，1993年9月 15日に厚木市上

荻野上峰でギンヤンマ♂と本種♀の異

種間連結が報告されている（岸，1999）。

6）♂成熟成虫の行動

成熟した♂は池の上空を往復飛朔す

るが，ルリボシヤンマとは異なり水面

上 lOm以上の高所を飛ぶことが多い。

低所に降りてく る場合はごく少ないの

で，採集や撮影は困難である。

おわりに

1980年代半ば以降，両種の情報量は

飛躍的に増え，ルリボシヤンマに関し

ては分布，成虫の出現期についてほぼ

明らかとなった。オオルリボシヤンマ

の場合は， 情報量は増えたとはいえ3 も

ともと個体数が少ないため現状でも情

報不足である状況に変わりはない。生

態に関しては3 両種とも断片的なデー

表2 神奈川県産／レリ ボシヤンマ♀の腹長
及び後遡長



図2 神奈川県におけるオオノレリボシヤンマの記録地

タが得られているのみで，今後さらに情報を集積

してし、く必要がある。

なお，ノレリボシヤンマの棲息地となる山聞の湿

地は，一般には トンボ類などの水棲昆虫の棲息地

であるという認識はほとんどなされておらず，開

発によって失われてしまうことも少なくない。松

田町松田庶子にあった湿地（図 3-3）がその好例で

ある。当地は，松田町内で知られる唯一の棲息地で

あったが，同町が進めている 「花の郷 ・チリダガー

デン」と称する開発事業のため埋め立てられて湿

地が消滅してしまった。公共性の5齢、施設を建設
するための開発行為ならば，ある意味ではやむを

得ない部分もあるが，外来種などの本来自生しな

い植物の植栽を目的として自然環境が破壊されて

しまうのは何ともやりきれない思いがする。外来

種や移入種により，在来種が追い詰められている

現状が広く認識され，今もわずかに残る自然環境

が極力保全される方向に行政施策が転換されるこ

とを強く 望みたい。
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北海道大学図書刊行会，北海道

（茅ヶ崎市文化資料館）



図3 l ルリボシヤンマの棲息する小さな池（厚木市上荻野真弓， 25. IV. 1.996撮影）' 2 ルリボシヤンマの棲

息する堰堤（津久井町鳥屋谷戸， 30. lX. 1993撮影）' 3 ：ルリポシヤンマの稜息する湿地（松田町松田庶子 4. 

X. 1987撮影）， 4 ： ルリボシャン-y~）j化殻（厚木市中荻野， 22 . YUL 1999撮影）' s ホバリング中の／レリボシ
ヤンマ三（清川村宮ヶ瀬崎合， 30. IX. I則 撮影）' 6 ♀を捕捉して飛ひ、上がるルリボシヤンマ♂（津久井町

鳥屋谷戸，9 X. 1995撮影）' 7 オオルリボシヤンマの棲息する山中の池（清川村宮ヶ瀬東沢， 12. IX. 1996 

撮影）' 8 産卵中のオオルリボシヤンマ♀（？青）1 J村宮ケ1頼東沢，2 IX. 1996撮影）
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神奈川県内におけるスズミグモの記録3例

浜口哲一

Tetsuichi Hamaguchi: Three Records of Cyrtophora moluccensis (Araneidae) 

from Kanagawa Prefecture 

はじめに

スズミグモCyrtophoramoluccensisは，コガネグ

モ科に属する大型のクモで，腹部の特徴的な模様，

ドーム型の大きな網，その網目が細かい四角形を

している点などで他種と容易に見分けられる。南

方系の種だが，新海 ・高野（1984）によれば，北上

傾向を示しており，分布の東限は静岡県とされて

いた。近年では，さらに分布を拡大し，本県や東京

都でも観察される機会が増えてきている（熊

田ほか， 1995など）。

筆者は，1984年に県下で2例目， 3例目に

なる記録を報告したことがあるが（浜口，

1985), 1999年には3ヶ所での生息情報を得た

ので，現在までの本県内での記録のまとめと

ともに報告する。情報と写真を提供して頂い

た，日本野鳥の会神奈川支部の浅川久子 ・関

野祥子 ・船木嘩子 ・田中和徳、の各氏，原稿に

目を通して頂いた東京蜘！妹談話会の池田博明

氏に感謝する。

1999年の観察例

2.秦野市渋沢（峠）

1999年8月27日に， 民家の庭先のキウイ棚の下

で，浅川久子，関野洋子，船木嘩子の3氏が雌のい

る巣を観察した（浅川久子氏私信）。

3. 平塚市土屋 （愛宕下）（図3)

1999年9月21日に，雌l個体を筆者が観察した。

この個体は痩せた体形をしていてほとんど動かず，

1 .秦野市弘法山 （図 1・2) 図l スズミグモのドーム型の網（1999.8.12秦野市弘法山田中和

1999年8月11日に，浅川久子， 関野祥子， 徳氏撮影）．

船木嘩子の3氏によって，雌l個体が発見さ

れ， 8月 12日に田中和徳氏によって写真撮影

がされた。この個体の巣には，9月9日には卵

嚢がつけられており 3 手で、触ったところ中か

ら幼体が這い出してきた。同日には，別の雌

を発見し，その巣には僻化していない卵嚢が

つけられていた。9月 19日には3個体目の雌

を発見し，10月 16日には2個体目の巣の卵嚢

から出た幼体を観察した。巣はいずれも雑木

林の登山道脇に作られていた（以上，浅川久

子氏私信）。

図2 スズミグモ雌 (1999.8.12秦野市弘法山 田中和徳氏撮影）

89 



図3.スズミグモ雌と卵嚢（1999.9.21平塚市土屋浜口哲一撮影）

その巣は既に原型を失うほど壊れていた。中央に

は卵嚢が認められたが，その中は空になっており，

既に幼体が卵嚢を離れたものと判断された。周辺

の環境は，谷戸の奥のヨシ原に面した斜面の雑木

林の林縁であり， 巣はキブシの枝に作られていた。

神奈川県下における過去の記録

文献によって，現在までに神奈川県内で記録さ

れたスズミグモの記録をまとめてみた（表1）。1980

年以降， 県内では本報を含めて 22例が記録されて

おり，発見地は，大磯丘陵，丹沢山麓から多摩丘陵，

さらに県北部にまで及び， 三浦半島をのぞいては

県下一円で広く記録されている。また，雌雄が同一

地点で記録された例， 卵嚢が発見された例，年を置

いて同一地域で確認された例があり，個体数は少

ないものの，本県に定着していることは確実と考

えられる。

本種のよ うな南方系の種の分布拡大は，クロコ

ノマチョウ，クマゼ、ミなど，さまざまな分類群で報

告されており，地球温暖化との関連が話題になる

ことがある。 それぞれの由来が，その種本来の分散

能力によるものか，卵などがついた植木の移動の

ような人為的な要因が関わっているかの判断は難

しいが，少なく とも温暖化の進行が越冬を容易に

し，定着を助けていることは確かであろう。 こうし
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た種の動向は，本県の生物相の変化を把握する上で

重要なテーマの一つになると考えられ，スズミグモ

についても，皆さんの注目と記録の蓄積をお願いし

たい。
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表1神奈川県下におけるスズミグモ Cyrtophoramoluccensisの記録．

年月日 場所 観察個体数 観察者 文献

1980.7.24 横浜市港南区野庭町 1♀ 谷川明男 谷川ほか（1982)

1984.7.20 小田原市曽我山 1♀ 浜口哲一 浜口（1985) 

1984.8.30 山北町尺里～高松山 l♀＋卵嚢 浜口哲一 浜口（1985)

1989.8.12 平塚市上吉沢 3♀ 磯部達男 磯部（1989)

1989.8.12 大井町金子 1♀ 池田博明 池田(1992)

1989.8.12 大磯町国府新宿 不明 熊田憲一 池田（1997)

1989.9.15 秦野市弘法山 1♀＋卵嚢 谷川明男 谷川(1989)

1991.7.22 大磯町虫窪 1♀ 丸山一子ほか池田（1992・1996)

1992.7.31 山北町神尾田 1♀ 浜口哲一 新海ほか(1997)

1992.8. 厚木市七沢 1♀＋卵嚢 唐沢良子 新海ほか（1994)

1993.8.23 秦野市蓑毛 l♀ 及川照代 新海ほか（1997)

1993.9.19 川崎市麻生区王禅寺 l♀ 大西公ーほか小峰(1993)

1994.8.7 厚木市七沢 1♀ 唐沢良子 新海ほか(1997)

1995.7.5 川崎市多摩区生田緑地公園 1♀ 伴満 伴(1996)

1995. 7.29-8.17 川崎市麻生区王禅寺・早野 3♀2♂ 大西公一 大西（1995)

1995.8.20 厚木市広沢寺

1995.9.12 秦野市寺山

1996.8.19 城山町

1999.6.21-8.9川崎市麻生区王禅寺

大西公一， 1999.再見スズミグモ．どんぐりのあな，（133).

10-1 l多摩丘陵野外博物館

新海栄一 ・高橋登 ・笹岡文雄 ・貞元己良，1994.神奈川県

立自然保護センター（厚木市七沢）の野外施設に

産するクモ類について．神奈川県立自然保護セン

タ一報告，（11):1-14. 

新海栄一 ・高野伸二， 1984.フィーノレド図鑑クモ 204pp. 

東海大学出版会

新海栄一 ・山川守 ・熊田憲一・池田博明 ・谷川明男・貞

元己良，1997.丹沢山地のクモ類．丹沢大山自然

環境総合調査報告書（丹沢山地動櫛物目録） 'pp 

301-321.神奈川県環境部．

1♀ 新海栄一 新海ほか(1997)

2♀ 新海栄一 新海ほか（1997)

l♀ 大川秀治 伴・大111(1999)

3♀1♂ 大西公一 大西（1999) 
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谷川明男， 1989 神奈川県にまたいたスズミグモ

Kishidaia, (59): 23 

谷川明男 ・飯島寿子 ・森美也子， 1982.神奈川県立野庭高

等学校周辺の真正蜘妹類 Kishidaia,(48): 23 29. 
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